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　亜あ空くうの海への移住を希望する〝色んな意味での猛も者さ〟達の試験は特に何事もなく終わり、僕──深み澄すみ真まことは、彼らとの最終面談の日を迎えていた。

　リミア王国訪問の日取りが先方の都つ合ごうで上手うまい事先延ばしになってくれたおかげで、先に面談を済ませてしまえるのはラッキーだ。こちらにも都合が良いなら、わざわざ事を荒立てる必要はない。

　移住試験の様子なんかは資料として事前に渡され、既に読んでいるので予習もばっちり。この前の時と違ってある程度勝手も分かっているから、余裕をもって相手を待てる。

　今回の面談も、隣となりにいるのはハイオランドオークのエマ。彼女は亜空の雑事を取り仕切ってくれていて、本当にお世話になっている。

「では、始めます」

　エマの一声で、海の種族達との面談が始まった。

　最初に来たのはサハギン。頭部に河童かっぱよろしく皿がついている和わ洋よう折せっ衷ちゅうな半魚人である。

　水陸どちらでも生活できるけど、メインは海中で、家もそっち。

　資料を見る限り、試験期間中は実に穏やかに亜空の海で暮らしていた。

　狩しゅ猟りょうも採取も得意で、一部養よう殖しょくみたいな事も試こころみていて……僕の印象としては海のハイランドオークといったところだ。

　どの種族とも軋あつ轢れきはなく、是非移住したいという意思も示している。

　更に建設予定の港こう湾わん都市との連れん携けいにも賛成してくれていて、こちらとしては断る理由など全くない優等生。

　エマも終始ニコニコで、族長さんご夫婦との面談もスムーズに終わった。なんとも平和な面談だった。

　ちなみに、鱗うろこが緑なのが男で、鮮やかな赤は女。男が戦士を担当し、部隊戦闘が得意、魔法も水に関わるものを得手としているのだとか。

　戦闘スタイルに関してはミスティオリザードに近い印象を持った。

　なんにせよ、いい出だしだ。

「次は？」

「人魚ですね」

　エマはサラッと答えたが、ふと疑問が頭を掠かすめる。

「……ここへはどうやって来たんだろ？」

　人魚って言ったら、下半身は完全に魚なのに。

　ちなみに、面談は海うみ辺べに設置された建物でやっている。陸に上がれない種族は後でまとめて別会場で行う予定だ。

「なんでも〝代だい償しょうつきの薬〟で、一時的に人型になれるそうです。なので今回は、私どもからの援助は必要ないという事でした」

「なに、その悲しいおとぎ話的な感じは」

　薬の代償って、声が……とか、体が泡あわに……とか？

　笑えないんだけど。そこまでしなくても、こっちが海に行くから。

「ええと、代償はランダムらしいですが、大したものではないようです。一番重い代償で微熱だそうです」

　市販薬レベルの副作用かよ、と突っ込みたくなった。

「……確かに、秘薬とは言ってないよね。なんでか騙だまされた気分がするけど」

「若様？　次の方々をお呼びしても？」

「あ、ああ。いいよ」

「ではお呼びします」

　秘薬の件で今日の第一印象はあまり良くなかった人魚だけど、いざ面接をしてみると人格的には全く問題ない人達だった。

　というか、戦闘を嫌うあまり亜空からの誘いに乗った、というくらいの平和思考。

　最近ヒューマンの漁場が増えてきたため、種族間の摩ま擦さつが生まれるのが嫌で引っ越し先を考えていたところだったらしい。

　魔法の使い手として優秀で、回復系統を主おもに扱うのみだが、その実力は特筆に値あたいするとか。

　あとは芸能を好み、歌が好き。その関係で、同じく音楽を嗜たしなむセイレーンやローレライとも亜空ここで仲良くなった。

　彼女達は薬を使うなどの手段で陸にも適応できるけど、本来の住まいは海。種族で村を持ち、現状の延長で生活したいと希望だ。

　それは当然ＯＫ。

　他種族との関わりは積極的かつ好意的だし、港湾都市への協力も約束してくれた。

　一通り話をして、エマも僕からの確認の視線に満足げに頷うなずく。

「近いうちに我々を招待して歌を披ひ露ろうしてくれるとは、嬉うれしいですね」

　なんでも、人魚とセイレーンが歌い、ローレライが楽器を担当するんだとか。

「そうだね。せっかくだから海辺で盛大にお祭りでもやろうか、ぱーっと」

「新たな同どう胞ほうとの出会いを祝してですか。素晴らしいお考えだと思います。早さっ速そく企画しますね」

「よろしく」

　と、エマとお祭りの話をした後に次の移住候補者を呼び込む。

　しかし登場したのは……マリンブルーの小山。

　巨大な扉から一気に差し込んでくる光と、それを遮さえぎる影。

　背後から光を受けて青く宝石みたいに輝く山の正体は甲こう羅らだ。

　特撮映画に出てきそうな巨大な亀──青月ブルームーン。

　実際会うのは初めてだけど……でかいねー。

　ちなみにこの面談を行なっているのは、後々集会場にも使えるように造られた、かなり大きな体育館のような建物だ。

　入り口は巨大で、開ける者のサイズに合わせて適切な大きさで扉が開くという、エルドワことエルダードワーフ自慢のギミックが組み込まれている。

　普通に僕らサイズの生き物が使っている限りだと、大きな扉の騙し絵でもついているようにしか見えないけど、大きな生き物が押すとその巨大扉が本物だと分かる。

　エマはぽけーっと青月ブルームーンを見上げている。最近はキリッとした表情が多かっただけに、これはレアだ。

　どういう原理か、青月ブルームーンの体はふわふわ浮いていて、その巨大さと相まって少し不安になる。

　一歩ごとに足音が響いて、振動で床が破壊される、なんて心配がないのは嬉しいけどさ。

　それにしても、よく入れたな。

　エルドワの設計能力って本当に変態じみていると確信した。

「はじめまして、王よ。青月ブルームーン、フアと申す」

　青月ブルームーンの口から出てきたのは、なんと共通語！

　これほどの幻獣が共通語を喋しゃべると、凄すごく新鮮だな。

　エマは僕を王と呼ぶ青月ブルームーンの言葉で我に返ったのか、表情を引き締しめて彼と向かい合った。

「はじめまして、フアさん。深澄真です。こちらは部下のエマです」

「この広大な海を生んだのが、かように小さき人の子とは……。まことに世界は広い。して、今後も我はこの豊かな海に在あれるのだろうか？」

「もちろんですよ。ここで伺うかがいたいのは、大体の住所と、居住する意思があるかどうかです。後は多少のルールをお伝えするだけですから」

「ありがたい。青月ブルームーンは海と交まじわり、子を残す。我はどうも、〝女神の世界〟の海とは相性が良くなかったようで、悩んでおった。この海と上手く暮らせるかはまだ分からぬが、居心地は非常に好い」

　青月ブルームーンはここを女神の世界のどこかじゃなくて、違う場所だと認識しているみたいだった。

　海と交わるというのも言葉通りの意味で、彼らは繁はん殖しょくに相手を必要とせず、本当に海と子を生なすんだとか。

　彼は男性人格でありながら自分が卵を産む事になんの違和感も持っていないらしい。

　彼らは性別というものに曖あい昧まいな種族かもしれない。

　……でも、なんでかな、あの上位竜──ルトの時と違って敬意を持てるのは。

　あれだな、標的が生々しくないからだろうな、多分。

　そして彼は種族でただ一人の移住希望者。

　今回単身で亜空に移住を求めたのは二種族だけだったから、そのうちの一つという事になる。

　どちらもそれで困らないんだろうけど、寂しくないのかと少しばかり気になっていた。

　当の青月ブルームーンとしては、海と在るのに寂しいなんて事はないんだそうだ。

　とにかく、泰たい然ぜんとした種族だ。

　もちろん、問題は何もなかったので合格。

　去り際ぎわに、もしも子を生す事ができたなら産卵を見ていてほしいと頼まれたけど……。

　繁殖の周期は五百年から千年に一度だそうで、物凄い幸運が必要なレベルだ。

　その時は是非、と応こたえておいたものの、立ち会える気がしない。

「まさに、山でした」

　青月ブルームーンが退出したところで、エマが大きく息を吐きながら感想を漏らした。

「だね」

「夜、月明かりで淡あわく輝く甲羅から青月ブルームーンと呼ばれるようになったそうですが、昼間に見ても美しい姿でした」

「うん。住所は不定だったけど、念話には反応してくれると言っていたから、用事がある時は近場にいる種族か僕で対応するよ」

「当面は資源などを見かけたら報告していただきたいとお願いしようかと思ってます」

「いいんじゃないかな。気ままに泳いだり浮いたりしてる彼だからこそ、思いがけないものを発見するかもしれないしね」

　巨大なんだけど、実におっとりとした雰ふん囲い気きの持ち主ぬしだった。

　その辺は、カメという生き物に対して僕が持っているイメージも影響しているのかもしれない。

「次も、お一人での移住希望者ですね」

　エマに言われて、資料に目を落とす。

「あ、彼女か。確か……スキュラだっけ」

「ええ。彼女には少し問題もありますので、これからの面談で見み定さだめてくださいませ」

「了解」

「ではお呼びします」

　エマの言葉からしばらくして、見た感じ僕と同じくらいの年齢の女の子が一人入ってきた。

　スキュラ。

　女神の世界の海でもそんなに数がいない種族らしい。

　ヒューマンに対して非常に好戦的で、遠洋の島で静かに暮らす事も可能なのに、わざわざ船を襲ったり、ヒューマンの町の傍そばまで引っ越してきたりする始末。

　数が少ないのに、船乗りの間では海に存在する最強の魔物として認識されている。

　そもそもこの亜空に来る必要性が低い種族でもあるんだけど、何故なぜか一人だけここにいる。

「はじめまして、亜空の王。私はスキュラのレヴィと申します」

　優ゆう雅がに一礼するスキュラの娘。

　セーラー服なんてあるんだなあ。着てる人、この世界ではじめて見たわ。

　えらく懐なつかしい、女子高生を見ている気分になる。

「はじめまして、レヴィさん。僕は深澄真です。こちらはエマ、僕の部下です」

　僕の紹介を受けて、エマは若干硬い表情で礼をした。

「真様、私はこれが最終面談だと聞いています。つまり、今日までの試験で私は合格レベルだったという事ですね？」

「ええ」

　僕に代わってエマが答える。

「ありがとうございます。歯ごたえのある相手ばかりで、私も楽しかったです」

　スキュラの報告には戦闘の情報ばかりが載っていた。

　同じ移住希望者との、だけじゃない。

　彼女は亜空の海に住む強そうな生き物に自分から挑いどみかかっていたそうだ。

　そして、時には陸の生物までその対象になっている。

　かなり好戦的な性格をしているのだけは間違いない。

「いくつか、私からも質問をしたいのですがよろしいですか、レヴィさん？」

「もちろんですエマさん。なんでもお聞きください」

「貴女あなた方スキュラはヒューマンを好んで襲いますね。しかしここにはヒューマンなどいません。真様がそうと言えない事もありませんが。そもそも、移住の目的はなんなのでしょう？」

　……もしもし、僕は何枠でしょうか、エマさん。

「スキュラという種族全体について言えば、前者の問いに対する答えはハイです。そして種族のほとんどの者にとって、後者の答えは何もありません。だから私以外の者は誰もこの場にいないのです。そう、つまり私は変わり者のスキュラなのです」

　おどけた様子で胸を張るレヴィさん。

「……率直に聞きますが、真様に対しての敵意、及び悪意は？」

　少し遠まわしで、言葉遊びを楽しむようなレヴィさんの言い分に、エマが端的な質問をぶつける。

　心配性な彼女らしくもある。

「まったくありません」

「それは、貴女が変わり者だから？」

　皮肉めいた口ぶりで問うエマに、レヴィは悪意のない満面の笑みで頷いた。

「その通りです。私、ヒューマンじゃ全然楽しくないんです」

「楽しくない？」

「そう。あいつら、大抵弱いので。なのに、私の周りは何匹ヒューマンを狩ったか競きそおうとする者ばかり。それも女神の目を盗んで上手くやるとか、つまらない奴らしかいないんです」

「……」

「……せっかくこんなに強い体に生まれてきたのに、ねえ？」

　レヴィさんとエマの会話は続く。

「つまり貴女が亜空に移住したいのは、そこに強者がいるから？」

「はい！　ここは素晴らしい所です！　見た事のない相手もいるし、いつか挑みたかった海王シーロードの強者も何人か見ました。貴女方ハイランドオークもミスティオリザードも、あのアルケーも！　皆さん本当に素晴らしい方々です！」

　レヴィさんは興こう奮ふん気味に亜空の戦力を自分の主観で説明していく。

　なんとまあ、凄い。

　だけど僕はふと、その言葉から伝わる彼女の〝ある思考〟に気付いた。

「あー、レヴィさん。割り込んで悪いんだけど、そうなるとレヴィさんは……敵意や悪意はまったくないけど、僕とも戦いたいと思っているって事？」

「……今はまだ。ですが、いずれは手合わせをお願いしたいと思っています。まずは亜空ランキングという強者が力を磨みがくシステムに参加したいと考えています」

　亜空ランキングは僕の従者、巴ともえ主導で始まった亜空内の模擬戦システムみたいなものだ。

　当然陸の種族だけで構成されているし、これまで面談した種族からはその名前すら出てこなかったんだけど……レヴィさんは既にそれを知っていて、更に参加しようとしている。

「亜空ランキング……ですか。しかしあれは海の種族の方々の事はまるで考慮されていないルールですので……」

　エマは訝いぶかしげに首を捻ひねる。

「私は一向に構いません。ルールの変更を求める気もありません」

「生活の場を陸にしようと考えているんですか？」

「ん、それは……海には海でしか味わえない戦いもありますから、どちらと決めたくはないです」

　戦い基準、きました。

　この人、多分亜空で結構気が合う人がいるな。

　見境がないわけじゃない戦い好きか……断定はできないけど。

「巨大鮫さめとかウニ、甲こう殻かく類にウツボ。随ずい分ぶん戦っているようだけど、なんで僕とはまだ戦わないんですか？」

　確認の意味も込めてもう一回割り込んで聞いてみる。

　自己申告も多いけど、報告書には、勝利、敗北含めて海での戦闘記録は結構な数が出ている。特に相手を選んでいるようにも見えない。

　中には命からがら逃走したって相手もいる。何故かその後も三度ほど挑んでいるみたいだけど。

「……全然湧わかないんですよ、真様と戦うイメージが。かといって、つまらない感じもしない。こういう時は経験的に、大抵今の私じゃどうしようもない相手って事が多いんです。なので、今はまだ、です。ちなみに巴様と澪みお様と識しき様も同じ感覚です」

　レヴィさんは僕の従者達の名前を挙げていく。その認識は間違っていないと思う。

「なるほど。ここで生活するにはそれなりにルールってものがありますけど、それを受け入れる事を含めて移住したいと見て良いんですね？」

　一応、大丈夫そうだから、僕は最後の確認をした。

「はい。初めはご迷惑をおかけするかもしれませんが、是非ここに住まわせてほしいです。貨か幣へいとか、分からない事はおいおい勉強します」

　貨幣か……。巴が無茶をやったからなあ。亜空で小判が流通するのを目にする日がくるとは思わなかった。

　まあ、今その話はいいや。レヴィさんも適応してくれるって言ってるんだし。

「では、レヴィさんの移住を認めます。これからよろしく」

「ありがとうございます！」

　深々と頭を下げたレヴィさんが、元気良く回れ右して帰っていく。

　弱いヒューマンを狩っては〝耳何個ゲットだぜー〟とか言って喜んでいる同族の人達がぬるく思えるのかな、彼女の場合。

　強敵さえいればいいっていうなら、亜空は楽園かもしれない。

「あ……」

　ふと、レヴィさんが立ち止まって一言漏もらした。

　こういう何なに気げない仕草といい、女子高生に見える、本当に。

　──いや、見えた。

　その時までは。

「でも、どこかと戦争になったら、必ず呼んでほしいです。だって……戦争ならいくら殺しても問題ないですもんね？　では、失礼しまーす！」

　振り返って屈くっ託たくなく笑うレヴィさんの表情は、口調と内容とのギャップも相まって背筋がぞくっとした。

　スキュラは種族として深くヒューマンを憎ぞう悪おしている。その理由までは資料に書かれていない。

　ただ彼女の場合は、ヒューマンであるかどうかも問わず、殺すの大好きなバトルジャンキーと言った方がいいのかも。

　血が舞い肉片が躍るようなデンジャラスな空間そのものを愛しているというか。

　……なんにせよ、やっぱり異端児なんだな、と思った。

「野心が戦いだけに向いているという意味では安全な子ではありますが……大丈夫ですか、若様？」

「まだまだランキングに参加しても中ちゅう堅けんから出てこないレベルだろうし、問題ないんじゃないかな」

「ああいう子は、環境が整うと化ばけると思いますけど……。強化と言いますか、凶きょう化かと言いますか、それとも狂きょう化かでしょうか」

　何故か、当てはまる漢字が全部分かった。

　殺し合いにならないように、亜空ランキングはきっちりシステムが構築されているから、そこは安心できる。

　時々……識とかにガス抜きしてもらえば大丈夫さ。

　……体を変異させて魔術を乱射しながら襲い掛かってくる女子高生の相手なんて、精神的に僕はご免だけど。

「ええっと、お次の方は……」

　次はセイレーンだった。

　上半身は人の女性、下半身は鳥。

　僕は背中に翼つばさが生はえているんだと思っていたけど、目の前にいるセイレーンは腕が翼になっていて、鳥成分強めの種族だった。そしてよく言えば陽気で明るく、客観的に見れば少しばかり子供っぽくもある性格の持ち主が多い印象。

　前にエマは、陸にいるノリが似た種族と揉もめた事があるから、ご機嫌が心配でもある。

　セイレーン達は海というか海辺の砂浜や岩がん礁しょうなんかをメインの生活域にしていて、亜空では少し沖にある切り立った断だん崖がいの島がお気に入りだとか。

　別に住んでもらって問題はないので許可した。

　彼女達も人魚同様に基本的には平和主義な種族で、歌好きな点も似ている。

　一方で、女性しかいない種族の持つ問題点はゴルゴンに似ていた。子を生すのに他種族の男を必要とする、って部分だ。

　この試験期間中に彼女達の種族の事情を知るいくつかの種族の間で話し合いがなされ、問題にはなっていないし、僕としても双方合意の上であれば特に異議はない。

　ライム辺りも一安心だろう。

　もし何かの間違いで襲われても、経験豊富な彼なら多分〝ばっちこい〟ってなるんじゃないかな、うん。手伝ってはあげられないけど頑張れ。

　人魚やローレライ達と合同で歌を披露する計画についても話してくれたから、その流れでさっき思いついた〝お祭り〟の事を伝えると、彼女達は歓声を上げて飛び回らんばかりに喜んでいた。

　ノリのいい種族だ。

　セイレーン達は、次に面談が控ひかえているローレライをくれぐれもよろしくお願いします、と頭を下げて退室した。

　仲良き事は素晴らしき哉かな、だね。

「賑にぎやかな方々でしたね」

「エマが怒り出さなくて良かったよ」

　以前、妖精ことアルエレメラがエマの逆げき鱗りんに触れた惨さん事じを思い出し、少しからかう。

「あれは！　アルエレメラがあまりに礼を失しっしていたからです。事実、今の彼らはそれなりの振舞いができているのですよ？　つまり、実際はできるのにやらなかったわけで、私が怒ったのはそこなのです！」

　……。

　僕も大概他人ひとの事を言える身じゃないけど、サーカスのライオンが火の輪をくぐれるからって、野生のライオンにそれをやれって言うようなものなんじゃないかな、と思ってみたり。

「何か？」

「いや、なんでも」

　何はともあれ、セイレーンの態度についてはエマにとって許容範囲内だった。セーフ。

「では、次のローレライの方をお呼びしますよ？」

「はい」

　ローレライ。魔族の亜種らしいんだけど、はっきり言って、彼らについて質問はほとんどない。

　……だって、僕が質問しようと思っていた事なんて全部資料にあるから。

　亜空に加わった元魔王の子サリに調査やとりまとめを頼んだら、彼女が気合入れて仕事しまくってくれたおかげだ。

　よくあるご質問ならぬ、〝若様がなさりそうなご質問と回答〟なんていうコーナーまで巻末に用意してある万能っぷりだ。

　なので〝最近どうですか？〟〝ぼちぼちです〟〝じゃよろしくお願いします〟……そんな感じのやり取りで問題ないと思う。

　巴達と違って、サリは事前に資料を完璧に整える子なんだろう。つまり、僕に何かしらの経験をさせようという〝仕込み〟をしない。

　至れりつくせりの資料を手にしたローレライとの面談は、まさに世間話。

　資料の記載内容を簡単に確認したり、サリの話をしたり。

　サリはローレライから頼りにされていて、彼女の方も親しみを感じているのか、親身になって関わりを持っているようだ。

　何度かサリが彼らの村で宿泊している様子からも、それは伝わってきた。

「ああ、そういえば、皆さんは楽器の演えん奏そうが得意だとか」

　お祭りの話題の前振りなのか、エマが彼らの特技の一つに触ふれた。

「はい。私達は楽器の作製、演奏ともに得意としています。亜空にはまだ触れた事のない素材も沢たく山さんあるので、今から楽しみでなりません」

「私達も皆さんの演奏が聞けるのを楽しみにしています」

「他の種族の方と合同で近いうちに披露できるかと思います。楽しんでもらえるように、今は皆で練習に励はげんでおります」

　楽器の類たぐいが駄だ目めな僕なんかは、演奏は結構な特殊能力だと思う。芸能方面に達者な種族なのかも。

　ローレライの場合、戦闘でも旋せん律りつを魔術と組み合わせて活用するようだから、楽器の演奏能力の高さはそのまま彼らの戦闘能力にも繋つながるんだろう。

　ん？　演奏が得意って事は、それに合わせて踊ったりもできるのかな？

「あの、もしかして舞ぶ踊ようなんかも得意なのでは？」

　思い切って聞いてみた。

「はい。歌唱はあまり用いませんが、祭事などでは必ず舞踊を組み合わせています」

　おお、それは好都合！

「でしたら、今度の演奏披露の際、それも見てみたいですね」

「いえ、舞踊はなんと海王シーロードの皆様が担当してくださるんです。彼らの超一流の舞踊を見られる機会はそう多くありませんし、その場で演奏できる事も滅多にありません。なので、本職である楽器の演奏に集中したいと考えております」

　海王シーロード──足の生えたマグロマンを見かけたことがあるけど、僕の中ではとにかく摩ま訶か不ふ思し議ぎな種族って印象だ。

　彼らの踊りというと……マグロとタラバのキモ竜りゅう宮ぐう城じょうが思い浮かんで回避できない。

　超一流ってくらいだから期待していいんだろうか。

　話だけ聞くと、歌と演奏に対して踊りが完全にオチ担当になってる気がする。

　コントじゃないんだから、オチはなくていいのに。

「そう、ですか。分かりました。楽しみにしています」

　思わず声がうわずってしまった。

「はい。それで、我々は今後もこの地に住まわせていただけますか？」

「ええ。皆さんには港湾都市の中核を担になってほしいと思っています」

「ありがとうございます！」

　ローレライは陸寄りの種族でもあるしね。

「サリ殿と協力し、皆さんの一員として奮ふん起きして参ります」

「サリには今後も皆さんと関わってもらうと思いますが、彼女には今回移住する種族全体のフォローをお願いする予定です。なので、これまでほどには頻ひん繁ぱんに連れん絡らくが取れないかもしれません。そこはご了りょう承しょうください」

「出世ですか、喜ばしい事です」

「やり甲が斐いがあると本人から聞いていますし、実際に優秀ですから。第一、このエマに街を二つ任せてしまうと、多た忙ぼうで倒れてしまいます」

「若様！」

「僕としては、彼女にはこうして怒る余力があるくらいでいてほしいので。その分、サリに頑張ってもらう気でいます。皆さんも協力してあげてください」

　サリは僕へのご機き嫌げん取りで〝やり甲斐がある〟と言った風でもなかったから、このまま海方面で頑張ってもらう事にした。

　信用や実績で言えばエマに任せたいと思っていたのも事実だけど、今の激務を考えると難しいのは分かる。あんまり無理させるのもなんだしね。

　涼すずしく伝えてみたものの、実際のところ亜空は慢性的に人手が足りていない。

　言わなくてもいい事だから触れないけどね。

　そもそも、人手が足りない原因は、亜空の住人自身が次から次へと仕事を提案し続けるからという、非常に悩ましい問題が大前提として君臨している。

　みんな、もう少し休もうよ。

「魔族と袂たもとを分かった我らが、こんな豊かな場所で生活できるとは。……ふぅ、本当に、世の中とは何が起こるのか分からぬものですね」

　感無量なのか、ローレライの代表者は涙を浮かべていた。

　厳しい大地での生活に見切りをつけて海に希望を求めたローレライは、そこでも決して豊かとは言えない生活をしていたらしい。

　不ふ遇ぐうに不遇を重ねた彼らだけに、亜空の海は楽園に見えているんだろうな。

　彼らが喜んでくれるなら、僕も嬉しい。

「そうですね。魔族は今、領土を広げ、勢いもかつてないほどではありますが、あちらはヒューマンとの戦争を抱えています。対して、皆さんはここで平和に街づくりを始める。本当に、分からないものです」

「これからよろしくお願いいたします、若様」

「こちらこそ」

　改めて深く一礼して、ローレライは去っていった。

「魔族の亜種、ローレライか」

「厳しい環境で生きてきた方々だけあって、忍にん耐たい強く堅けん実じつな皆様ですね」

　ここでの亜種ってのは、僕らで言えば人種の違いみたいな感覚らしい。つまり、白人か黒人か黄色人種か、みたいな差異でしかない。

　遺伝子レベルではもっと違うのかもしれないけど、見た目では正直〝亜種〟って言われるほどなのかと首を傾かしげたくなるくらいだ。

「魔王と共にヒューマンと女神に挑む魔族と、流れ流れて亜空に来たローレライ。どっちが幸せなんだろうね」

「それは、何を幸せとするかによって答えが変わる問いですよ」

「そっか……ところで、エマはローレライや魔族にしこりはないの？」

　彼女達ハイランドオークは、以前魔族の策で危機に瀕ひんした事がある。

　全員がそれを知っているわけじゃないけど、エマは知っている。僕はそれが気になったのだ。

「ローレライには何も思うものはありません。魔族には……多少ありますが、おかげで若様と会えたのも事実。巴様にお聞きした言葉ですが、〝終わり良ければ全てよし〟と思えるようになってきました」

「そう。ならいい」

「では、次をお呼びします」

　で、次は……来た。

　来ました、海王シーロード！

　三人。いや、三匹？

　どっちでもいいや。

　マグロと、とげとげしいカニ、多分タラバクラブとかいう奴。

　それに、もう一人が……クジラ。

　クジラなんだけど……小さいぞ、おい。

　出オチか？

　クジラで身長二メートルくらいって、そりゃあ小さいだろう？

「はじめまして、海王シーロードの皆様。深澄真です。こちらはハイランドオークのエマ、僕の部下です」

　これまでの種族とは色々と心構えが違ったから、気合を入れて挨あい拶さつした。

　すると、まず向かって左のマグロと右のカニが膝ひざを突いて頭を下げた。

　騎士がやりそうな優美な仕草で。

　真ん中にいたミニクジラはそこから一歩前に出て、これまた優雅に一礼した。

　クジラに手足が生えたクジラマンなのに、確かな気品を感じた。

　凄いな、おい。

「はじめまして、亜空の王、真様」

　そこまで言うとクジラは一歩下がり、控えていたマグロマンが口を開く。

「飛ひ脚きゃくとして流通など担当しております、マグロ族の都ツ名ナと申します。よろしくお願いいたします、真様」

　マグロでツナ。早速名前でボケてきた。

「強ごう力りきとして土木、建築、力仕事を主に担当しております、タラバクラブ族の花ハナ咲サキと申します。よろしくお願いします、真様」

　タラバって言ったじゃん、名前がハナサキガニってなんだよ!?

　どっちなんだよ！

「そして私が、臥が煙えんとして皆の生活を守り、長おさも務めております、クジラ族セル鯨ゲイと申します。本日はお目通りが叶かない、この上ない喜びを感じております」

　せる、げい。

　女神……お前、何を創造してるんだよ。

　いや、あの女神が創造したにしてはあまりにも造形がひど……個性的すぎる。

　元からいた古代の種族なのかもしれない。

　だとすると、上位竜クラスの歴史がある事になるけど。

　そういえば、海を管理している上位竜っていないよね……まさか海王シーロードの名前通り彼らが海の守護者ってわけじゃないよね、違うよね？

「臥煙……ですか。あの、失礼ですが、僕の知識だと臥煙とは火消しで、ならずも──じゃなくて、イメージがあまり良くない言葉なのですが？」

　大体、職が臥煙っておかしいだろ？

　お前海にいるじゃん？

　火事ないじゃん？

　臥煙って言ったら、江戸の町火消し──と言えば聞こえは悪くないけど、僕の知ってる限りだと実質火事の時に家を壊しまくるのが仕事みたいな連中で、普段はヤ○ザだ。

　海王シーロードって〝なんとか一家〟ってノリなのか、もしかして。

　飛脚はまあいいとして……僕の中で強ごう力りきは荷運び兼山さん岳がく案内人って感じだ。力仕事には違いないんだけど。

「お詳しいですね。確かに我らの間でも臥煙とは火消しを意味する言葉の一つで、イメージも良くありません。しかし驚きました。飛脚や強ごう力りきについても事前にご存知だったようですし、その上臥煙の事まで。真様は随分博識な方なのですね」

　めっちゃ紳しん士し的な受け答えをする、自称臥煙のセル鯨さん。

　この人だけ完全に音読みなのは、多分気にしたら負けだ。

　しかし、博識とか言って持ち上げるけど、僕は普通より少し詳しい程度じゃないかな。

　飛脚とか強ごう力りき、それに臥煙なんて、時代劇を見てれば自然と覚えるからなあ。江戸時代の職なら〝取っ替えべえ〟なんか博識の内に入るかもしれないけどさ。

「セル鯨様はその名の意味合いを知って、それでも自みずから臥煙を名乗られているのです」

　都名からフォローが入った。

「セル鯨様ほどに高潔な方は他におりません」

　花咲からも入った。

　こいつの正体ももう気にしない方が良いだろう。

　正直、ハナサキガニなんて、名前しか知らない。

　食用の意味でなら旅番組で見たけど、生態とか種としてタラバガニとどう違うかなんて、全く分からないし。

　そんな珍ちん奇きな見た目と構成はともかく、海王シーロードはどの種族からも評判が良く、その上僕らにも非常に協力的だ。

　サリだけじゃなくて、巴や澪、識からの評価も良い。

　資料からは問題は読み取れない、品ひん行こう方ほう正せいな種族だったりする。

　しかし、今しがた都名と花咲がセル鯨を気き遣づかうような態度を見せたのが少し気になる。何かあるならここで聞いておきたい。

「何か事情がおありですか？」

　僕が水を向けると、セル鯨さんは真剣な眼まな差ざしで応じた。

「真様にはお話しするつもりで今日ここへ参りました。我ら海王シーロードの恥はじにもなる事ですが、聞いていただけますか」

「もちろんです。亜空に住むとなれば家族のようなものですから。その事情も含めて受け入れたいと思っています」

「海王シーロードは世界の海を統すべる、海の守護者とも言える存在。様々な外見の者がおりますが、いずれも優れた能力を持ち、古来から海の治安を守らんとして参りました」

「海の守護者……」

　嘘ー。

「守護者などと偉えらそうに申しましても、種族である以上、何度かの摩擦や内乱はあり、勢力を分けて他種族を巻き込んだ戦争に突入した過去もございます。これらはヒューマンの歴史に記される事はありませんが、海も陸から見えぬ場所では各地で争いを繰り広げて参りました」

「はあ」

　海は海で大戦争も経験しているってわけか。

「今はそのような戦乱もなく平和な世を過ごしておりますが、一つ問題が持ち上がりました。実は、王の息子である私は双ふた子ごで、生き写しの兄がいるのです」

「という事は、王位はお兄様が継つがれる？」

「既に継ぎました。私には王位を争う気がなく、兄をもりたてていく所存でしたので、障害もなく順調に王位は兄に移動しました」

　何も問題ないじゃん。

「種族を割っての争いなど馬ば鹿かげていますし、私は将軍としてこの身を海王シーロードの国と民に捧ささげていければよかったのです。しかし、なまじ私の方が兄よりも個体の能力で勝まさる部分が多かったのと、軍のトップという地位が良くなかったのでしょう。徐々に私と兄の間に悪い空気が生まれはじめました」

　……ドロドロしてきたー。

　ギャグみたいな外見なのに、どうしてこんなにシリアスな話題になるんだ海王シーロード。

「つまり、王様になるべき能力は貴方あなたの方が高かったのに、お兄さんが王になったのが気に入らない人がいたと」

「私と兄の間に王としての資質で差などありません。あくまで武力や魔力などの面で私が上だっただけなのです。ですが、真様が言われたような者がいたのは事実です」

　武力や魔力と言うけど、この分だと知識とか成績とかもこっちのが上だったな、きっと。

　ついでに人望も……だったりして。

「兄は私が軍を自由に動かせるのが危険だと思うようになり、自分の派は閥ばつを固め、王の権力の中に軍を取り込もうとしました。海王シーロードは権力の集中を避けるためにいくつかの意図的な分権を行なっていまして、普段の兄はその事に十分な理解を示していたのですが」

「海王シーロードって凄く進んだ政治をしていたんですね」

　分権って言葉、この世界で前に聞いたのはいつだっけ？

　集権とどっちが優れているかじゃなくて、権力について色んな考え方が存在するのが凄いよ。

　僕もこっちにきてようやく三権分立とか中央と地方の権利とか、呪文みたいな言葉の意味が理解できるようになったくらいだしさ。

　それまではただの暗記項目でしたよ。

「ありがとうございます。私も後のちに禍か根こんが残りそうな王への過剰な集権は阻止しつつ、兄との関係修復に努めたのですが、結局、恐れていた内乱を避けられない状況になってしまいました。自分の無能を恥じるばかりです」

「内乱ですか」

「もはや避ける方法は一つも残っていない、誰もがそう思っていました。しかし光はありました。私が海王シーロードの国から追放される事です。兄は、恐らく宣戦布告のつもりでその言葉を私に突きつけたのでしょうが、それは私にとっては本当に救いでした。追放を受け入れた私は臥煙を名乗り、海を放ほう浪ろうする身になったのです」

　セル鯨伝説の第何章か知らないけど終わったっぽい感じだ。

「ええと、そこから方々を回って各地の海王シーロードさんと生活するに至った、という事ですか？」

「いえ。追放された私を国の戦士や民衆が追ってきてくれたのです。しかし兄からは追っ手がかかり、なんとか最小限の戦いで切り抜けて、隠れ里をつくって生活していました。そこに、亜空から声を掛けて頂いたのです」

「それはまた、本当に凄いタイミングでしたね」

「私達は皆この奇跡に心から感謝しております。今後はこの海を故郷とし、そこに生きる皆と手を取り合って、真様にお仕つかえする──そう決心しております」

　セル鯨さんの目め力ぢからが凄い。

　今聞いた通り、流石さすがに荒波に揉まれてきただけの事はある。

　というか、こんなしっかりした人でも、一回勢いがついた政争って止められないものなんだな。

「海王シーロードの皆さんは他の種族からの評判も良いですし、こちらのルールについても事前に了解を頂いています。よって、これからもここに住んでもらって構いません。歓迎します。そちらからは何かありますか？」

「ありがとうございます。まことに図ずう々ずうしいと思いますが、こちらからは二つほど望みがございます。一つは亜空ランキングなる強者の集つどいに我らも参加したく、便べん宜ぎをお願いしたいという事。もう一つは先ほどの話にも関わるのですが、もし兄の率いる海王シーロードと問題が起きた場合、我々は戦いには参加できない、というものです」

　参加できない……妥当な線か。

　戦わないでくれ、と言いだしてもおかしくないとも思うし。

　しかし、これにエマが反論した。

「では、海王シーロードの皆さんは、彼らが侵略してきたとしても戦わないと仰おっしゃるのですか？」

　もしも、にしてもあまりにもない話だけど。

「万が一、そのような事態になった時には、我らは自決します。それがなんの償つぐないにもならないのは承知です。しかし、戦えぬ事で他の種族の方に迷惑をかけてしまう……それだけは、堪たえられぬのです」

　苦く渋じゅうに顔を歪ゆがませるセル鯨さん。その気持ちは分からないでもないが、僕としては認められない考えだ。

「駄目だ。自決は駄目。そこは別の手を考えてください」

「真様……しかし」

　セル鯨さんの表情は苦しげなままだ。

「申し訳ありません、私がついおかしな想定で話をしてしまいました。この件は海王シーロードの皆さんへの若様からの宿題という事で」

　エマが会話に割り込んで流れを切った。

　セル鯨さんの答えが彼女の予想と大きく違っていたからかもしれない。

「エマ殿。自決については我らが全員で議論をして出した結論で──」

「セル鯨殿。どうか、聞き分けてください。でないと、その可能性をゼロにしようと考える方が、亜空ここには数名いらっしゃいますから」

　エマの真剣な目を見て何かを察したらしく、セル鯨さんは鋭するどく息を呑む。

「ゼロ……？　それは……っ!?」

「ご想像にお任せします。自決だなんて、若様も私達も皆さんに望んでいませんから。もう一度、よく議論なさってください」

　ゼロ？　ゼロねえ。

　ああ、なるほど。兄の方の海王シーロードを皆殺しにすれば万が一の事態は絶対になくせるのか。

　そもそも亜空に攻め込むなんて可能性は低いだろうけど、ゼロにするってなら、それか。

「分かりました。では、私達はこれで失礼を。若様、エマ殿。今後ともよろしくお願いいたします」

「こちらこそ」

　引っ掛かっていた事を思い出し、帰っていくセル鯨さんを呼び止める。

「あ、そうだ。セル鯨さん！」

「なんでしょうか、若様」

　早くも僕を若様と呼ぶセル鯨さん。

「追放されたから臥煙って、なんかしっくり来ないんですが。だって、海には火消しの仕事なんてないでしょう？」

「ああ、それですか。私は元々、軍務につく前から火山の処理をしていましたから」

「海で火山？」

「真様、海にも海底火山というものがございます。様子は異なりますが、陸の火山と同じように噴火もいたします。規模は小さかったながら、以前私はその噴火を一人で止めた事がありまして、それで〝一いち番ばん纏まとい〟のセル鯨と呼ばれておりました」

「海底火山。はぁ、そうなんですか。それで臥煙。分かりました」

「それでは」

　深く頭を下げて三人は今度こそ退室した。

　一番纏で、今は臥煙ねえ。海底火山の噴火を火事に見立てたわけか、なるほど。

　うんうん頷いていると、エマが震ふるえる声で僕に呼び掛けてきた。

「わ、若様？　あの方、あんな小さな体で山の噴火を止めた、と仰いましたが？」

「……おお、確かに」

　火山の噴火って、小さいとか言っても相当だよ。

　海底火山がどういうものか見た事はないけど、結構な偉い業ぎょうじゃないか。

「海の種族もまた、底知れぬ実力者がいるのですね……皆に伝えなくては」

「名前で出オチした以外は真ま面じ目めな人達だったしね。海王シーロード、恐るべしだ」

　そんなわけで、その後も何種族かの面談を行い、海にしかいられない種族にはこっちから出向いたりもして、無事に全種族の移住が決まった。

　亜空の人口も──まあ、人口と言っていいのか分からないけど──これで二千を超えた。

　うーん。

　二千人以上から若様と認識されるのか。

　僕としては〝大おお家やさん〟くらいでいいんだけどなあ。




◇◆◇◆◇




　クズノハ商会二階応接室。

　真が海の種族と面談をしていたその時、彼の従者である識は、四人の学生と会っていた。

　ライドウこと真が講師を務めるロッツガルド学園のジン、アベリア、シフ、ユーノ。将来クズノハ商会に就職を望んでいる学生達だ。

「識さん、ライドウ先生の反応はどうでした？」

　出されたお茶に口をつける余裕もないジンが、緊張した様子で聞いた。

　識はいつも学生に向ける穏やかな表情のまま口を開く。

「ジンについては、なかなか肯定的でしたよ。給料はそんなに出せないんだけど、とは言っていましたが」

「本当ですか！」

「ええ。ただ……本当に大変な割に、あまりお金は出ない職場だと思いますよ、ここは」

「金なんて、食べて寝られればそれでいいです。クズノハ商会では、必要に応じて従業員に武具の支給があるんでしたよね？」

「必要と、その人の実力に応じて、ですよ」

「はい！　よし、よし!!」

　ジンは拳こぶしを握りしめ、これまでにないほど喜びを露あらわにした。それだけ、クズノハ商会が彼にとって魅み力りょく的な職場だと分かる光景だ。

　食べ物と寝床、あとは武具さえ賄まかなえるなら金などどうでもいいという、彼の価値観も窺うかがえる。

「識さん、私達はどうなんでしょう？」

　真と懇こん意いにするツィーゲ有数の大商人レンブラントの娘であるシフが、心配そうに識に尋ねた。

　父親の繋がりがあるとはいえ、妹のユーノが先の講義でライドウの意に沿わない失態を犯した──と姉妹が考えている──という減点要素もあり、姉妹は決して自身が安あん全ぜん牌ぱいだとは思っていなかった。

「シフとユーノは……」

　ゴクリと、息を呑む音が聞こえそうな数秒の間。当然、ユーノの表情は硬い。

「お父上からもお願いされているし、ギルドの試験にも絶対に通ると言っている熱意も分かる。あまり危険な場所での勤務はさせられないだろうけど、働いてもらうのは構わないんじゃないか……と」

「っ、ユーノ！」

「お姉ちゃん！」

　抱き合うレンブラント姉妹の喜びぶりは、受験に合格したかのようだ。

「ただし、二人についても給料は特別扱いできない、との事でした。これに納得できないなら……」

「お給料なんて、はじめから問題にしていません！　私、今はもっと自分の可能性を試したいんです。そのためにはライドウ先生や識さんの傍そばにいられる場所が一番だって思っているんです」

「お姉ちゃんの言う通りです！　私も、もっと、もっと自分を鍛きたえたい。いつか自力で〝荒野〟にも出てみたいし、私にとって他のどこでもできない経験がクズノハ商会にはあるんです！」

　これで四人のうち三人が喜びに満ちた明るい表情になった。

　残るは一人、アベリアだけだ。

「識さん。私は、私について、先生はなんて言っていましたか？」

「ん。そうですね、ジン、シフ、ユーノ。少しの間、席を外してもらえますか？」

『！』

　その言葉が意味するところを、三人は一瞬で察した。

　そして、アベリア自身も。

　目を閉じ、少し俯いて一度大きく息を吐いたアベリアは、顔を上げた。

「識さん。そんな事しなくてもいいです。ここで、皆の前で教えてください」

「いいのですか？」

「はい」

『……』

　三人の沈黙。

　その顔は、自分達の結果を聞く前のように緊張していた。

　突き詰めれば他人事ではあるが、アベリアが彼らのパーティメンバーであり、本当の意味で仲間の一人となっている証あかしだ。

「アベリア。若様から見た貴女は……特筆すべき能力もなく、個人の能力も既に頭打ちに近い状態。現状のみで判断すれば総合的には優秀だが、将来的には他の生徒に追いつかれ、追い抜かれていくだけの典型的な早熟タイプ」

「──っ」

　あまりに厳しい評価に、アベリアの表情が強こわ張ばる。

「経験を積む事で今後も広く活かつ躍やくしうる人材には間違いないが……クズノハ商会では必要ない」

「!!」

「以上です」

　そんな、嘘、と周囲から言葉が漏れる。

　当のアベリアも、はっきり必要ないと言われた事にショックを隠せないらしく、大きく見開いた目にうっすらと涙を浮かべている。
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　気丈な彼女には珍しい、本当に珍しい反応だ。

「……っ」

　識から目め配くばせされたジンが、その意図に気付いてシフとユーノを部屋から連れ出す。

　静かに、扉が閉まった。

　識と二人きりになり、アベリアは口を開いた。

「やっぱり、先生にはバレちゃってたんですね。私が大した事ないって」

「……」

　アベリアが早熟なのも、今後大きく化ける可能性が低いというのも、真が看かん破ぱしたわけではない。

　それを為なしたのは識だ。

　そして、彼女に痛つう烈れつな評価を下し、商会に必要ないと断じたのも彼だ。真ではない。

　しかし識は、それらを真の言葉としてアベリアに伝えた。

　普段の彼なら絶対にしない行為だ。

「分かっていました。他の子に比べて、私には〝私だけの何か〟がない。かといって、なんでもできる万能タイプでもない。だから指揮能力を磨いてみたり、知識面で役に立とうとしたり。工夫はしてみたんですけどね……」

「ええ、努力していましたね」

「識さん。私も商人ギルドの資格を取れば、まだ目はありますか？　何か、これができればクズノハ商会に入れるってもの、ありませんか!?　たとえば……」

「……シフとユーノみたいに、ですか」

「シフには魔術の合成に凄い才能があるし、ユーノはあの変なスーツに適性があります。でも、あの二人と同じくらいまでなら私だって、これからもっと努力して──」

「分かっているでしょう、アベリア。あの二人はレンブラント氏の娘です。若様はあの二人が貴女以下の実力しかなくても雇用しますよ」

（きちんと気にかけた上で、ね）

　識はこの時、アベリアを諭さとすと同時に内心でこの件の本質について微かすかに触れた。

「それってコネってやつですよね」

「そうです」

「ずるいですよ」

「そうですね」

　何かを必死に堪こらえるように畳たたみ掛けるアベリアに、識は表向き淡々と応える。

「……っ、なんで、私は。私だけ」

「いいですよ、泣いても。アベリアは頑張りすぎます。上を見て努力できるのはあなたの才能の一つですが、それだけでは堪えられない時もあります。泣く事を、折れる事を学びなさい。貴女はそれを知らずに頑張りすぎていますよ」

　想いを寄せる識の言葉で箍たがが外れたアベリアは、とうとう大声で泣きはじめた。

　涙と共に己の負の感情を吐と露ろするアベリアを、識はただ黙だまって迎え入れ、抱き寄せた。

　ライドウを馬鹿呼ばわりしても咎とがめもせず、自分が責められても怒りもせず。

　それが彼女の本心ではあるが、全てではない事も分かっているからだった。

　尊敬していても、マイナスの感情を併あわせて抱いだいてしまう相手はいる。

　後者だけが噴き出したからといって、尊敬が消えるというものではないのだから。

　泣いて泣いて泣きまくったアベリアが識に体を預けたまま静かになった頃、識は静かに口を開いた。

「アベリア、聞いてください」

「……」

　返事はない。ただ、体がビクリと震えた。

　しかし彼は構わず続ける。

「正直に言って、私も若様の判断に同感です」

「……っ」

　真としては単にアベリアへの興味が薄いだけで、もし彼女が懇こん願がんすれば雇やとっても構わないと言うだろう。彼にはそういうところがある。

　しかし雇ったからといってアベリアを気にかけたりはしない。その他大勢と同様に仕事を割り振るだけだ。もし今の真のままなら、いつかアベリアが危険な仕事で死んだとしても、その時彼女をきちんと覚えているかすら怪しい。ただ身内に充分な補償をしておしまい。識には、それが余りにも辛つらい事に思えてならなかった。

　だから識は、アベリアに対して自分の言葉を真の言葉に置き換えて伝えた。

「貴女は弱いです。クズノハ商会には過か酷こくな仕事も多くあり、ジンや貴女はいつか間違いなくそこに放りこまれるでしょう」

「……」

「そこで、貴女は死にます。間違いなく。何年後とまでは断言できませんが」

「っ！」

「貴女にはもう化ける余地が少ない。残念ながらこれは事実です。けれど上を見続けるならそれでも化けるしかありません。信じ難い事実ではありますが、若様、クズノハ商会のトップは〝それでも化けた〟存在。だからこそ、逃げ道などありません。死か覚かく醒せいか。恐ろしく分ぶが悪い賭かけと言えます」

「……クズノハ商会には、安全な職場もあるって聞きました」

「ありますよ。ただ、そこにはジンも若様も……私もいませんが」

「!!」

「だから、アベリア。貴女は危険な仕事であっても〝こちら〟に来るでしょう。そして命を落とす。……それが目に見えているから、私も若様に賛成しました。ここに来なくても、貴女にとって良い職場はいくらでもあります」

「条件が良い職場なんて、どうでもいいです。私が働きたいのはここだけですから」

　そう言って、アベリアは識の体を掴つかむ。

　識も、彼女の気持ちに気付いている。

　そして安全な職場云うん々ぬんへの返答で、アベリアもそれを知らされた。

「グリトニア帝国から具体的に誘われていますね？　押しも押されもせぬ大国じゃないですか」

「寒い所も、女たらしの勇者も嫌いです」

「リミア王国からもそのうち打診が来ますよ？」

「本気で言っているんですか？　私はあそこの大貴族の子を殺した張本人ですよ？　ミスラもイズモもダエナも、リミア王国にだけは絶対に行きません。余程の馬鹿か、物事を天才的に良い方に解釈できる上に天運でも持っている奴なら話は別かもしれませんけど」

（もしくは、全ての妨害を無意識に無効化できるなら、でしょうね。若様のように）

　アベリアからは見えないが、余程の馬鹿──のくだりで己の主あるじを思い出し、識はその顔に苦笑を浮かべた。

「ローレルにも伝つ手てを用意できますが？」

「それはイズモにあげてください。あの子、自分だけで抱え込んでいますけど、家の事で結構悩んでいるから」

「考えておきましょう」

「識さん、私はクズノハ商会に入りたいです。それは、外にいる三人みたいな立派な理由じゃありません。多分一番ダメな理由です」

「……」

「でも、本気なんです。覚悟も想いの強さも誰にも負けませんから。なんでもします。本当になんでも……。だから」

　識は己の言葉を真の言葉に置き換えたが、これは下手へたをすればアベリアが真に敵意を持つかもしれないリスクを伴う。

　敵意を持つ人物が真に害をなせるかどうかは別として、彼に仕える身ならば決してやるべき事ではない。

　そうした理由は……識自身、彼を慕したうその生徒を憎からず感じているからだ。

　死なせるくらいならば遠ざけておこうと思えるほどに。

　アンデッドをこじらせたからか、同じ職場で自分が彼女を守ろうというほどには意識していないが、単なる教え子や、好きだと告白してくる数多あまたの女性に対する意識とは確実に異なる。

「なんでも、ですか」

　独り言のように呟つぶやく識。

「はい」

「たとえ、人を辞やめても？」

「え？」

　アベリアは顔を上げて、識の表情を窺い見る。

　悲しそうではあるが、真剣に決意を問うその表情を。

「……努力して努力して、これ以上ないくらい辛い思いをして。それでも及ばない分がもしあった時には、人を辞めてでも補えますか？」

　もう一度、同じ顔の識が口にした。

　彼の目を見たアベリアは直感する。

　これは、最後のチャンスだと。

　クズノハ商会にいかなければ、ずっと彼の傍にいなければ。

　識は自分の事など他の女達同様いずれ忘れてしまうと、彼女は感じていた。

　その有う象ぞう無む象ぞうの中から抜け出したい一心で、彼女はクズノハ商会に就職を望んだのだ。

　告白同然の言葉を吐いても、返事はなかった。

　それでも、これは想いを繋げる最後の機会だとアベリアは感じた。

「それで……貴方の傍にいられるのなら」

「……」

「私は──」

　アベリアの言葉を待たず、識が口を開いた。

「確か、ライムが部下を欲しがっていました。諜ちょう報ほうに関わる技や魔術、高い戦闘能力も必要ですから、誰を紹介するか困っていたのですが……」

「やります!!」

「紹介するまでの猶ゆう予よは、そうですね……貴女が卒業するまでです。言っておきますが、これまでのパーティ戦闘など遊びになりますよ？　学園で休きゅう憩けいして放課後に学ぶ、そんな生活になるかもしれません」

「構いません!!」

「成績も落とさず、バイトも続けて、正式な従業員としての訓練も受けてもらいます」

「当然です!!」

「分かりました。環境は整えましょう。若様に認めてもらえるように死力を尽くしなさい、アベリア」

　識は最後に優しくアベリアの名を呼び、根負けしたように微笑ほほえんだ。

（もとより、あの方はアベリアを雇う事に反対などされていない。ああは言ったものの、クズノハで雇うだけなら問題などないも同じだ。私はアベリアをどうしたいのか。最悪、人外にしてでも使うというなら、どこまで見せ、どこまで関わる？　いかんな、元はヒューマンであるせいか、巴殿や澪殿のようにできぬ時がある。冷れい酷こくである自覚があったはずだというのに……。アベリアは偶然会っただけの野の良ら猫の一匹にすぎん。時に他人をかき回すが、他愛ない存在。私はそれを手放し難く感じはじめているというのだろうか。未だ本性も見せておらぬ相手だぞ？　私は……）

　内心では疑問を抱きながらも。

　識はこの展開を望んでいた自分の感情に気付いて戸と惑まどうのだった。




◇◆◇◆◇




　真の従者の一人である澪が料理を勤いそしむ厨房に、ふらりと現れた人影があった。

「あら巴さん、どうしました？　お台所に来るなんて珍しい」

　同じく真の従者を務める巴だ。

「どうしました、じゃないわ。お前、なんぞ企たくらんでおるじゃろ？」

「企むだなんて。なんの事でしょう？」

「わざわざ人払いをして、お前に尋ねておるのだ。惚とぼけるな」

　今は夕食の仕込みの最中。

　普段ならもっと多くの人数でやっているはずの仕込み作業だが、今日は澪以外誰もいない。

　本当はもっといたのだが、巴が少しずつ仕事を与えるなどして退場させ、今は澪だけが残っている。

「そう言われましても、見当がつきませんもの」

「若のお供の事じゃよ」

　その言葉で、軽快に包丁を動かしていた澪の手が止まる。

　これまで巴に目を向けず、気配だけで相手を特定して話をしていた澪が、ゆっくり振り返った。

「リミア王国に私だけがお供をする件についてですか？」

「そうじゃ。お前がリミアへ行くのは駄目とは言わん。が、あそこには面倒な勇者が一人おる。何を考えておるかは知らんが、儂わしも行く」

　リミアの勇者、音おと無なし響ひびきは真と同郷の先輩でもある。

「お断りしますわ」

「なんの権利があってそう申すか。企みともども聞かせてほしいものじゃの」

「響など、恐るるに足りません。巴さんこそ、警戒しすぎじゃありません？」

「あの娘の戦闘能力だけを見るなら、お前の言う通りじゃ。じゃが、響の面倒なところはそこではない。あの直感と立ち回り、下手に若と関わらせるのは、ちと見過ごせぬよ」

「直感、というのが分かりませんわね。響が何かを知ったところで、それがどうだと言うんです？」

　澪は巴に反論してから、消え入るような声で独り言を続ける。

「……大体、本当に鋭いなら私が出向くまでもなかったはずですのに」

「奴が知るからではない。奴が若に教えるかもしれぬのが厄やっ介かいなのよ。可能性だけ見れば、ゼロとは言えぬ」

「巴さんはいつも放任のくせに、若様が何か貴女に都合の悪い事を知ろうとすると、途端に過保護になりますわね」

「お前、儂をそんな目で見ておるのか！」

　いつになく挑発的な物言いをする澪に対し、巴の語気が強まる。

「だって事実じゃありませんか。貴女、若様にお話ししてない事が沢山ありますわね？　私だってロッツガルドで生き返った雑魚ざこを殺した件、貴女に口止めされています」

「……知るに早い事、知らずとも良い事など、この世にはいくらでもあろう」

「この間知ったのですけど、若様が慕っている商人のレンブラント。あれだって若い時には随分非道な男だったようじゃありません？　記憶を読む貴女が知らないはずないのに、若様には何も教えて差し上げていない」

「お教えして……どうなる？　若が苦しまれるだけではないか。ならば受け止められるほどに成長された時にお知らせする。その程度で良いとは思えぬか」

「私、巴さんのそういう〝見守るのが一番〟って考え方には同意しかねます」

「では、どうしろと言いたいのじゃ」

「それを……リミアで見せますわ。でも、そこに貴女がいては面倒なのです。少し、休んでいてください。他にお仕事なんていくらでもあるんですから」

「レンブラントの娘に、若にお渡ししたのと同型の武具を渡したのも、お前の考え方の一つと見てよいのか？　あれは若を随分と悩ませておったぞ？」

「そうです。お叱しかりはもう受けましたし、許しても頂きました。これまで……私は巴さんのやる事にはほとんど口を出してきませんでした。巴さんは私がやる事に口を挟むんですの？　私だと若様を傷つけると、そう思っているんですか？」

　澪の目が危あやうい光を放つ。

　痛いところを突かれたと思いながらも、巴は冷静に応じる。

「違う。お前の若への思し慕ぼも忠義も知っておる。傷つけようなど毛ほどにも思っていまい。儂が案じているのは、お前の暴走じゃ。お前は若を想うあまりに若以外を軽く見すぎる。若がその他大勢を気にかける限り、儂らもまたその意に沿うべきじゃ。それは、お前にも分かろう？」

「ええ」

「じゃから、儂も同行してお前のフォローをすると言っておる」

「だから、やるんです」

　言葉が噛かみ合っていない。

「なんじゃと？」

「気にかけておられるのは若様の方なんです。なのに、既に勝負はついた事にも気付かない馬鹿どもが、なんで若様のお心を次々に悩ませなければいけないんでしょう」

「……」

「だから少しだけ、若様がどういう方か、響を含めた馬鹿どもに気付かせてあげるのですよ。ただそれだけ」

　その言葉を聞き、巴はもはや澪の説得は不可能だと諦あきらめた。

　確かに、これまで澪も識も自分の言い分には概おおむね従ってくれていた──巴はそう思い返しながら、静かに問いかける。

「……巫女みこの能力を知った上での事なんじゃな？」

　響のパーティに同行する巫女チヤは、魔術とは違う力で内なる何かを見透かす能力を持つという。巴と識は、ライムからの報告で明らかになったその力の対策を考えていたところだった。

「もちろん。存じてますわ」

「その上で、お前一人が若にご一緒すると言い張るんじゃな？」

「今回は譲ゆずれません」

　澪は冗談などという気配さえ感じさせず、包丁の刃先を巴に向ける。

「……分かった」

　刀に手をかけるでもなく、巴は両手を上げて降参の意を示した。
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「意外と素直ですわね。もう少しゴネるかと思ってましたのに」

「いつもより仕込みに入る時間が早かったのは、〝そうなる〟のも見越しての事じゃったか」

「ええ、一戦交えても若様のお食事の時間はずらしたくありませんもの」

　再び厨房に包丁がまな板を打つ音が響きはじめる。

「お前が若を傷つけたり苦しめたりするのを望まんのは分かっておる。じゃがな、それは儂も、多分、識も同じじゃ。誰もあの方が崩れ、壊れるところを見たいなどと思ってはおらん」

「ええ。そんな者は許しませんしね」

「今回は譲れんとお前は言ったが、儂もそれを使わせてもらうぞ、澪」

「……え？」

「せめてライムを連れて行け。あれはあれで役に立つ。お前の邪魔はできんし、向こうでの小間使いに丁ちょう度ど良いじゃろ」

「でも」

　不満を漏らす澪を正面から見み据すえ、巴は首を小さく横に振る。

「こればかりは譲れん、じゃよ、澪。若も男が一人おった方が気楽に旅を楽しめよう。お前の望み通り、儂も識も行かん。ライムだけじゃ」

「若様が……」

「頼む」

「……分かりました。ライムが一緒に来るのは認めますわ。でも、巴さんと識は〝後ろからこっそり〟も駄目ですからね」

「流石にそんな事はせんよ。それに、向こうが何をしてくるか分からん。リミアにいる間は若にも亜空との行き来は極力避けてもらうようにお願いしてある。完全にお前が好き勝手にやれるわい」

「信用しますわ」

「応おう」

「……若様が倒れられるほどのご無理をしてまで世界の事を気にする必要なんてないんです。あっちにもこっちにも文句を言われながら街を守ってやる必要だって。どいつもこいつも、鈍にぶいにもほどがあります」

「……やりすぎるなよ、澪」

　リミアに向かう前、巴と澪の間にこんなやり取りがあったのを真は知らない。

　巴は響を──というか、響と真が長い時間を共に過ごす事で生まれるかもしれないイレギュラーを恐れ。

　澪は真を取り巻く世界に憤いきどおり。

　そして識は真が思っているよりも学生に入れ込んでいた。

　従者の思惑に気付かぬまま。

　真は澪とライムを供にしてリミア王国へ向かう。













２




　クズノハ商会の代表がリミア王国を訪おとずれる。

　これは、かの大国にとっては小さなニュースだ。

　他国に本拠を置く商会がわざわざリミアに挨拶に来るのは多少珍しい事ではあるが、多くの騎士や貴族にとっては気にするに値しない出来事──のはずだった。彼らは単なる商人のご機嫌取りだと受け取ったし、当の商会代表も実はそんな気持ちでいた。

　リミアの商人達はロッツガルドの商人ギルドから事前にクズノハ商会の意向を聞きだしており、貴族以上に無関心な者が多かった。

　当面、クズノハ商会にリミア進出の意図はなく、今回のリミア訪問はあくまでリミア王家から望まれたもの。クズノハ商会側でも大きな商談は用意していない、と。

　動きといえば、ごく一部の情報に敏感な者が、この滞在中にクズノハ商会との繋がりを作れないものかと考えているくらいだ。

　目まぐるしく変わる情報の最前線において、クズノハと名のついたいくつかの商品の価値は、徐々にリミアでも広まりつつあったからである。

　しかし、ごく少数の者にとっては、今回の件は非常に大きな意味を持つ。

　リミア側ではヨシュア王子と勇者響、そして、ロッツガルドの変異体事件で次男のイルムガンドを失った、貴族のホープレイズ家。更にリミア王もクズノハ商会と代表のライドウにはそれなりの興味を抱いていた。

　クズノハ商会の方では、ライドウの従者である澪が、胸にある想いを秘めてこの訪問に臨のぞんでいる。

　それぞれに思惑のある彼らにとって、この対面が単なる挨拶で済むはずがないのは明白である。

　そして、ライドウ、澪、ライムの三人がリミアに発たつ朝が訪れた。

　天気は快晴。

　学園の管理する転移陣の前に、ライドウらを見送るクズノハ商会の面々が集まっていた。

　リミアの国境までは転移での移動が用意されていて、そこからは馬車の旅になる。

「若。くれぐれもお気をつけて」

　ちらりと澪を一いち瞥べつしてから、巴はライドウに一礼した。

「うん。なんとか頑張るよ。亜空には顔を出せないから、そっちの事は任せる」

「は、確かに承うけたまわりました」

「若様、学園の雑事は私がやっておきますから、学生の選定はよろしくお願いいたします。念話はいつでも反応できるように待機しておりますので、相談事があれば遠えん慮りょなさらずに」

「ありがとう、識。もしかしたら何度か頼るかも」

　主に頷きながらも、識は何か付け加えたい事がありそうな様子を見せたが、結局それ以上は口にしなかった。

　識の微妙な躊ちゅう躇ちょには気付かず、ライドウは森もり鬼おにのアクアとエリスに目を向ける。

「アクアとエリスも頼りにしてるよ」

「お店は私どもにお任せください」

「客きゃく転ころがしもばっちり慣れた。スキル〝魔ま性しょうの店員〟を獲得したから、泥船に乗った気分でお出かけあそばせ」

　生き真ま面じ目めに応じるアクアと、不思議発言のエリス。いつもの調子である。

「なお、お土産みやげがバナナになると泥船が大船にな──」

「じゃあ、行ってきます」

　エリスの発言を遮って──というか、彼女の発言に取り合わず、ライドウは澪とライムを従えて転移陣のある建物に入っていった。

「スルーとは……なんという上級スキル。まさか若が習得しているとは思わなかった」

「リミアにバナナはないでしょう、エリス？」

「……それに比べて、なんという予想通りの突っ込み。アクアはレベルが低い。〝なんでやねん〟から出直す必要がある」

　森鬼二人がお馴な染じみの口くち喧げん嘩かを始めるが、この場に止める者はいない。

「識、何やら思うところがありそうな顔をしとるのう」

　ライドウの背を見送った巴は、隣に立つ識の肩を軽く叩く。

「……いえ」

「若も澪もおらんし、ちとお前に聞きたい事がある。顔を貸せ」

　アクアとエリスに開店に間に合うように戻れと伝えると、巴は識を連れて場所を移動する。




　二人がやって来たのは、学園の使われていない区画の一つ。

　静かで人の気配もない、廃はい墟きょと化しつつある場所だ。

「ここならよかろう。ここ数日、どうにもお前らしくない様子が続いておるようじゃな、識？　先ほどの見送りの時も、若に何か言いたげであったぞ」

「……そう、でしょうか。確かに忙しくはあるものの、いつも通りだと思っておりますが」

「自覚もありそうじゃがな？　それに、若が澪を連れてリミアに行く事にもあまりに簡単に賛成に回っておるし」

「あれは、その、澪殿に色々と諭されまして……」

「物理的にか？」

「……いえ、あ、ご、ご想像にお任せしますが」

「儂としてはな。澪とちとやりあったのもあって、お前の考えが少し気になっておる」

「私の考え？　それに、澪殿とやりあうとは……？」

　識が巴の言葉に疑問を返す。

　そもそも彼は、巴と澪が摩擦を起こしたという事も初耳だった。

「若をどう思っておるか──いや、違うか。若にどうなっていってほしいのか、じゃな」

「若様に……」

「お前の様子がおかしいのも、案外それに起因しているのではないかの？　どうも、ロッツガルドの生徒に入れ込みすぎておるようじゃからな、お前は」

「!!　そんな事は、ありませんよ」

　識は明らかに動揺しており、その態度はほとんど肯定していると言ってもよかった。

「特に、お前がアベリアとかいう娘に対してやった事は、理由次第ではあまり笑えんのじゃが？」

「何故それを！」

「偶然見かけたあの娘が、頭の中を桃色一色にして垂たれ流しておった。実に幸せそうで結構じゃが、内容が看かん過かできんものじゃったからな。まさか、お前が出てくるとは思わんかったが」

「……」

「思えば、儂ら三人に共通する若への望みというのは、ほとんど無いのかもしれぬ。女神と協力してこの世界をヒューマンの楽園にしてほしい──でないのは確かじゃが。若に対して反意はなくても、儂ら同士では時に反発する事もあって当然かもしれん」

「馬鹿な。我々は支配の契約に基づいた若様の従者。主人に逆らう行為など、できようはずが──」

「お前が自分の言葉を若の言葉としてあの娘に伝えたのも、取りようによっては若への裏切りじゃ。絶対などないし、若に逆らわず、だが儂ら同士は反発するというのは十分にありえる事じゃろ？　それが巡り巡って若への危害に繋がらんとも限らんよ」

「！　私は！　若様に逆らったりなど！　あれは、あの娘と若様を思っての事で」

「じゃが、あの言いようでは、アベリアは確実に若に悪い印象を持ったのではないか？」

　確かに識は、アベリアへの酷こく評ひょうをライドウの言葉として彼女に伝え、彼自身はアベリアを宥なだめる立場を取った。

　それは主への背信行為と言えなくもない。

「巴殿、それは違います。私は既にあの娘に対して十分な評価を与えてしまっていました。言ってみれば、自信を与えるのが私の役目だった。だから、あの時だけ私が悪者になるというのは、若様が講義の方針を決めた時のお言葉に背そむく事になります」

「だが、あれはそもそも若の言葉ではないだろう？　偽いつわりを語った事実は、変わらぬぞ？」

「若様がアベリアに対して言った評価は、あの時のアベリアにはあまりにも残酷すぎました。偽ったのは事実ですが、教えを受ける者にとっては、酷評以上に辛いものがあるのです。それで私は、私自身が彼女の欠点を分析した時の結論を若様の言葉として彼女に伝える事にしました」

「……若はあの娘をどう評した」

「普通、だそうです。私から大分深く聞き出してようやく、動ける博士、だとか、よく喋ってるよね、とか。とにかく、興味も印象もあまりなかったんだそうです」

「……」

「あの方は、他の生徒についてもいくつかの特性を記号のようにあてはめて把は握あくはされていますが、根本的には学生に対して〝技術を伝授する相手〟以上の興味や感情を抱かれません。最初は〝線引きはしないと〟と言っておられましたが……。若様は彼らと年齢も近く、じきにそれも曖昧になるだろうと私は考えていました。しかし、そんな事には全くならなかった」

　識は、学生の評価や、就職について真と話をした時から彼の中である程度形になっていた想いを語り出した。

「かといって、若様と弓の師のような師し弟てい関係になるわけでもなく、ただ職務としての講師の立場を貫つらぬいています。本物の師弟には至れずとも、私は若様とジン、アベリア達がいずれは友人のような関係くらいにはなってくれるのではと思って……いや、いつからかそれを望んでいました」

「師弟関係、か」

「分かりますか、巴殿。講師を慕い、教えを真しん摯しに請こう者にとって、何が一番辛いか。それは、酷評などではないのですよ。……無関心。興味をもたれず、講師から同じ顔のその他大勢の一人として一ひと括くくりに処理される。これに尽きます。少なくとも私はそう思っています」

「それは、リッチとなる前はヒューマンで、研究の道にいたお前だから分かる事か？　ちと入れ込みすぎのように思えるがのう」

「分かりません。しかし、再び人の身を得て学まなび舎やに長くいたせいで、私が生徒に愛着を感じてしまっているのは……仰る通り事実です」

　識の答えを聞き、巴は大きく息を吐いて肩を竦すくめる。

「やれやれ、誤算じゃったのう……。これではあべこべではないか」

「……巴殿？」

「で、お前はこれまで悪者をやってきた若にとって〝らしい〟やり方で酷評してみせ、若がアベリアに関心を持ち、きちんと実力を分析していると、あの娘にそう思わせたかったと」

「……はい」

　識は巴が口にした〝あべこべ〟という言葉が気になってはいたが、ひとまず彼女の言葉を肯定し、頷いた。

「一方で、あの娘がウチに入ればまず死ぬだろうという見込みがあり、お前の心の奥底にはそれを回避してやりたいという気持ちがある、と」

「いえ、それは違います」

「違わんよ。困った男じゃな、それには気付いてないとは」

「？」

「そもそもな、若はアベリアに興味なぞないんじゃから、あの娘が働きたいならお前の傍でもどこでも雇って置いてやれば、それで終しまいじゃろう、この件は？」

「しかし……それではアベリアが無駄に死ぬだけの結果に。……若様はおそらく、彼女のために特別に手立てを考えたりは……なさいません」

「じゃろうな。じゃが、無駄に死んで何が悪い？　たかが身の程知らずの女が一人死ぬだけじゃろ？」

「な……」

「──と、ロッツガルドに来た時のお前なら答えられた。そこが儂の誤算じゃよ。まったく……。今、お前が儂の言葉に反感を持ったのは、お前が奴らの命を大切に思っておるからじゃろうが。学生全員か、それともその娘だけかは知らぬが」

「……っ!?　私が、そこまであの子達を……」

　驚きょう愕がくに目を見開きながら、識は呻うめくように──随分と弱々しい声で呟いた。

「やれやれ、ウチの男はどいつもこいつも、肝かん心じんなところでは揃って間抜けじゃな。総じて鈍感な若の方が一貫しとる分、マシに思えるわ」

　巴は心底呆あきれたとばかりに首を振り、絶句する識に続ける。

「全て図星とは恐れ入る。となれば、先ほどは学生の事をあっさりお前に丸投げした恨うらみ言でも言いたかったか？」

「若様に恨み言など！　ですが、確かに……ジン達に一言くらいはないかと思ってはいました。あの子達はまっすぐ若様と私の講義についてきます。となれば、こちらもまた誠意を──」

　識の言葉は、ずいと近付いてきた巴に阻はばまれる。

「識よ」

「──っ、なんでしょうか」

「さっき、儂があべこべと言うたのを覚えておるか」

「は、はい」

「儂はな。若が今のお前のようになった時、行きすぎぬようにフォローしてもらいたいと思い、お前のロッツガルドへの同行に賛成した」

「若様が、私のように……」

「そうじゃ。お前なら、万が一にもそうはならぬと、踏んでおったからじゃ。見事に外してくれたがな」

　顔と顔が触れそうな距離で、巴が小さく掠かすれる声で識に話しかける。その声は、静かな迫力を纏まとっていた。

「だから、あべこべ、ですか。私が入れ込み、若様が変わらぬままだったから」

「そうじゃ」

「しかし、何故私ならと」

「……それはボケすぎというものじゃな、識。お前が若の従者になる前、何をしてきたのか覚えておらんわけではあるまい？　人の身を得ても、過去は消えぬぞ？　思い出せんか？　リッチのお前が、世界中で誰に何をやってきたのか」

「っ!!」

「ヒューマンに、亜人に、獣けものに。我欲の研究のためにどれだけの命を奪った？　結局、願った成果も実みのらぬまま終わった犠ぎ牲せい者は、どれだけおる？」

　巴の言う通りだった。

　そして、その時の知識こそ、識がアベリアにほのめかした最終手段にも通じている。

　真には〝データが足りない〟などと言ったが、識にはそれなりにヒューマンを弄いじった経験がある。もし本当に力が足りずアベリアが目標に至らなかったなら、識はその知識で彼女を──あくまで安全に──強化する気でいた。

　その知識の礎いしずえになった部分を忘れたとあっては、ボケたと言われても仕方がない。

「う……」

「過去、お前はロッツガルド学園に似た学び舎のような場所におり、そこに素す直なおで呑み込みも良い生徒がいたのかどうかは分からん。今の状況が呼び水となって、お前の大昔の何かが表に出てきたのかもしれんが、間あいだを忘れて、無かった事にするのは無理というものじゃよ」

「それは、忘れてなどおりませんが……」

「なら、全てを言わずとも、儂がどうしてお前にその役目を期待したかは分かるじゃろう？　その手は何色じゃ？　よしよしと教え子の頭を撫なでてやれる手かの？」

　目を落とし、無言で両の手を見る識。

　巴が何を言わんとしているかは十分に分かっていた。

「……ふむ。まあ、ここで澪なら〝綺き麗れいですけど何か？〟と無む邪じゃ気きに聞いてくるが、お前ではそうもいくまい」

　巴は一つ息を吐くと、距離を取る。

　責めるような雰囲気を消し、澪を引き合いに出して識の緊張を解とかせた。

「確かに……少し浮かれていたのは事実です。愛着を感じるなどという以上に、私は学生に入れ込んでいるようです」

「これから聞こうと思っておったお前の若への望みも大体読めた。お前は、若の〝ヒューマン差別〟を解消したいと考えておるんじゃな」

「……はい。巴殿もそれにお気づきでしたか」

　識は巴の言葉を肯定する。

　差別……あまり真には似つかわしくない言葉だ。

「まあ、な。若は亜人を差別しないと公言しとるし、その言葉は有言実行なんじゃが、反対にほぼ全てのヒューマンを差別しとるからな。直接の原因は以前亜空で暴れた馬鹿じゃろう。事実、それより前から付き合いのあるレンブラントなどには頼ったりもしておるしのう」

「はい。ヒューマンに対しては常に心を開かず、明確な線を引き、その上で言動を観察している様子です。ロッツガルドでも、〝ヒューマンだから〟事態を傍ぼう観かんしている場面は何度かありました。そこが魔将のロナにとってはプラスの評価になっていた部分でもあります」

「無意識にやっとる事じゃから厄介じゃな。確かにそこに関しては儂も多少マシになってくれるとありがたいとは思う」

「やはり、無意識ですか。普段差別という言葉自体に否定的ですからね、若様は」

「そういう教育を受けてこられたんじゃよ。肌の色をはじめ、自分と違う特徴を持っている者、または自分と同じ特質が欠けている者に対し、それだけで見る目を変えるのは悪い事だとな」

「……優しい教えですね」

「うむ。じゃが、ヒューマンへの若の事情は難しい。女神の件もあるし、そもそもこの世界においてヒューマンは、能力も立場も恵まれておる。他の亜人の視点に立てば、ヒューマンは多少痛い目を見ても構わない、という意見も少なからずあるからのう。今の若に普通に説といても、上うわ辺べでしか分かってもらえぬじゃろうな。ヒューマンとて、中にはまともな者もおるし、亜人とて皆が素そ朴ぼくで純真なわけではないのじゃが」

「確かに、ヒューマン差別など、この世界では聞いた事のない言葉ですからね」

「その点では、不安もあるが、響に多少の期待をしておる。同じ日本人じゃし、あの娘なら若の意思を上手く変化させてくれる可能性があるからの。……まあ、確実に余計な真似まねもするじゃろうから、澪に──いや、ライムに上手く防波堤をやってもらう必要もあるんじゃが……」

「私から見ても賭けに近い劇げき薬やくですよ、あの娘は」

「博打ばくちは承知の上。じゃが儂も、自分のやってきた事が若にとって本当に良かったのか、悪かったのか……正直、悩んでおる」

「……私などと違って、巴殿は少なくとも若様のために動いてこられました。私の見ている限り、肉親のようにあの方を見守っておられます」

　識は本心からその言葉を口にした。

　巴は真に、愛する男に尽くすのとは違った形の愛情を向けている──識はそう思っていたからだ。

　歳の離れた兄や姉のような親愛。

　その巴が悩んでいると口にした事が、識を驚かせていた。

「しかし、若はこの世界に来てから確実に、これまで平和に過ごされていたあの方とは違う方向に進みだしている。環境が違うと言ってしまえばそれまでかもしれん。だが、もっと良い方法があったのではないか、儂のしてきた事は実は若の目を塞ふさいでいただけではないかと、不安で仕方なくなる時もある」

「ここは、力ある者が誰も殺さず傷つけず、問題を起こさずに生きていける世界ではありません。若様が新しい世界と常識に触れて変わるのは、どのみち不可避だったのでは？　当然、誰の責任でもないかと」

「若は頑張っておられる。大きな世界は見上げるだけのものと思っていた方なのに、無理やり押し上げられたその舞台で、なんとか安住の地を求めようとしておられる。元々大たい海かいの如ごとき世界を泳ぎきる力とセンスを持つ器うつわではないのに、だ」

「……」

「識よ、儂は若に心安らかに、そして命の限り儂らとの繋がりを捨てずにいてもらいたい。たとえいつかその時が来ても、見捨てられたくないのだ」

「その時？」

「じゃが、澪は違う。あやつは若の決断ならあらゆる選択を受け入れる。あやつだけは、儂ともお前とも根本的に違う。若の従者という意味で誰とも同じ立場であり、その望みという面で誰とも違う立場におる」

「巴殿……」

「魔族の国で若は〝創造〟を果たされた。確実に一歩、若は女神と対たい峙じし、そしてその先を決断される時に近付いた」

「それは、別れの時になるかもしれない時ですか」

「ああ。勇者に比べ、明らかに若は元の世界への執しゅう着ちゃくが強い。可能性はあるんじゃ。亜空でも若はあまり支配者としての強権を用いようとせん。この世界にも亜空にも執着などないのだろうかと、考えはじめるとキリがない。日本と儂らと、どちらが若にとって──」

「ならば探しましょう」

　今度は識が、巴の言葉を遮る。

「探す？　聞くではなく、か？」

「そうです。若様の望みは聞くまでもなく簡単に分かりますし」

「何？」

「難しく考えすぎなのですよ、巴殿は。若様なら確実に、亜空と行き来できて、なおかつ我々とも今まで通りのまま元の世界に帰りたいと言うでしょうから」

「……お前、阿あ呆ほうか？　その手段が見つからぬから、若の究極の選択がどうなるか不安と戦いながら考えておるのに」

「もっと力を入れて、ですよ。ルト殿とか亜空に元からいる存在とか。それに異世界の神からもたらされる恵みもまだ残っているじゃありませんか。この際、世界転移の一件については恥も外がい聞ぶんも捨てて、あらゆる勢力から情報を集めればよいではありませんか」

「なりふり構わず、か」

「ええ。幸い、クズノハ商会には薬売りが沢山いますし、レンブラント商会による鮮度の高い情報も、それから魔族からの知識も期待できます。諦めるには早いかと」

「……ふむ。考えてみれば、自在に世界間を転移する方法を探すとなると、女神をどうにかするよりもずっと大きな困難とも言える。若の望みなど簡単に分かる、か。確かにお前の言う通りじゃな」

「それに女神側の情報も、多少古いものであれば手に入ります」

　そう言って悪い笑みを浮かべた識に、巴が興味を示す。

「ほう？」

「少し前に、向こうに通じた牛と鳥と面識を持ちまして。それに、所在がローレルとはっきり分かっているのも一匹いますからねえ、ククク」

「……なるほどのう。若のおらぬ間もやる事は山積みか。ふふふ」

　廃墟で人知れず交わされた悪わる巧だくみ。

　巴は久々に晴れやかに笑った。

「ところで、澪殿はあの巫女への対抗策をどう考えているんでしょうね。我々でも決定的なやり方は見つけられなかったのに」

「さてな。あやつの事じゃから、何か奇き天て烈れつな手でもあるんじゃろうよ。普段は使わぬ頭を活用しておったようじゃからな」
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　ライム＝ラテは頭を抱えていた。

　彼は今、クズノハ商会代表ライドウこと真の供としてリミア王国の王都を訪れている。

　彼を悩ませているのは、昨日宿泊したホープレイズ領での居心地の悪さではない。

　あれは酷かった。

　いくら息子であるイルムガンド殺害に間接的に関わった商会とはいえ、ホープレイズ家はクズノハ商会を明らかに冷れい遇ぐうしてきたのである。

　王から直じき々じきに当地でのエスコートを命じられたであろうにだ。

　まるで公式にクズノハ商会代表を秘密裏に暗殺してもいいと許可を得たかのような、敵意をほとんど隠そうともしないふてぶてしい態度の領主親族も頭痛の種だった。

　澪がいつ実力行使を決意してしまうか心配で、ライムは生きた心地がしなかった。

　その夜、見事に予想通り宿泊先に忍び込んできた──間違いなく超一流の──暗殺者達の対処時に彼が澪よりも多めに活躍していたのは、多少八つ当たりの意図があったのかもしれない。

　ライムが考えるに、王都との距離的にホープレイズ領は宿泊するにはおかしい場所だ。おまけに領主は王都でクズノハ商会を出迎えるため不在とあっては、わざわざ宿泊する意味が分からない。

　暗殺許可云々についてライム達が色々と邪じゃ推すいするのも、リミアの大貴族というフィルターをかけてみれば無理からぬ事だったのかもしれない。

　住民からの視線も決して歓迎ムードとは言えず、主に感情を隠せない子供からはこちらを呪い殺すような目を向けられた。大人からもぞっとする目で笑いかけられたりもして、決して気の休まる宿泊地ではなかった。

　ライドウは〝まだ辛いんだろうね、領主の次男が学園であんな事になったんだから〟と言いながらも、自分がその件で今なお恨まれているとは思っていないらしく、まるでお構いなし。

　イルムガンドの件については、ロッツガルド学園のみならず王国とホープレイズ家も詳細に証拠や状況を調査し、結果的にクズノハ商会はお咎めなしと判断された。

　しかし人の感情はそれだけで収まるものではない。

　そんな因縁があるというのに、王国側から提案されたホープレイズ領での宿泊を快かい諾だくした己の主を、ライムはずば抜けた大物だと感じた。同時に、胃はキリキリと痛んだが。

　澪はと言えば、暗殺者については惨殺したものの、王国の仕打ちに腹を立てるでもなく何故かニコニコしている始末。その謎の機嫌の良さがまたライムの胃を苦しめた。

　並みの精神の主ならとっくに倒れているところだが、ライムも今や立派なクズノハ商会の一員。予想はしていた事だし、そのくらいなら酒の一杯も飲めば綺麗に流せてしまう。

　では、そんな彼がどうして今頭を抱えているのか。

　理由は簡単。それ以上の事件が起きてしまったからだ。

　一行を乗せた馬車は、未だ復興途中の王都に到着し、そのまま門をくぐって王都の通りを進んだ。

　ホープレイズ領と違い、住民達の視線も関心のある者と無い者に分かれ、前者からの視線はそれなりに好意的だった。

　ここまではいい。

　問題は、城の近くで馬車が止まった後。

　ライムは澪に何度も確認したのだ。

〝巫女の目〟への対策は万全ですか、と。

　そしてそれは旦だん那なにもしてあるんですね、と。

　自信満々に彼女は頷いた。

　それどころか〝私が完全に対策したから、若様は魔力体だけ隠いん蔽ぺいするいつもの状態で大丈夫ですわ〟とまで言ってのけたのだ。

　何故か微かな胸むな騒さわぎを覚えたが、それでも巴と双そう璧へきを成すクズノハ最強の一人が言う事だからと、ライムは己の不安を呑み込んだ。

　そして……。

　最初に馬車から降りたライムが出迎えの人数や面々を確認して一歩前に出る。

　次に、澪が優雅に馬車から降りた。

　化け粧しょうを施ほどこした和装の彼女は多くの人の目を引き、勇者響に似た──だがどこか異なるタイプの美び貌ぼうに、集まった一同から感かん嘆たんのどよめきとため息が漏れた。

　たった一人、巫女チヤを除いて。

　彼女だけは澪を、見み惚とれるでも再会を喜ぶでもなく、口元に手を当てて悲鳴を抑え、これ以上ないほど目を見開いて、ガタガタと小刻みに震えていた。
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　ライムは思った。

　やべえ、と。

　対策が失敗したのかと思って澪を見ると、彼女は嬉しそうにチヤの様子を見つめていた。

　──やばいっす、巴姐ねえさん。

　ライムは直感から即座にそう思った。

　一瞬、後に続くライドウを止めようかと迷ったが、そうもいかない。

　結局、最後にライドウが降り立った。

　唯一、出迎えの人達に緊張した様子で。

　三人で一番緊張していたのはライドウだっただろうと、ライムは確信している。

　どこか所在なげな彼を見つめて、チヤは怪訝そうな表情のまま数秒固まった。

　その後、全力で甲かん高だかい悲鳴を張り上げ、取り乱し……そして、失神した。

　悲鳴、さらに軽い何かが倒れる音が続く。

　ライドウはその事態に仰のけ反ぞって焦あせっている。

　周囲が騒然とする中、ライムは今頭を抱えていた。

　隣でさも嬉しそうに赤い唇くちびるを歪ませる澪の表情を見て、胃がキリキリと絞しぼられていく感覚まで加わる。

（なんの罰ゲームだ、こりゃ。まさかローレルの件か？　そりゃあねえっすよ姐さん……）

　これから始まるリミアでのハード確定の日々を思い、ライムは右手で額ひたいを押さえながら天を仰あおぐのだった。

　クズノハ商会ご一行、リミア王都にご到着。
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「……そうだった。グリトニアじゃあ皇帝とは会わなかったけど、リミアは王様とも既に会ってたし……十分考えられたよな」

　与えられた客室に戻った僕は、反省とともに思わずため息をこぼした。

　リミア王との謁えっ見けんに、有力貴族っぽい人達との話し合いと続き、錘おもりを載せたように頭が重い。

　長時間勉強して、ふと集中力が途切れた時みたいな感覚だ。

　当然、貴族との話し合いは覚悟していた。でも、グリトニアの時は皇おう女じょと勇者までしか会ってなかったから、ここでも王様には会わないだろうと、なんとなく思ってたんだよな。

　途中泊まったホープレイズ領じゃあ僕達に気を遣ってくれて、偉い人との顔合わせはほぼなかったし。後で当主から相応の挨拶があるでしょうから、って。おかげで凄く気楽に過ごせた。

　それがまさか、王都に着くなりロッツガルドで助けられた事への礼を……という流れで、謁見から始まるとは。

　個人的にはいきなりぶっ倒れた巫女さんのお見舞いに行きたいところだったけど、そちらは丁重にお断りされてしまった。

　澪とライムにできるだけ様子を掴んでもらうように頼んで任せるしかなかった。

　魔王に会った時の経験がある程度役に立って乗り切れたとはいえ、その後の貴族との話も人数が思ったより多くて、非常に疲れた。

　ヨシュア王子とそれなりの話をして、あとは響先輩と色々あるかな程度に考えていた僕としては、予想外もいいところだ。

　それに、ホープレイズ家。王都で実際会ったら、なんか嫌な感じだった。

　当たりは穏やかだし、他の貴族の意見をある程度まとめて伝えてくれたり、表面上は協力的な雰囲気だったんだけど……。

　時折まとわりつくような嫌な目を向けてきた。

　少なくとも僕はそう感じた。

　気のせいとは思えないし、似たような視線は彼とその近くに座っていた貴族からも結構向けられた。彼ら同士が互いに牽けん制せいする場面も何度かあったから、噂うわさ通り、リミアの貴族は政争に熱心なのかもしれない。

　領地での配慮から気遣いの人だと思ってたけど、あれは誰か別の人の裁量だったのかもなあ。

　とりあえず、今日の話題にはクズノハ商会の出店に関するようなものは一つも出なかった。

　この国の商人ギルドと貴族の間で既になんらかの取り決めが為されている可能性は十分ある──とはライムの助言だが、僕にもそれが正解に思えた。

「お疲れ様でした、若様」

「お疲れ様です、旦那」

　澪とライムは二人とも部屋にいて、僕を出迎えてくれた。

「ただいまー。……先輩はいなかったけど、王様以下貴族の皆さんとの話は凄く疲れたよ」

「若様がご心配されていた巫女ですが、過労で幻覚を見たのではないか、との事でしたわ」

「ええ、命に別状はなく、穏やかに眠っておりやした」

「幻覚を見るほど疲れてるんだ、あんな小さな娘なのに……。先輩もきっと心配しているよな」

　リミア王国勇者パーティって凄い出世街道な気がするけど、それほど激務なのか。

　先輩は魔族との戦いで前線にも立っているようだし、ここじゃ子供も当たり前に働いているから、それくらい当然なんだろうか？

「それから、使いの者が伝言を残していきました。ヨシュア王子が若様をお待ちです。急ぎはしないので、支度が整い次第、廊ろう下かにいる者に声を掛けてほしいとの事でした」

「分かった。……ところで、澪」

「なんですか？」

「巫女さんさあ、澪と僕を見てぶっ倒れた気がするんだけど。お前、何かしてないよな？」

「何もしておりませんわ。大体、出迎えが大勢いた中であの娘だけが、あのような事になったのですよ？　いくら私でも、わざわざ小さな女の子を的まとに術を使ったりしません」

「……だよねえ。ごめん」

「謝られる事はありませんわ。第一……」

「ん？」

「私も若様もライムも何もしていないのですから、案外原因は向こうにあるのかもしれませんわ。もしあの少女の方が私達に何かをしようとしてああなったのだとしたら、それは自じ業ごう自じ得とくというものでしょう。いずれにせよ、若様がお心を乱される必要は全く、一切ありません」

　澪は穏やかに笑っている。

　僕や巴といると結構感情的に振舞う彼女にしては珍しい。

　凄く余裕があって、なんというか落ち着いている。

　この旅はライムにばかり頼ると思っていたのに、澪が頼れる人に見えてきた。

　リミアではそれほど難しい話や決断を求められる事はないとは思うけど、いざとなったら二人頼れる人がいるのは嬉しい。

「あの子が何かを……かあ。巫女さんだし、特殊な霊感でもあるの？」

　何度か先輩たちと行動を共にしたライムに聞いてみる。

　彼は僕にも分かりやすいように言葉を選びながら答えてくれた。

「それなりに……その、人の本質を見たりするのに長たけているとは思いやす」

「本質……またなんかオカルトというか神秘的というか。視線からも魔力体を見ている感じでもなかったし、人には見えないものが見えるってやつか。うーん、実に巫女っぽい」

「……へい」

「後でお見舞いに行った時にでも聞いてみるか。ひとまずは、王子様を待たせるのは悪いから、すぐ行ってくるよ。あ、夕方までに戻ってくれれば、二人も別に留る守す番ばんしてなくてもいいからね」

「それでしたら、若様。私は響に会って来ますわ。巫女の見舞いの段取りについて詳しく話をして参ります」

「澪一人で？」

　先輩と澪……いくら城の中とはいえ、若干不安はある。

「では、ライムも連れて行きます。ローレルでは響らと一緒に行動したようですし。よろしいですか？　城下を見て回るのも良いですが、できれば先に外出許可を取ってからの方が角も立ちませんから、今日のところは城内での用事を優先した方が無難かと」

「……うん、お願い」

　なんだろう、凄く頼れる。

　澪が進化した？

　前触れとかなかったぞ。

　最近は眷けん属ぞくのアルケーも成長著いちじるしいし、澪自身もそうなんだろうか。

　澪の言う通り、外出の許可はまだ取っていない。

　まずいな。この二人なら城の人に気付かれずに動き回るなんて余裕だから大丈夫──なんて、ちょっと思っていた。

　順番的には先に外出許可もらっておくべきだったな。すっかり抜けてたよ。

「行ってらっしゃいませ」

「あ、行ってきます」

　一いち抹まつの不安が頭に残っていたものの、僕はヨシュア王子の所へ行くために部屋の外で番兵よろしく立っていた人に声をかけた。




◇◆◇◆◇




「さ、それじゃあ響に会いにいきましょうか、ライム」

「姐さん」

「……何かしら？」

　思い切って口を開いたライムに、澪は穏やかな笑みの中でうっすらと目を細めて応じた。

「チヤに、何をしました？　あいつに何を見せました？」

「何もしていないわ。何もね」

「巴の姐さんに巫女の目の事は報告しやした。旦那はご存知じゃないようでしたが、姐さんは知ってますよね？」

「ええ」

「ええ、って……っ！　まさか、わざと？」

「若様はあまり腹芸が得意な方ではありませんしね。それに……そもそも私の正体が知れたところで、あちらの若様への理解が深まるだけの事。なんの問題もないのですよ」

「しょ、正体……っすか。まさか、巴の姐さんみたいに上位竜なんていうわけじゃ……」

　ライムの顔を冷たい汗が次々に流れていく。

　あまり気持ちのいい汗ではないが、それも致し方ない事だ。

　ルトに絡んで直属の上司である巴の正体を明かされた時ですら、気絶しなかったのが上出来と自分を褒ほめたくらいなのだから。

「ふふふ……違いますけれど、似たようなものですわ。あと、あの娘に何が見えたのかは、これから響に聞けば分かります。私も何を見たのか知りませんしね」

「旦那は、一体何者っすか、ホント……」

　ライムは、チヤがライドウと澪の中に何を見たのか、気になりはじめていた。

　あの娘の抽象的な言葉で、彼らはどのように表現されるのだろう、と。

「あのお方は陽だまりの猫ですよ。悪意も敵意もなく、手前勝手な都合で無理に触れたり起こしたりしないのなら──ですけれどね」

「チヤの反応は、愛くるしい猫を見た時のものじゃなかったっすけどね、確実に」

「なら、愚おろかな思惑があったのでしょう。あぁ、どんな能力か知りませんけど、全てのヒューマンにあの能力があれば便利ですのに」

　それまでの穏やかさは消えうせ、澪の顔には凄みを感じさせる笑みが浮かぶ。

「じゃ、じゃあ、俺が響に連絡をつけます」

「不要です。位置は分かりますね？」

「え……はい。響の情報はこいつに入れてあるので、把握できやす」

　ライムはそう言って、腰に差した刀を示す。

　真から巴を通じて与えられたこの刀は、ライム専用にカスタマイズされていて、いくつかの能力がある。調べもせず響のいる場所が分かるのも、その力の一つだ。

　どうやら響は今、チヤの看病中のようだった。

　彼女達の居場所を聞き、澪は笑みを深める。

「これは好都合。では、飛びます。行きますよ」

「いきなりっすか!?　一応、響に念話でも飛ばしておいた方が」

「あら。以前鍛えてやって武器もくれてやって、更にはそれを直してやったのです。挙あげ句く、手柄までいくつも譲っている相手に、遠慮などいりませんわ」

「……そりゃ、そうかもしれないっすけど」

　澪が列挙したのは全て事実である。こうして並べると、結構な事をしてやっているんだな、とライムは感じた。

「響にはこの滞在の間に若様の事を勉強してもらわなければいけません。強制的に、ね」

「旦那の事を、勉強」

　その言葉からなんとなく不吉なものを感じるライム。

　彼の勘が危険を告げていた。

「そうね、まずはアレを届けに行くのに同行させようかしら」

　澪はちらりと部屋の隅に転がる布袋を見る。

「……詳しくは聞いてないっすけど、確か竜の卵……なんすよね？」

「ええ。瀑ばく布ふのリュカだそうです」

「はぁ。ばくふのりゅかっすか……」

　ライムは明らかに単語の意味が分かっていない様子でオウム返しに言う。

「たかだか〝竜殺し〟にやられる程度の平和ボケした竜ですが、精々役に立ってもらいましょう」

「……ばくふ、瀑布？　リュカ？　竜殺し？　は？　はあああ!?」

　ようやく澪の言葉が呑み込めたライムが大声を上げて色々な感情を吐き出している最中。

　澪はあっさり転移した。




「ふぅん、ここですか。巫女が寝ている部屋は」

　そこは医務室ではなく、個人の部屋だった。

　掃除は行き届いているが、使い込まれた様子はない。そこかしこに宗教的な道具があり、神職にある者の部屋だと容易に推測できる。

「誰!?」

　天てん蓋がいつきの豪ごう華かなベッドの脇にある椅子に掛けていた髪の長い女が誰すい何かする。

「私です、響。謁見の席にも同席しなかったようですね。若様が心配していましたよ、色々と」

「澪、さん。それにライムも。招待はしていませんし、ノックもありませんでしたけど、これは？」

「しばらく──ってほどの間も開いちゃいねえが。ま、ほどほどに元気そうで安心したぜ、響。急に来ちまって悪いな」

「悪いなって、ライム、貴方ねえ……」

　響は二人に非難の目を向けるが、澪はこれをピシャリとはね除のける。

「どれだけ貴女に貸しがあると思っているんですか。この程度、咎めず流しなさいな」

「ふぅ……それを言われると、弱いですね」

　大きなベッドの真ん中に小さな盛り上がりがある。

　横になっているのは巫女チヤだ。

「巫女は、まだ目覚めていないようですね。若様は彼女の事も心配しておられました。是非お見舞いがしたいそうですので、時間を作ってくださるかしら」

「深澄君が……。でも、それは」

「ご自分が何かしたのではないかと、それはお辛そうでした。何かしたのはそちらですのにねえ」

「──っ。そうですか、ライムから聞いたんですね」

　ライムは響の視線をまっすぐに受け止める。

　秘密にすると約束していない以上、責められる筋合いはないし、これまでの関係を考えれば貸しの方が大きい相手だ。後ろめたい事などないと、堂々とした態度だった。少なくとも表向きは。

「仕事なんでな」

「そうね。それを責められはしないわね」

「ええ。大体、響は私達が対策してくると思っていたのではなくて？」

「……はい。この子の目は既に知られているから、あまり期待はしていませんでした。その上で、駄目元でのお願いでした」

　響の目に僅わずかな後こう悔かいが浮かぶ。

「さて、何を見たのかしらねぇ、この娘は。聞くのが楽しみ。まだ目が覚めていなかったのが残念でなりません」

「対策は、しなかったんですか」

「ええ、何も。見られて困るものなどありませんもの。無料で占いをしてもらえるくらいにしか思っていませんでしたわ」

　さらりと言ってのける澪。

「豪ごう気きですね、相変わらず。もっと慎しん重ちょうに振舞うかと読んでいたのですが」

「ふふふふ、響は面白い事を言いますわね。あら──」

　響の表情が少しだけ曇っているのを見て、澪は不思議そうな顔をしてみせる。

「貴女は若様と私達をもっと知りたかったのでしょう？　なら、もっと嬉しそうになさいな。巫女のおかげで一つ貴重な情報が手に入ったじゃないですか」

「これまでチヤちゃんは色んな人を見ましたけど、あそこまで取り乱した事はありませんでした。貴重な情報かもしれませんが、私の見込みが甘かったせいで、辛い思いをさせた。流石に嬉しいばかりじゃありません」

「随分と器用な立ち回りをするようになったと思っていましたけど、相変わらず仲間に甘いですわね。温ぬるい事」

「こればかりは、ギリギリまで捨てちゃいけないモノだって思ってます。でも澪さん、温いと言いますけど、深澄君も澪さん達には大分甘いように見えましたよ？」

〝捨てられない〟とは言わなかったが、響は澪の言葉に反論して真の話を持ち出す。

　確かに真も、彼女と同等かそれ以上に身内に甘い。

「立場というものが違います。身の丈たけに合う行為なら、温いとは言いません。若様のは余裕ある施ほどこし、貴女のは無駄な背伸び」

「そこまで言いますか。根拠をお聞きしても？」

「それは、貴女自身で知りなさい」

「……え？」

「私もライムも邪魔をしません。丁度若様はリミアのなんとかという湖のある一帯に行きたがっていました。少し頼まれごとの用事があるとかで。せっかくです、響が案内してくれません？　そうね、若様と貴女は同胞なのだから積もる話もあるでしょう、二人きりで行きなさいな」

「っ!?」

「姐さん？」

「ライムは黙っていなさい。どうですか、響？　私としては貴女が一人で若様を案内してくれるというなら、これまでの貸しは全部無しで良いと思っているのですけれど？」

「……彼の行きたい場所にもよりますけど。私の方は時間を作れます。元々深澄君とは一度ゆっくり話す必要があると思っていましたから」

　響の肯定的な言葉に、ライムは眉まゆをひそめる。

（必要だと思っているのに、いきなり旦那と話をする場を設けなかったのは……先に貴族との話し合いをさせてこちらの情報収集と印象操作をするため、か。貴族の何人かは響から何かを頼まれていた可能性が高いし、居心地の好くない話し合いの後で響と会えば、旦那は響をより好意的に感じるはず。偶然とはいえ、看病は俺達への良い口実にもなったってわけだ。澪の姐さん、響は温くありませんぜ。〝ギリギリまで捨てちゃいけないモノ〟は、〝ギリギリなら捨てるモノ〟かもしれねえんですよ。姐さんが旦那と響を二人にするってなら……一応、状況の把握だけはしておくべきか。巴の姐さんも気にしていたしな）

「ここまでお膳ぜん立だてしてあげるのですから。若様が行きたい場所に行けるように、響がなんとかなさい。若様がどこに行こうとされようと、勇者である貴女が同行すると言えば容易たやすく周囲を認めさせられるでしょう？」

「彼はリミア王国が招待した客人ではありますが、その立場は一介の商人でしかありません。立ち入りできない場所もありますよ」

「……響。若様はそちらの王と王子を助けた礼でここに呼ばれているのですよ？　建前など、私はどうでもいいのです。ここまで整えてあげた上で何か条件を出すつもりなら──」

「響。悪い条件じゃねえだろ？」

　ライムが慌てて口を挟む。

　澪がその後言うであろう言葉がなんとなく予想できてしまったからだった。

　それはいくらなんでも不用意に口にしてはいけないと、彼は若干焦りを覚えながらも冷静に対応した。

「旦那はあんたに迷惑をかけるような方じゃねえし、知り合いならお前も分かってるんじゃねえのか？」

「……いいでしょう。今日は流石に無理ですから、明日か明後日か。深澄君の都合に合わせて、私が彼を案内します。良いんですね、私と深澄君だけで」

　澪に確認──というか、念押しをする響。

　響の印象だと、澪は真と他の女性が接近する事を嫌っているようだった。その割には、響にむしろ二人きりになる状況を提案している。裏があると疑わない方がおかしい状況だ。

「もちろんですわ。最近若様もお疲れですから、リラックスさせてあげてください。任せましたよ、響」

「分かりました。私にできる限りの事はします。……まだこの娘も休んでいますので、今日はもうこのくらいで」

「もちろん。用は済みました。戻りましょう、ライム」

「はい、姐さん」

　去り際、澪は再び響きを振り返って声をかける。

「……ああ、響。これは貸し借りなしの状態からのお願いですけど、巫女が見たもの、是非私にも教えてくださいね。とても興味がありますから」

「善処します。お約束はできませんけど」

　闇に溶けて消えた二人のいた場所を、響は深刻な顔でしばし見つめ続けた。

　何かが画策されている。

　そこまでは彼女にも分かっている。

　まだ誰にも話していないが、ライドウと名乗る真についても、彼女は一つの推測を得ており、彼らについての情報は響にとって喉のどから手が出るほど欲しいものであるのは否定できない。

　だが、あまりにもお膳立てされすぎている。

　それに、チヤの反応も全くの予想外だった。

「……一体チヤちゃんが何を見たのか。それも気になる。できれば、聞いてから深澄君の案内をしたいところなんだけど……自然に目を覚ますのを待つのが一番だって言われちゃってるし……」

　スヤスヤと眠るチヤを横目に、響は短く息を吐く。

　嫌な予感が消えない。

　チヤが倒れた時からずっと首筋にまとわりつく悪お寒かんが、響を悩ませていた。




　一方、客室に戻ったライムは澪の前で疲れ果てた顔を晒さらしていた。

　ガクリと腰を折るその姿が痛ましい。

「勘弁してくださいよ。あのままだったら姐さん、よりにもよって響の前で〝王都を灰にする〟とか言ってたでしょう……」

「少し……ムッときました。大人しく施しを受けていればいいものを、小こ賢ざかしく。流石に王都を消すと言ってはまずいですものね。助かりました、ライム。若様を困らせるところでした」

「それに、響と旦那を二人きりにするのはまずくないっすかね。巴の姐さんから──」

「ライム」

「な、なんですか」

「問題ありません」

　澪は断言した。

「……ありませんか」

「ええ、全く」

「分かり、ました」

　もはやそう応えるしかなくなったライムは、仕方なく秘密裏に二人の様子を探る方向で手段を考えようと切り替えた。

　しかし──

「二人を監視などしたら……面白い事をしますからね、ライム。とても面白い事を」

「……」

　言葉を失うライムだった。

　王都到着滞在一日目にして、彼の眼前には暗雲が垂れ込めていた。













４




　ヨシュア王子の部屋。

　貴族は誰も同席しておらず、その場には僕と彼女の二人だけ。

　入室の許可を貰った僕が目にしたのは、日頃の男装を解いた、簡素ながらドレスを身に纏っているヨシュア王子だった。

「まさかライドウ殿が異世界からいらした方だとは思いませんでしたよ。勇者や魔王ならいざ知らず、商人が召喚されるとは、流石に想像がつきませんから」

　ロッツガルドの思い出話が一段落したところで、ヨシュア王子は唐突にそんな話を切り出した。

「!?」

「響から聞きました。貴方が響と同じ世界の住人であり、また知り合いでもあると。もっとも、この事を知っているのは私と陛へい下かのみ。ロッツガルドで一緒だったホープレイズ家にも話しておりません」

　響先輩からの情報か。

　なら、知っていてもおかしくない。でも、こんな情報まで話すなんて、先輩とリミア王家の間にはしっかりした信頼関係があるんだな。

　度々前線にいたり、貴族の力が強かったりって背景があるから、勇者なのに冷遇されているのかもなんて妙な想像もしたけど、僕の妄もう想そうって事でおしまいか。なんにせよ安心した。

「先輩から。そうですか。確かに、僕と先輩は同郷ですね。どう説明すればいいか分からないので、あまり身の上を口にした事はありませんでしたが」

「……でしょうね。響や帝国の御ご仁じんのように、身元を神に保証されるような特殊な場合ならともかく、ライドウ殿は突然の出来事だったとか。響に話を聞いて驚くと同時に、それでも商人として身を成した貴方に、私は敬意を抱きました」

「それほどではありません」

　不運が上手く幸運に転じてくれたようなものだし、僕の手柄が多くないのは確かだ。

　先輩には僕がこっちに来た経けい緯いはある程度ぼかしたから、ヨシュア王子もそこまで詳しくは知らないらしい。あそこを詳しく先輩に説明すると、ここに来た根本の理由が僕と深澄家にあるって話をせざるを得ないわけで。

　先輩にしろ、あの帝国の勇者智とも樹きにしろ、本来ならこんな世界と関わる切っ掛けすらないはずだった。

　なのに、僕のせいで女神から選択を強しいられる事になった。

　いくら選択した結果とはいえ、二人は完全な被害者だ。

　大体、ごく短い間で世界を捨てる決断をしろなんて言われても、正しくできるわけがない。

　僕にしても事情があってそう決めたくせに、今でも後悔しまくってる。

　だから、あの二人が今もその時の答えを悔くいていないとは限らない。

　先輩にも智樹にも、いつかはちゃんと謝らないといけないとは思うんだけど……一体どう切り出せばいいか。悩むだけの時間が続いてる。

　智樹にいたっては巴の件で険悪になって、更に言い難いしさ。

　まだ先輩の方が言い出しやすくはあるんだけど……はぁ。

　そんな事情もあって──難しいのは分かってるけど──できるだけあの二人とは敵対したくないんだよな、実のところ。

　控えめながら月つく読よみ様にも頼まれた事でもある。

　悩ましい。

「同時に、貴方の強さにも納得しました。響もこちらに来たその時から騎士団の長とまともに戦える力を有していました。ナカツハラなる学問所で広範な学問を学んでいたというその知識と知恵も相当なものでした。であるなら、同じ場所で学んでいた貴方が、この世界で身一つから商売を始めて軌き道どうに乗せたのも、不思議な事ではないのでしょうね」

　凄い誤解をされている気がする。

　なんだか高校が凄い場所に聞こえてきたぞ。

　それに、先輩基準で話をされるのは大いに困る。

　僕が一年遅れで先輩と同じ水準になれるかといえば無理だ。

　いや、一生かかっても無理だと思う。

　高校生ならすぐに商売を始められて当然とか思わせるなんて、一体先輩は……。

「響先輩は僕らの中でも特別に優秀な人でした。僕はあの人と比べると相当劣おとりますよ。商売にしても、ギルドの試験程度ならともかく、実務ではこちらの慣習とか自分の未熟さに阻まれて上手くいかない事も多々あります。ヨシュア様が想像されているほどの力は、僕にはありません」

「響は貴方をとても高く評価していましたよ。肩を並べる事ができたならこれほど心強い人もいない、とまで評して陛下を驚かせました。商人ギルドの試験は長い勉強を要するものと聞いています。それを試験程度と言ってのけられるのは、ご自分で気付かずともライドウ殿が優秀だからでしょう。いかなる分野であれ、己おのが力と努力をもって困難を排除していけるというのは、紛れもない優秀さの証明ですよ」

　……多分、その評価は澪とかベレンの方に目がいってるんじゃないかと。

　人材だけは確かに物凄く恵まれている自覚はあるし。

　流石にリミアで助けた事は気付かれていないだろうし、〝紫の雲〟を僕が処理した件だって先輩は知らないはずだ。

　いくら先輩でも、僕をそこまで評価する材料は商会の人材以外にはないと思う。

「あはは……なんだかそう言われると怖いですね。そうだ、驚くと言えば、ヨシュア様の服装には僕も驚きました。流石に室内では普通の装よそおいをされるんですね」

「……いえ、普段は室内でもこのような格好はいたしません。実は城内で男装を解くのは久々です」

「あ、そうなんですか」

「今この部屋は色々と気を遣われているため、内部を覗のぞかれる心配はないという事と、迎える客人が貴方だからというのが大きな理由ですね」

「既に事情を知っているから、ですか」

「ええ。私のアレがただの趣味であれば、別に良かったのですが」

「やっぱり、違うんですか」

「男装は好きでやっている事ではありませんね。私にとっては手段にすぎません。必要であれば躊躇ためらいませんが、不要であれば好んでやるものではありません」

「手段……何やら難しい事情がおありなんですね」

　とはいえ、深入りするのもご免だったので、曖昧に相あい槌づちを打つだけにしておく。

　男装が趣味であれ、手段であれ、僕としてはあまり興味はない。

　薮やぶ蛇へびになるくらいなら、無難な話題に変えたいのが本ほん音ね。

　まあ、日本の話から逸そらそうとして、結局自分にとってよくない可能性のある話題を選択してしまう辺り、僕の考えの方が浅いんだよな。

　気をつけよう……一応。

「寛くつろぐという意味では、こちらの方が楽なんですよ。なので、この格好については貴方を利用させてもらった部分があります。お許しを」

「いえいえ。この程度でよければご自由にお使いください。えーっと、普段の凛りんとしたヨシュア王子も素す敵てきですが、寛いでおられるヨシュア様もまたお美しいと思います」

　お世せ辞じを言っておく。

　リミアはこんなお世辞が必要な場が多いと、いくつか教えられたから早速使ってみた。

　貴族との話し合いは質問攻めで、あまり使う機会がなかったけど、女の姿に戻っているヨシュア王子ならうるさく言う事もないだろうし、丁度良い相手だよね。

「そういうお世辞はパーティーの席か、パートナーを自慢する貴族相手にすればいいですよ。まずはもう少し自然に言ってみせる必要がありますが。〝えーっと〟と言うのは論外です」

　しまった。〝えーっと〟って口に出していたか。

「あ、すみません。慣れていなくて。見知った方でつい試してしまいました」

「……私は一応この国の王子ですが」

　複雑な表情のヨシュア王子が若干の間を作る。

「そのお姿なので、身分はとりあえずいいのかな、と思って」

　王子としてじゃない面会なら、国としての用事じゃないという事だろうし。

「十分とは言えませんが、ある程度意図を酌くむ力はお持ちのようですね。あとは相手の気持ちにも気を配ってほしかったところです」

「か、辛口の評価ですね」

　柔らかくだけど、基本的な部分に駄目出しされた気がする。

「ライドウ殿は、私のこの装いが持つ意味も、完全にはお分かりではないようですから。響はこうした面での読みが得意なので、つい貴方にも期待していました」

　ドレスを着た意味？

　この部屋のセキュリティが安心できて、相手が既に事情を知っている僕だから、ちょっと寛ぎたくて男装を解いた──だよね。

　ヨシュア王子自身、そう言っていた。

　しばらく、僕の言葉を待っていたヨシュア王子が、困ったように短く息を吐いて僕の目を見た。

「ライドウ殿、貴方は私の最も知られたくない秘密を知りました」

「は、はい」

「そして私は口止めをして、国に戻りました」

「ええ」

「……」

「……」

　なんだ？　また沈黙に戻ってしまった。

　確かに僕はヨシュア王子が実は女であると知ったし、彼女から口止めされて別れた。

　それで今、リミアで再会したんだけど。

　だからなんだというんだ？

「……響から、ライドウ殿は陰いん謀ぼうなど企む男ではないと聞かされてはいましたが……なるほど、こういう事ですか。クズノハ商会ではなく、ライドウ殿自身は、と言い直したのも頷けるわね……」

「え、ええと？」

「あの時、私はライドウ殿に確かな見返りの明示もできず、かといって手付けになるようなものも渡せず、他言無用とお願いする事しかできませんでした。では、ライドウ殿は私が貴方に対してどう思ったとお考えになりますか？」

「早く見返りを提示して決着をつけたい、とか？」

「いいえ」

「王都が滅め茶ちゃ苦く茶ちゃで、それどころじゃなかった、とか？」

「いいえ。それはライドウ殿に対してどう思ったか、という話とは別の事です」

　確かに。でも、ヨシュア王子が僕に対して考える事って……？

　見返りじゃない……。

　何か気にしているとしても、実際ヨシュア王子からそこまで頻繁に連絡があったわけではない。

　おそらく、復興の方が大変だったからだと思っていたんだけど。

　前に響先輩に会った時も特に何も言われてないし……。

　んー、なら何を考えるだろう。

　露見したらまずい秘密を遠くの相手に知られ、簡単な口止めしかしていないとすると。

　僕だったら……不安だな。

　状況次第だけど、できるだけ早く不安を解消したいと思うかな。

　でも、リミアからの刺し客かくは一人も来なかった。つまり物騒な手段は考えていなかった。

　だったら、相手が秘密を誰かに話してないかどうか探る？

　でも、そんな気配がしたなんて報告も特になかったけどなあ。

「……不安だから相手の動向、真意を知りたいと思う、ですか」

　これで駄目ならお手上げだな。

「正解です。そして私が把握している限り、貴方は私の秘密を口外していない。たとえ話などでぼかして話したりもしていない」

　探っていたのか。ウチの連中からは何も聞いてないけど。

　どんな方法だろ？

「ええ。実際誰にも話していません」

　口止めされてるし、リミアの第二王子の秘密なんて、僕としては使い道もない情報だ。

「だから私は、今後貴方を信頼します、という意味も込めて、このような姿を晒す事にしたのですよ」

「もしかして、結構疑われていたんですか？」

　なかなかショックだよ、それも。

　ヒューマンでも温室育ちであろう王家の人相手にすら信用されないなんて。

　まあ、この人の場合は色々ありそうな気はするけどさ。

「逆に聞きますが、どうして信用できるのですか？　ロッツガルドで急に知り合った、身の上も分からぬ商人を」

「……」

　確かに。言われてみれば仰る通り。

　僕にその気がなくても、相手から見ればそう思うのが自然か。

「あの時、私は自分の破滅まで予測しました。せめて陛下にご迷惑をかけぬよう、怪しまれない形でこの身を消す方法まで考えたほどに。ですが、貴方が口外した様子はない。私に対して、誰からもこの秘密を知った上での行動がなかった事が、それを裏付けています」

　この身を消すって自殺とか？

　怖こわっ！

「だから、本当に話してませんって」

　少し乱暴な言い方になったものの、再び同じ答えを繰り返す。

　亜空の人にすら言ってなかった──っていうか、忘れていたくらいなのに。

「リミアの第二王子の秘密ですよ？　扱いようによっては、商人として一段も二段も上に行ける格好の材料になります。なんらかの手段で活用するのが、もっとも自然で合理的な判断でしょう。ライドウ殿は商人なのですから」

「……」

　ああ、それでか。

　リミアでの商売の予定がどうとか、その際に便べん宜ぎを図ってほしい事はないのか、とか。

　こっちに来る前、念話の度に聞かれたのを思い出す。

　出店予定は今のところないから、別に気にしないで復興に励んでくださいと毎回返していた。

「貴方はこの秘密を活用するどころか、先の貴族達との話ですら、今のところリミアでの商あきないの予定はないと断言しました。正直、信じがたい答えでした」

「人員の問題もありますが、クズノハ商会も色々と事情がありまして。そう簡単に店てん舗ぽを増やすわけにはいきません」

　実は行商なんかの関係でリミアにもすこーしだけ人は入っている。

　この件はこのリミア滞在中にこちらから明かす予定でいるけど、店までは……って、そうか。いっそ、今ヨシュア王子に明かして、貴族がわめくようなら説得を手伝ってもらうのも手か。

「……そうですか。てっきり、商人とはかけ離れた──たとえば、軍人や貴族に近い思惑の持ち主なのかと警戒を強めるところでしたが、響の話や貴方の話を合わせて考えるなら、どうやらそれは私の勝手な想像だったみたいですね」

「ただ、出店に関係する話で、私からもお伝えしようと思っていた事があります。いい機会なのでヨシュア様に先にお話しをしておきたいのですが」

「……丁度今思いついた、という感じですね。聞きましょう」

　この場でヨシュア王子に話そうとは思ってなかっただけで、話題そのものは今思いついたわけじゃない。

「クズノハ商会にはまだ規模は小さいながら外商部──というか、行商部隊みたいなものがあります。実は、その者達がリミアの一部の村落で商いをした事実があります」

「ん……。報告はありませんが、なるほど」

「商売といってもごく小さいものですし、リミア王家の直ちょっ轄かつ領などではおそらくないはずです。ただ、国境近くの貴族領では複数回取引をした村もあると報告を受けています」

「それで？」

「王家や貴族の方々には、事後承しょう諾だくという形で納得してもらえればと思いまして」

「つまり、私にその説得を手助けしろと？」

「必要なら今後は売り上げの報告と、それに応じた納税もしますので、何なに卒とぞ」

　大した金額の取引じゃないから、納税っていってもそれほど大おお事ごとにはならない、はず。

　必要ならリミアの税制を調べておかないとな。

　ヨシュア王子は少しの間何か考えを巡めぐらせてから、僕に視線を戻した。

「……その程度なら問題はありません。金額次第の部分はありますが、税についても問題がないよう取計らいましょう。約束します」

「助かります」

「先ほどの聴ちょう取しゅ──いえ、会談でもクズノハ商会に出店を望む声が多かったでしょう？　何も言わない者もいましたけど、総じて反対の声は少なかった」

「あ、はい。そういえば」

「規模を大きくしてほしいという望みはあっても、積極的に排はい斥せきを進める動きはまずないでしょう。一応、貴方が頭の中で把握している村落の位置を教えておいてもらえますか？」

　そう言って席を立ったヨシュア王子は、棚たなからリミア王国の地図を取り出して僕に見せた。

　ただ、かなり大おお雑ざっ把ぱな物だ。領土の範囲は分かるけど、中身はあんまり分からないって感じの白紙の地図に近いな。普通に出回る地図って、こんなもんなんだろうか。

　都市も主要な数箇所以外は描かれてないし、道もまばらだ。

　僕らが普段使っているものとはかなり違う。

　とりあえずＯＫだと言われたので、僕は報告を受けていた村落の位置を示していく。薬売りの皆が使っている地図につけられた丸印を頭の中で重ねながらだから、正確ではないけど。

　大体二十箇所くらい。ほぼ国境沿い、何箇所かは森の中や渓けい谷こくもある。もっとも、ヨシュア王子から見せられた地図ではどこも白紙に近い状態だった。

　一回訪れただけとか、見ただけって村も含めるとかなりの数になるから、継続的に取引をしていて、クズノハの名前が浸しん透とうしている村だけ挙げていった。

　村によっては、クズノハ商会の行商を担う森鬼その他は〝クズさん〟という悲しい愛称で呼ばれているらしい。

　無邪気な顔した子供から隠居生活を楽しむご老人にまで、クズさんと呼ばれていると考えると、かなりの精神攻撃に思える。

　事実、それを知った時は僕も大分へこんだ。

　だって、クズさんのボスとか、クズの代表って言われるのは嫌だからね。

　そんな理由もあって、村長さんが挨拶を希望しているなんて話もちらほら聞くようになったけど、まだどこにも行ってない。

「結構な数……。でも、やけに西側が多いですね」

　僕が示した先を地図上に記していくヨシュア王子。

　結果、リミアの西側は国境に沿って北から南まで点々と印がついた。

「西側の国境には貧まずしい村が多いそうで、ウチの者もよく品を持っていっているのです」

　大体、南の国境付近は大半がホープレイズ領で、貧困で困っているような村はそれほど無かったらしい。

　あそこは荒れ地の多い国境付近にはあまり領民を住まわせず、流通が行き届きやすい場所に兵を配置して村を計画的に作らせていた。

「……何故です？　貧しい村ではお金を落としてもらえないでしょう？」

　首を傾げるヨシュア王子。

　えっと、何を当たり前の事を？

「でも、貧しい村の人の方が物資を必要とされますよね？」

　ウチは別に高級な品を扱ってるわけじゃない。日用品とか常備薬にも困る場所でそういう物を譲っているだけだ。おかしな事は言ってない、と思う。

「ええっと……」

　ヨシュア王子はとても珍しい生き物に出会って困惑しているような、驚いているような、そんな顔で黙り込んでしまった。

　珍ちん獣じゅうではない僕としては、なんとなく悲しい。

「何か？」

「……いえ。確かに、こうした村を中心に回っているなら、領主に報告が遅れているのも頷けます。……これはまだ確定ではありませんが、今後クズノハ商会の者がリミア国内を動きやすくなるように、何かしらの手を考えましょう。……少数人の行商規模だからできる事もある、のでしょうしね」

「動きやすく……たとえば通行手形をくれる、とかですか？」

　魔族領みたいに。

「手形ですか。街道の通行許可、国内での行商許可など、まだどのような形になるかは分かりません。ただ、私の秘密を守ってくれているお礼も兼ねて、この件では力になりましょう」

「ありがとうございます」

「ところで、こちらが把握している以外での今後のライドウ殿のご予定を伺っても？」

「ああ、知人から少し頼まれ事がありまして、明日、半日ほど外出しようかと」

　先方から提示された予定では、明日と明後日は比較的空白の時間が多かった。

　特に明日なら、調整次第で丸一日自由にもなりそうなくらい。

「どちらに？」

「湖です」

「ああ、星湖ですか。あそこは観光に訪れる者も多いですし、王都からも近いですね」

　あー、そっちじゃないんだけどな。

　星湖は僕が作り出したリミア王都付近の大きな湖。

　おかげで巷ちまたじゃ、僕は〝魔人〟なんて呼ばれているらしい。

　今ではそれなりに観光地になってたり、実用的な面でも湖の恵みをもたらしたりしているんだとか。

　でもそこに行きたいかと言われると、首を横に振らざるを得ない。

　誰が好き好このんでそんなところに行くものかと。

「いえ、メイリス湖です。リミア王国では有名な場所だと伺っていますが」

　そこまで遠くないし、グリトニアの砂漠ほど厳重に管理されていないらしいから、ありがたい。

「メイリス……確かに有名ではありますが、その知人の方の間違いではないですか？」

　ヨシュア王子は少しばかり困惑を滲にじませて僕に聞き返した。

「いえ、確かにメイリスと。彼が言うには、望む者の立ち入りは禁止されていないとか。違うんですか？」

「間違ってはいません。かの湖は有名ですし、立ち入りも事前に意思確認はしますが、禁止しておりません」

「良かった、安心しました」

　またルトの奴が何か問題を起こそうとしてるんじゃないかと、内心ビクビクしていたから。

〝まだ節ふし々ぶしが痛い〟とか言いながら恒例の卵を渡してきたあいつは、相変わらず何を考えているか分からない飄ひょう々ひょうとした笑みを浮かべていた。

「ただ、何ぶん危険な場所です。かの湖は王国と上位の竜の約やく定じょうのもと、手付かずになっている場所。腕試しや修練に訪れる者ならともかく、ご招待した客人であるライドウ殿には遠慮してもらいたい……というのが我々の本音です」

「……ああ、そういう事ですか」

　そういえば、グリトニアの砂漠も綺麗な場所だけど、結構危険だったらしい。難なく日帰りできたから、むしろ僕には観光名所感覚だったけど。

　こっちもそれなりに危ないって思われている場所なのか。

　ルトは〝一般開放されているし、綺麗な湖こ畔はんだから、帰りに散歩でもしてくるといいよ〟なんて言ってたのになあ。

　もし王国から難色を示されたら、またこっそり抜け出すなりなんなり、手を考えるしかないか。

「陛下にお話はしてみますが、あまり期待なさらないでください。もし叶わなければ、明日はいくつかご案内したい場所もございますので、退屈はさせませんよ」

「よろしくお願いします」

　なんとかならなそうな答えだ。

　澪を連れて行く、とかでも駄目だろうか。

　なんならライムでもいい。

　彼の実力だって先輩は知っているはずだから、口くち添ぞえをお願いできないかな。

　その後しばらく世間話や商売の様子などを話し、特に問題も起こさずに王子との話は終わった。

　薬売りの森鬼達の事も言えたし、こちらは前向きな答えを聞けた。

　僕としては実みのりのある席だった。




◇◆◇◆◇




　困った人だ──それがヨシュアの率直な感想だった。

　彼女がライドウとゆっくり話をしたのはこれが初めてに等しいが、事前に予想していた人となりとは相当違っていたと言わざるを得ない。

（所しょ詮せんは口約束だったというのに、まるで契けい約やくでも結んだような感覚でいてくれた。それ自体は私にとっては嬉しいけど、翻ひるがえせば彼との口約束は、彼から見れば正式な契約並みの拘こう束そく力を持つものになりうるという事よね）

　安易な誤魔化しで安やす請うけ合いすると、思わぬ拘束になりかねない。ライドウに対しては別の交渉基準が必要になるとも言える。

　ヨシュアの口から思わずため息が漏れた。

（それに、商売についての考え方も……響と比べてもあまりに非常識。彼の発言と口調、それに表情から見るに、慈じ善ぜん事業でもやっている感覚なんじゃないのかな。そう感じた私もどうかしてると思うけど、本当に調子が狂うわ）

　ライドウは秘密を利用した脅きょう迫はくもしなかった。

　商売への便宜も求めなかった。

　小規模の行商を内緒でしていた事への事後承諾を求めたのみ。

　それすら、この場で思いついただけじゃないかとヨシュアが疑うほど。

（……駄目だ。あまりにも情報が少なすぎる。評価不能としておくのが無難でしょうね。あの響と同郷で、しかも同じ学問所で勉学に励んでいた人物。ただ者だとは思えない。星湖じゃなくメイリス湖に行きたいというのも謎だし。可能なら、こちらの手の者をつけて観察したいところだけど、さて……）

　ライドウは放置できる存在ではない。

　響もリミア王もヨシュア王子も、その判断は一致している。

　実際会って話したギャップに戸惑いはあったが、彼女は根底の考え方を変えなかった。

　超人的な彼個人の力はもとより、商会としての実力も並外れている。

　そして彼が講師として教えた学生は常識を覆くつがえす能力を示した。

　どの要素を取っても、他国に渡すのは惜しまれる。

　特に、グリトニアに渡れば両国のバランスが崩れる。

　だから、ヨシュアにとってライドウはどこからどう見ても〝困った人〟だった。

　復興半ばながら無理を押して彼らを呼んだリミアには、それなりの思惑がある。

　王家からはヨシュアと王。

　勇者響。

　目め端はしが利きく貴族が何人か。

　今のところ大人しくはしているものの、商人も動くかもしれない。

　明日はそれらの思惑を浮き彫りにしつつ、ライドウに今の王都を見せる機会として彼女は考えていた。

　リミア側にとってはそれなりに目的のある、自由時間の埋め方だった。

　しかしライドウに別の望みがあるなら、叶う可能性は低くとも考慮せざるを得ない。

　その提案もまた彼女の頭を悩ませる一因で、思わず唸うなりたくなるヨシュアだった。
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　昨夜、ヨシュア王子との面会の後に催された歓迎の宴えん席せきで結構なお酒を飲まされた割に、目覚めは快適だった。

　先輩と少し話をして、何人かの貴族に〝規模は問わないから、なんらかの商売をウチでしてみないか〟と打だ診しんされ、陛下からは街の復興状況を憂うれう心の内を明かされた。

　ロッツガルドからの援助部隊が着いたらもう少し復興速度も上がるという良い見通しもあったんだけど、やはり冬という季節の悪条件が災わざわいして、二次的な被害はまだ出るだろうと沈んだ様子だった。

　こればかりは魔族にしてやられた、というところか。

　実際、街も大きな通りから一本奥に入れば廃墟みたいな状況だし、再建された外壁の外には未だに多くのキャンプがある。

　王都の復興は、まだ始まったばかりという段階にあるように僕には見えた。

　大分復興が進んできたと喜ぶ人にそんな感想を言うほど無神経じゃないから、口には出さないけど。

「それでは、ライドウ殿をご案内して参ります。私の命に代えても安全な道中をお約束します。ご安心ください」

　響先輩がリミアの方々と澪、ライムに向けて宣言する。

　リュカの卵を入れた布ぬの袋ぶくろを背負い、最低限の荷物を手にした僕。

　前に立つ先輩は、数々の魔力を帯びた装備を身につけた上で帯刀した、完全武装に近い雰囲気だった。

　昨日ヨシュア王子にお願いしたメイリス湖行きは奇妙な形で許可された。

　勇者響の同行でメイリス湖行きを許可する、との事だった。

　ごく内々の相談で決まったらしく、二人での湖行きに怪訝な顔をしている人も多い。

　というか僕も戸惑っている。

　日本にいた時も先輩と二人になる状況なんてなかったのに、こっちに来てからは商会の部屋に次いでこれで二回目だ。

　澪がどんな反応するか無茶苦茶気になったんだけど、怖いくらいあっさりと了承した。

　絶対、何か企んでる。ルトっぽい笑い方したし。

　むしろ、澪よりも勇者側のパーティの人が抗議していた。

　戦士っぽい人で、確かあの人も王子様だ。

　でも結局、王様の一声で諦める事になった。

　恨まれるくらいなら、あの人も同行してもらっても全然構わないんだけど。どうせ途中で捲まけばいいし。

　それにしても、倒れた巫女の姿がないのが心配だ。

　まだ目が覚めてないのかな。それとも、何か後遺症的なものが出てるとか？

　澪は何もしていないの一点張りだし、嘘は言ってない雰囲気。

　でも本当に何もしてないなら、澪と僕を見てああはならないと思うんだよ。

　僕は確かにこっちじゃ醜ぶ男おとこだけど、荒野で──魔力駄だ々だ漏もれ状態で──出会った第一村人ですら、悲鳴とロケットダッシュで済んだ。

　……済んだ、か？

　いや、考えないようにしよう。

　だから、仮に界の隠蔽が彼女に通用してなくて魔力体が見えてしまっていたとしても、色んなものを見ているであろう勇者パーティの巫女が取り乱して卒倒なんてするかなあ。

　思い出してもズキッとくる。

　最初はぽかんとしたような、この世界で僕を見たどんな人とも違う表情をしていた巫女さん。

　変わった反応だなーっと思って見返したら、何かに気付いたのか、目を物凄く見開いてさ、全身震えだしちゃって……。

　で、キャー、パタン！　ですよ。

　あー、ショックだった。

　もし澪が言うみたいに巫女さんが何かをしていたとしても、事情が知りたいよ。

「いってらっしゃいませ、若様。勇者様とご一緒なら心強いですわ」

　少なくとも表面上はいつも通りの態度を貫く澪。

　対してライムは何か言いたげな目だ。

「お気をつけて。その、こちらの事はお任せ……ください」

　お任せも何も、彼に澪を抑えてもらうのは難しいって分かっている。

　一応、この後ヨシュア様と何人かのおつきが二人に城下の案内などをしてくれる事になっている。そこで粗そ相そうがないように念を押しておけば、多分大丈夫。

「行ってきます。ヨシュア様とリミアの方々にご迷惑をかけないでね。何かあったら二人の判断に任せる。ただ、くれぐれも復興の邪魔をしない事」

「心得ております」

「命に代えても」

　ははは。ライム、響先輩の真似とか、ここでやられても面白くないって。

　妙に本気な顔してるし。

　今日〝配達〟を終わらせれば、あとは相手の都合に流されるまま過ごしても問題ない。

　先輩とゆっくり話す時間も思いがけずにできたし、なんていうか調子いいな、リミア。

　これまでの外国巡りよりも楽だ。

　道中にしても、着いてからにしても、今のところ無茶は言われてない。

　グリトニアと同じ大国、更に貴族の横おう暴ぼうという先入観ありきで、リミアを誤解していたかもしれないな。

「じゃあ、行きましょうかライドウ殿」

「今日はよろしくお願いします、響様」

　流石に人目のあるところで〝響先輩〟はまずいと思って〝様〟をつけてみた。

　先輩は呼称を変えた事を特に気にした様子もなく、にっこり頷いて先に馬に乗る。

　手を振る澪を一度振り返ってから、すぐに先輩の後を追ってメイリス湖に向けて進みだした。

　きっと先輩なら事情を話せば途中からは一人で行かせてくれるだろう。向こうについてからも安心だ。

　思えば、今までは面倒な国に行ってたものなあ。

　人を寄よ越こせー、とか力を示せーとか。

　さあて、リミアでの数少ない用事だし、さっさと卵を届けて戻ってくるとしよう。
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　メイリス湖は周辺地域を含めてリミア王国に管理されている特殊な湖だ。

　建前はいくつかあるが、実質はグリトニア帝国と同様、竜との契約により王家が保護している場所だった。

　帝国とは違い、契約そのものが昔のものであるため多くの人の記憶から薄れはじめており、王家や重じゅう鎮ちんの貴族しかその詳細な内容を把握していないという有あり様さまだ。

　一般的なイメージは上位竜の縄なわ張ばりというよりも、リミア国内で一番危険度が高い修練の場といったもの。

　立ち入りに関しても厳しく制限されておらず、ただ四方にある入り口の門で自分の意思で入る事を確認されるだけだ。

　近隣の村に住む猟りょう師しなどはそれ以外の場所からも入り込んでいるし、周辺の森を含めて人々の暮らしに大きな恵みをもたらす場所として認識されている。

　湖に一番近い東門に到着した深澄真と音無響は、そこで下馬して徒歩で湖を目指した。

　待っていた門番は、勇者がこの地を訪れる事を急に知らされ、緊張の極致にあったらしい。無事にメイリス湖の説明を披露し終えると、へなへなと膝を突いて脱力してしまった。

　適当にしか頭に入れていなかった知識を、彼らが来るまでの短時間で必死に暗記したのだろう。

　二人は今、土が踏み均ならされてできた道を並んで歩いている。

「日本じゃ乗馬なんてできれば特技に書けるくらいよね。でもここじゃ自然と覚えちゃう」

「ですね。僕もそんな感じですよ」

「馬を全力で走らせた経験はどのくらい？」

「ん、短い距離ですけど二、三度は。先輩はかなり乗り慣れている様子ですね。よく乗るんですか？　それとも、日本にいた時から経験があったとか？」

「ええ、普通に乗るくらいの経験はあったわね。もっとも、下手に知っていたから、こっちでは勝手が違ってかえって難しかったわ。同じ馬に乗るといっても、要求される技術は細かく違うものね」

　周辺に広がる森や草原、いくつかの丘を含めて、メイリス湖一帯はまとめて手付かずの状態が維持され、さながら巨大な国立公園のようである。

　湖に続くいくつかの道などは多少整備されているものの、魔物を倒して修練の糧かてにするのも、逆に奴らの食糧になるのも全て自己責任。

　王都からそれほど離れてはいない割に樹海と呼べそうなほど鬱うっ蒼そうとした森では、何度か魔物との遭そう遇ぐうもあったが、いずれも響が一いっ刀とうのもとに切り捨てたため、真はただ彼女の少し後をついていっているだけだ。

　二人はこの森の雰囲気に似つかわしくない、何気ない調子で会話しながら歩いている。

「ところで、真君。そもそもこの中で生活している人がいるなんて初耳なんだけど、届け物ってなんなのかな？」

「すみません、一応秘密という事でお願いします。もし先方が気にしないようなら、その時にはお見せするので」

「残念ね。ただの好奇心なんだけど、お相手には一応聞いてみてくれる？」

　実のところ彼女は真の届け物に大いに興味を持っていたが、ここはあっさりと引き下がる。

　無理に見よう、知ろうとすれば空気が悪くなるのは自明であり、そこに利はないのだから。

「分かりました。それにしても……先輩は強くなられたんですねえ。僕の出番なんてなさそうです。確か、日本にいた時から全国区の剣士でしたよね」

　真は響が優秀な剣道の選手であったと思い出し、何度か頷く。

　真は一度弓道部の試合の後、近くで開催されていた響の試合を見に行った事がある。

　そこで見た響の剣には、剣道だけではなく古い剣術が混ざっているようにも感じたのだが、その点には触れなかった。

「一応、私は貴方を守る護衛役だもの。私一人で守れない場所なら仲間にも同行してもらっていたわ。でも、十分通用するから二人でここにいる──それだけよ。巴さんや澪さんを従える貴方に、護衛なんてものが必要かどうかは別にしてね」

　響が口にしたとおり、彼女には護衛をしているつもりはない。

　彼女の目的は真と接点を持つ事と、彼の監視だ。

「いや、リミアに先輩がいてくれて助かりました。澪やライムだと国の方々に信用してもらえないと思っていましたし。力だけあっても……信用は得られませんからねえ」

　真はしみじみと応える。

　力だけで十分なのであれば、真は他者からもっと信用されているはずだ。

　現時点でも真──クズノハ商会のライドウが胡う散さん臭くさい存在に見られている原因の多くは、彼自身の立ち回りも大きく影響している。とはいえ真はそんな状況で、多くの人がもっと成熟してから知るであろう〝力だけの限界〟を実感していた。

　もっとも、そこに至る経緯はかなり特殊で、実感しているからといっても本来得ているべき経験を伴っているかは別の話である。

　少なくとも、今の真は自分の力の価値も、その扱い方も正確に把握していない。

「……力は、全ての基本よ。それが十分にあるのなら、信用はなんらかの形でついて回るわ」

「そんなものでしょうか」

　響はこれまで苦手としていた遠距離攻撃を、魔術や剣技で補いつつある。

　丁度今、彼女の手から放たれた炎の槍が樹上から飛び掛かってきた魔獣を貫き、炭化させたところだ。魔獣が跳ちょう躍やくで枝を大きく揺らした瞬間の先手である。

　ごく短い詠唱でかなりの威力の魔術を行使する点も、勇者の力の大きさを感じさせる。

　もしもロッツガルド学園でこれができたなら、相当なアドバンテージになるレベルの行為だ。

　特殊ではないが、才能と努力によって丁寧に磨かれた基礎。相手に何もさせずに仕留めた手て際ぎわといい、見る者が見れば凄さが分かる、全体的に高い能力が成せる業わざだった。

　響は一言ずつ少し間を空けて意見を述べる。

「個人の間でも、組織でも、もっと大きな社会でも。結局人はその〝力〟をどれだけ集められるかで競争しているようなものよ。〝基本にして全て〟ってやつかしらね」

　そう言いながら、彼女はちらりと真を見た。

　彼は目の前で放たれた炎の槍にも、これまでの響の剣にも、驚きではなく感心といった反応を示している。

（私の力は彼の想定内か。前にライムにも本気を見せているし、これは仕方ないかもしれないわね）

「腕力やら戦闘力やらもですか？　確かに、ここじゃあ個人の力が軍を圧倒する、なんて事もあるみたいですけど……」

　それは異世界限定の話で、日本では通用しないでしょう？

　暗にそう訴える真の目を見て、響の中にある真へのいくつかの推測が消え、同時に別の推測が補強された。

　表情には出さず、彼女は言葉を続ける。

「ここでも日本でも同じよ。力といっても、それは腕力も知力も全部ひっくるめての力よ。自分が得た、そして自分が集めたそれらの力の総合値が、その人の社会への影響力を決定する」

「……」

「それに、人は群むれて行動する事で最大パフォーマンスを発揮する動物だもの。たとえば友人や仲間、支持者、そういった人が増えれば、その人達の力も加算していける。自分一人でも大勢でも、力は力よ」

「……なんか、先輩と僕って同じものを話題にしていないような気がするんですけど」

「いいえ。全く同じよ。ただ見方が違うだけ。私はどんな力でも数値にできると思っている。貴方はそう思っていない。ただそれだけだと思うわ」

「数値ですか。確かに、あんまりそういう考え方はした事がないですね。第一、さっきの腕力と知力だと、数字にしても意味がないような気がします」

　批判的な意見を述べる真だが、その表情には敵意や反感ではなく、疑問が多く浮かんでいた。

　響の方もそれは察していて、穏やかに頷く。

　彼女はある意図のもと、真に持論を聞かせている。

　力だけあっても信用は得られない、という真の言葉を利用して始めた議論だった。

　真自身はまだそれに気付いていない様子だが、それでも彼女は構わずに話を進める。

　真と二人でいる時間に、しておきたい事のために。

「状況によって倍加したり半減したりするだけで、意味は十分にあるわ。だって、たとえばよく同列に並べられて比較される私と智樹君──勇者の間でも違いは既にあるもの。得え手て不ふ得え手ては仕方ないわ。だからこそ、総量と同時に多様な種類の力を集める事もまた重要ね。多くの事態に対応していくために」

「先輩と智樹ですか」

「そうだ、真君の分析だと……っと」

　言葉の途中で飛んできた鏃やじりのような投とう擲てき具ぐを切り払って、そのまま間合いを詰めた響が返す刀で数匹の魔物を仕し留とめた。

「どうなるのかしら？」

　響は振り返りざまに平然と質問を続ける。

　一番危険度の高い東門からの入場も、彼女にはなんの負担にもなっていない事が分かる。

「智樹は、攻めるタイプですよね。装備で強化して、先制攻撃の強力な火力で相手に何もさせずに倒すって感じです。多分一番得意としているのも戦闘、なんでしょうね。〝魅み了りょう〟もありますけど、あれは抗あらがえる人にはあまり意味はないし……」

「けれど、魅了は彼の……ある意味最強の武器よ。あれのおかげで帝国内では彼の行いを妨さまたげる者はほとんどいない。シンプルだけど高い火力による蹂じゅう躙りん戦法、それに敵対者を容易く自身の支持者に変えてしまう魅了。この二つがあれば、かなりの事ができるでしょうね」

「ああ、つまりそれも智樹の力に加算して考えるべきって話ですか。問題を、問題になる前に潰つぶせる便利な能力ですもんね」

「ええ。彼についてももっと聞きたいところだけど、今は真君が私をどう見ているかの方が気になるわね。私について、聞かせてもらえる？」

「先輩は……ああ、なるほど。それで僕はそう思ってたのか。やっぱ凄いな……」

　何やら一人で納得しはじめた真に、響は怪訝な顔を向ける。

「真君？」

「あ、すみません。響先輩は多少の得意不得意はあれど、魔術も万能型だし、物理戦闘も魔術もそつなくこなします。穴があるとしたら遠距離攻撃と火力不足かなって思いますけど、あの反応と速度があるから、ほぼ問題ないですよね」

「……」

「智樹に比べたら火力は劣るかもしれませんが、それ以外は勝っていると思います。それに、先輩の一番得意な分野は戦闘じゃない気がします」

「……へえ？」

「日本にいた時も思っていましたけど、先輩って自分にできない事をやれる人とも積極的に関係を持ちますよね。それって凄いと思うんですよ。対抗心とか、お互いに色々邪魔するものがあるはずなのに、仲良くなるのも上手いし、僕と歳が近いなんて思えないほど議論とか演説に慣れていると感じてました」

「私一人でなんでもできるわけがないもの。足りないところを誰かに助けてもらいたいって考えるのは、当然なんじゃない？」

「自分一人でも相当な事ができる人なのに、そんな風に考えられるのは当然じゃないですよ。で、さっきの先輩の話を聞いて思ったんです。先輩の一番の力って、それなんじゃないかって」

「褒められているような、そうではないような、微妙な言葉ねえ」

「褒めてます。先輩はその人が秀ひいでているのがどんな分野でも、色いろ眼鏡めがねなしにその人の力として見られるんだなって。そして特に大きな才能や力を持たない普通の人でも、集まれば大きな事をする助けになるんだって分かっている。その視点というか、考え方こそが先輩の一番の力だと僕は思います」

　人にはそれぞれ思惑がある。それでも響の周りには人が集まり、彼女に協力し、その上でそれぞれに自分の目的のために生きている。それは隷れい属ぞくではなく、あくまで協力による関係。

　遠くから眺める真の目に、響とその周辺はそう映っていた。

　なんでもかんでもそつなくこなす上に、人にも優しい。

　だから真は彼女を完璧超人だと、天才だと評した。響の力への考え方を聞いて少しイメージは変わったものの、印象が悪くなる事はなかった。

　恐らく響の傍にいて、もっと近くで彼女を見続けたなら、綺麗ではない打算的な部分も見ただろうが、真と響の間にはそれほどの接点はなかった。

　人を活いかす。

　それこそが響の才なのだと、真は心底感心していた。

「ありがとう、嬉しい」

　響は穏やかに微笑んで会話を続けながらも、真について必死に思案を巡らせる。

　言葉、所しょ作さ、口調──どんな些さ細さいなサインも見逃さないよう全神経を張り詰めさせて情報を収集する一方で、彼の記憶にあるであろう自分の姿を思い出し、可能な限りそれを演じていた。

（……やっぱり、馬鹿じゃないわ。限定的だけど人を評価する基準を、ある程度自分の中に備えているタイプなのかしら。彼についてはいくつかお粗末な立ち回りも聞いているけれど……もしかして、今いるステージに見合う視点と振舞いを身につけていない？　クズノハ商会が注目されて急激に伸び続けているという事は潜在能力が高いからなんだけど、その商会の能力と彼の能力が比例していないとしたら？　日本にいた頃の記憶では、この子は典型的な一芸特化。成績と運動能力は平均レベルで、部活方面だけが強烈に別格だった……と思う。うろ覚えだけど、なんとか思い出せた）

　そんな響をよそに、素直に礼言われて照れる真。

　日本にいた頃ではありえない場面だと、彼は思った。

「いや、そんな。ローレルで少し苦戦したとライムから聞きましたけど、それだって先輩の周りにそういう人が揃ってなかったからでしょうしね。先輩ならもう対策はしてそうです」

「充実した遠距離火力、ね。残念ながらその対策はまだ不十分よ。王都の復興が緊急の案件だもの。一応仲間と私でいくつか試している事はあるけど、まだとても及きゅう第だい点ではないと思ってるわ」

（──ところが、一芸特化タイプだった真君が、この世界では明らかに多くの分野に手を出している。商会の業態区分も〝なんでも屋〟だった。効能、コストパフォーマンスの両面で他の追つい随ずいを許さない数々の薬品、荒野でも入手が難しいはずのいくつかの素材と食品の安定供給、現代日本を超えているとしか思えない異様な流通速度、ヒューマンが安定して入手するのが難しいドワーフの武具の取り扱い。巴さんと澪さん、それにライムも含めて、傭よう兵へい団だんが裸足はだしで逃げ出すレベルの従業員の凶悪なまでの強さ。どれも弓道に特化しただけの事で得られる力じゃない。そもそも、これまでの彼の言動さえ、新しん進しん気き鋭えいの商人としてはあまりにお粗末……。となれば……その弓から進化した何かしらの能力が……？）

「この世界の遠距離攻撃っていうと、花形はやっぱり魔術ですよねえ。一撃でいいなら儀式魔術が一番でしょうけど、あれは準備が大変ですし、対策もされやすいですから……」

「それに、ある程度即応できる力でなければね。儀式魔術は威力は合格だけど、そこが弱いわ。有効距離、威力、命中率。まったく……復興もそうだけど、自分の非力さが恨めしいわ。同時期に破壊されたロッツガルドはもうあんなに活気づいているのに。私がいて、もっとやりようはなかったのかってつくづく、ね。現代の知識もあるっていうのに」

（何より、この子の〝日本の臭いの濃さ〟が気になる。この世界に来てもう二年よ？　智樹みたいに絵に描いたようなハーレムを形成している奴は当然日本にいた頃とは相当変わっているし、私だって今、昔を思い出してできるだけその頃の自分を引っ張り出してる。なのに彼は、ごく自然体で、少なくとも表面上はまだ日本人の臭いがしている。どういう事？　現実逃避してるにしては、彼は世界に関わりすぎているし、どんなスタイルで生きてくればこうなるの？）

「クズノハ商会には遠距離攻撃が得意なのも何人かいるんですが、流石に大事な従業員ばかりで、お貸しできそうにありません。すみません」

「……ローレルを襲った紫の雲に凄まじい攻撃を放った人もその一人？　あれは出で鱈たら目めな距離から爆弾も真っ青な破壊力を維持して、最先端の兵器みたいな命中率だったんだけど」

（これまで、私と智樹の情報を整理して勇者の共通点を考えた事がある。そのうちのいくつかは彼にも該当するのかしら。容よう姿しは恐らく召喚される条件じゃないはず。ある程度以上の才能や特性は必須だとして、ならこの子も私との共通点がいくつかある？　いえ、真君と私と智樹の共通点、ね。私が智樹と共通するものの中であまり一般性のない部分から検証するべきかしら。一番は元の世界への執着なんだけど……彼は違いそうな気もするのよね）

「あー、あれですか。そんなに変でしたか？」

「変じゃないわ。凄かった。クズノハ商会と揉めると大抵の都市は一撃でなくなるかもしれないのね、って背筋が凍ったわ」

（女神はもう帰れないと言っていた。智樹も私もそれを納得してここに来る事を望んだんだから、執着なんて大きくはない。時々日本の食べ物や平へい穏おんな暮らしにあの頃とは違った価値を感じはする。でもそれだけ。この世界がくれたものの方が私には大きい。智樹もそうだろう。むしろあの男、あれだけやりたい放題のハーレムを形成しておいて日本に帰りたいとか言った日には、女として魔王よりも先にあいつを討とう伐ばつしなくちゃいけないわ。どこぞの帝国貴族が智樹の子を産んだって未確認情報もあるし、事実、妊にん娠しん中の娘だって数知れず。まあ、それは置いておくとして……）

「あ、あはは」

「あれをやったのって、私の知ってる人？　巴さんか澪さんかな？」

（となれば、次に気になるのは〝あれ〟かな。勇者の素養として考えると、現実的には納得できるけど、二人とも〝そう〟となると少し気になっていた事でもあるわ）

「実はエルダードワーフが作った凄い武器で、その、僕が……やりました。意味もなく都市を破壊するなんて僕は絶対しないんで、クズノハ商会の交渉手段ってわけではないって分かってもらえれば、はい」

　ドワーフの武器で、と強調した上で真が白状した。

「っ!?」

（……って、なんですって!?）

「まさかそこまでの代しろ物ものだとは思わなくて……あははは」

　この時真は〝あの攻撃くらいならそこまで驚くほどのものじゃないと思っていたのに〟という意図で〝そこまでの代物〟と言ったのだが、響はこの言葉を全く別の意味で受け取った。

　都市を一撃で消し飛ばすほどの出鱈目な攻撃手段を持っているという意味で。

「真君が、あれだけの攻撃を放ったの!?」

「ええ、まあ」

「……一人で、なのね？」

「？　はい」

　念を押す響の言葉に、真は少し首を傾げながらも頷く。

「……」

「先輩？」

「そっか、真君は遠距離攻撃のエキスパートってわけか。流石にびっくりしちゃった」

（彼への対応、半分以上のプランが脱落だわ。まずい。となれば、ますます〝あれ〟を聞いておかないと、先の見通しがつかなくなる。それに、彼自身の戦闘能力は遠距離攻撃特化だとしても、巴さんや澪さんを従えるだけの代物かもしれないという事でもある）

「元々、弓だけは得意でしたから。この世界でも頼りにしています」

「ところで、真君。あれだけの実力を身につけるのは並大抵の事じゃなかったと思うんだけど、一つ聞いてもいい？」

　真は修練という意味においてはこの世界でさほど苦労をしたわけではない。

　むしろ彼がその方面で苦労したのは、人並みの体になるまでの幼少期であり、日本にいた頃の話だ。

「答えられる内容でしたら」

　真は彼が商人になってから決まり文句のようになった便利な言葉で響の問いかけに応じた。

「真君は、ヒューマン、亜人、魔族を殺した事がある？」

「なんで亜人と魔族を分けるのか分かりませんけど、ありますよ。一応ですけど、戦場も経験がありますし」

　真はあっさりと肯定する。

「真君は魔族も数ある亜人の一つだって考えるんだ？　でも、そう。あるんだね」

「酷い仕打ちを受けたり、殺意を向けられたり、襲い掛かられたり。この世界だと正直本当に命に関わりますから」

（魔族も亜人の一種族にすぎない、ね。ヒューマンの勢力にいれば滅めっ多たに聞ける言葉じゃない。私だって最近まで魔族は魔族であり、亜人とは別だと無意識に思っていたくらいだもの。なら彼の目には今起きている戦争が魔族という虐しいたげられた階級による革命のように見えているかもしれないのね。厄介な……。それに今、殺人を簡単に肯定した。日本で道徳を学んだ人間なら人の命を奪う事には強い抵抗を持つはず。それは生なま半はん可かなものじゃない。戦場でも人を殺す行為が受け入れられず、何もできずに自らの命を散らす兵士が少なからずいるって資料を見た事がある。人を殺せる人間、その一線を越えられるだけで一つの特性とも言える。軍隊ではその忌き避ひ感を麻ま痺ひさせるための訓練が当たり前に組み込まれているほど。なのに、私も智樹も真君も、三人が三人ともそれを克服して今も生き延びている。これは偶然？）

「確かに、そうね。私も戦場で魔族を沢山殺しているし、刃やいばを向けてくる亜人も、そして……ヒューマンも何人か手にかけたわ」

「僕の場合は、知り合いを殺された事が最初にヒューマンを殺す切っ掛けでした」

「知り合いを……それは、辛かったわね。うなされたり、殺してしまった人が頭から消えなかったりはしない？　大丈夫？」

（ナバールを失ってからしばらくは、私も本当に精神的に追い詰められていた。たとえ敵であれ、命を奪う行為はストレスには違いない。心が参っている時には余計にね。今はもう夢にも慣れたけど。同じ話をしたら智樹は強がっていた。でもあの分なら今頃はもう開き直っていると思う。彼は私よりも先にあの〝変な空間〟で能力を得たようだしね。なら、真君はどう感じているのか……）

「？　いいえ？　最初はこれで人殺しか、なんて思いもしましたし、悩みもしましたけど。確かに僕はその後も沢山の命を奪っています。でも、それはほとんど相手も了承している場でだけですからね。あとは、弱肉強食が全盛の荒野とか」

　荒野のサバンナ的な摂せつ理りを思い、真は苦笑する。

　しかし響は彼が口にした言葉に一瞬だけ目を見開いた。

「了、承？」

　表情は平素の彼女のそれに戻っていたが、声は少し掠れていた。

（何？　今一瞬、物凄い悪寒が、背に……）

「戦場で武装して戦っているなら、それは命のやりとりに納得してるって事でしょう？　それに、もし戦場じゃなくても、誰かを殺した経験があるなら、どこかで誰かに殺されたとしても文句は言えないんじゃないですか？　それは先輩や僕も同じですし、憎悪なんてどこでどう巡るか想像しきれるものじゃありません。僕の頭では無理だって、そこはもう諦めました」

「……な、なら。戦う事を決意した人や、誰かを殺してしまった人なら、真君は殺すのを躊躇いは……しない？」

「必要なら、ですけど。ただ、誰も進んで殺しはしませんよ？」

「……それじゃあ、ただの快楽殺人を繰り返す人になってしまうものねえ」

（真君……本当に何事もないように淡々と答えて……。決して演技ではない平然とした態度。これは、まずい……まずい、まずい、まずい！　彼は私が考えている中でも、いえ、それ以上に危険な存在だ。どうしてか分からないけど、まだ日本人の感覚を無意識に持っているから接しようはある……はずだけど。この子にとって命は、どこまで……軽いの？　いえ、そもそもどれだけの価値があるの？）

「シリアルキラーとか、冗談じゃないですよ」

「命は、大事よね。だって、人が持つ一つだけの、かけがえのない大切なものだもの」

「ええ。一つしかないのに、どうしてそれを奪ったり、食い扶ぶ持ちに利用したりする人がいるんですかねえ。兵士になる人なんかは、大切なものを守るって気持ちがあるんでしょうから、それでも一瞬一瞬充実して生きているんでしょうけど」

　歩を進める彼らの眼前には、絶景と表現してしかるべき、澄すみ切った美しい湖の姿が徐々に木々の切れ目から姿を見せはじめていた。

　けれど、響の頭にそれを楽しむ余裕は一切ない。

　彼女の中では、真をどうするか、予定していた話をそのまま切り出して良い相手なのかという迷いだけが渦うず巻まいている。

「あ、先輩。あれがメイリス湖ですかね。結構大きいな」

「うん、綺麗な所ね」

　湖に気付いた真が、響に指差して教えたものの、彼女の相槌はそれまでよりも気のないものだった。

（一つしかないのに食い扶持に利用する？　それじゃあまるで一枚しかないから大事に使わないといけないカジノのコイン程度の言い草じゃないの。なんて、軽い。あまりにも軽すぎる。真君は、おそらく何千、何万の命を奪っても、そこが戦場であれば相手も納得して死んでいるんだと考える。いえ……それどころか、私の最悪の予測が当たっているのなら、今こうして私と話している彼は、既に大量虐ぎゃく殺さつをやってのけているのかも。その上でこんな考えを口にしている可能性もある……。どうして彼と私の間でここまで戦闘力に差が出たのかは分からないけれど、今はそれよりも彼になんらかのブレーキを用意しないと危険すぎる。どうする……どうしよう……やはりここに来る日程が早かったかもしれない。チヤちゃんから彼のイメージを聞いてからなら、もう少し具体的な対策が組めたのに。でもその場合、二人きりになる機会さえなくなった可能性も高い。澪さんやライムが暗あん躍やくするだけで彼は一人でもここに来られたはず。っ！　そうか、澪さんがやけに協力的だったのは……私に彼の力や危険性を見抜かせるため？　そして、真君やクズノハ商会の邪魔をしたらどうなるか、理解させるため？　あの遠距離攻撃で都市を破壊しつつ、個々の戦場では分断できない補給線で支えられた、一いっ騎き当とう千せんをも蹴け散ちらす怪物達が軍を潰す。今私が把握しているだけの戦力でも、リミアさえ落とせるじゃない。なんて、伏ふく兵へいよ……）

　額に冷や汗を滲ませる響を横目に、真は風景に見入って無邪気な感想を漏らす。

「これは期待できますね、メイリス湖。用事を済ませたら少しだけでいいんで、時間を取ってもらえますか？　じっくり見ておきたくて」

「……ええ」

「そういえば、ローレルの巫女、チヤさんでしたっけ？　あの子、大丈夫ですか？　ショックで寝込んでいるって聞いて、気になっているんですけど」

「……それは、貴方を見て倒れたから？」

「う、やっぱそうなんですか。あれって何が原因なんでしょう？　正直、僕にはよく分からなくて」

「あれは私のせいよ。ライムから巫女の力について報告を受けていないの？　あの紫の雲の事は知っていたみたいなのに」

「巫女の力？」

　真は響の言葉に首を傾げる。

〝巫女の目〟について、ライムは巴に報告した。

　そして、巴は識や澪とともに色々と対策を考えていた。

　ただ、それは実を結ばず、結局澪は〝何も対策しない〟という対策をして巫女と対面した。

　真はそれについて何も知らない。

　必要な事は報告するよう従者に頼んでいる真だが、全ての情報を報告しろとは伝えていない。何故なら、それをされても自分が処理しきれないからだ。

　報告を聞いているだけで日が暮れてしまう。

　だから真は従者にある程度のフィルター役を任せていた。

　巫女の目については、リミア行きの前に耳に入れておこうという話になったものの、結局流れて澪の自信満々の対策に任せるという結論になったのだ。

「チヤちゃんはローレルでの修業を経てその人の本質というか、本性というか。つまりその人自身でも気付いてない素養も見抜いちゃうような魔ま眼がんを得たのよ」

「心しん眼がんみたいなもんですか」

「かもしれないわね。実際彼女にしか使えないし、ようやくオン・オフが自分の意思でできるようになったからリミアに戻ってきたんだけど。先だっては私がその目で真君と澪さんを見るように伝えたの」

（私を見た時は〝光っているけど私のまま〟だったらしいのよね。真君から私が感じている不吉さは、チヤちゃんにはどう映ったのかしら）

「……つまり、澪の何かを見てショックを受け、僕の何かを見てぶっ倒れたと？」

「そうなるわね。何を見たのかはまだ分からない。チヤちゃんには悪い事をしたわ」

（私が感じている悪寒や違和感ですら強烈なんだから、チヤちゃんが見たのはとんでもないものかもしれない。あの子だって結構な経験を積んできているし、大抵の事で気を失ったりしないはずなのに……）

「かなり、へこむ情報ですね、それ」

　そうは言ったものの、真はあまり動揺せず〝自分に実害があるものとも言い切れないから巴達も知らせなかったのかな？　実際、ぶっ倒れたの向こうだしなあ〟と納得した。

　本性や素養などは、調べてもらえるならむしろありがたいなどと考えていた。

「目が覚めたら貴方のイメージを聞くから、知りたければ教えてあげる。自分も知らない何かを知れるかもしれないわよ」

（隠す、騙す、は下げ策さく。とてもじゃないけど敵にできる子じゃない。かといって、今の真君じゃあ味方でいてもらうのも怖くて仕方ない。最上策は隔かく離り。世界の誰も彼を利用できない環境を作るためには……まず手元に、目の届く範囲にいてもらうのが全ての起点。そして、なんとか彼が大事にするもの、守ろうとするもの、その傾向を把握しないと……）

「いいんですか、聞いちゃっても？　実は興味あります」

「その場に同席できるかはチヤちゃん次第だけどね。また倒れちゃっても困るから」

「……キャー、パタン、ですもんね」

「私の目にはごく普通の青年なんだけどねー。この世界では、まあ苦労しそうな容姿だって同情するくらいで」

（魔族との戦争も継続中だし、仮に戦後まで状況を進められても、今度は帝国の智樹が暴れだすのが目に見えている。今だって王都の復興とリミアの膿うみを出し切るので手一杯なのに、またとんでもないモノが目の前に出てきて。もうこれは〝祟たたり神〟の類たぐいね。全部乗り切るには今から動かなきゃ詰むわ。本当に、どこまでもやり甲斐のある世界ね。もしかして、あの女神って試練の神様なのかしら）

「苦労、結構しました」

　苦にがい記憶を思い出したのか、真はわずかに表情を曇らせる。

「その辺りの話は貴方の用事を済ませてから、ゆっくり聞かせてね」

　その時、二人の前方の視界が一気に開けた。

　大きな湖が陽光を反射して、ただただ美しい。

　響と真の通った後はそれなりの死し骸がいがあったが、そんな殺さつ伐ばつとした現実を洗い流すような光景が広がっていた。

　真と話をしながら、彼への印象と評価を相当変化させた響。

　湖に到着した彼女が考えていたのは、巫女チヤの覚醒はいつになるか、という限りなく現実的なものだった。
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　一方その頃。

　巫女は目覚めていた。

　ベッドで仰あお向むけになったまま目だけを開いて、一言も発さずに静かに呼吸を繰り返していた。

（澪さんが蜘蛛くも。災害の黒蜘蛛。信じられない、けど……本当だ。私にはあの人が、あの時と同じ巨大な黒い蜘蛛に見えた。……ううん、同じじゃない。二つ、違った。以前は爛らん々らんとして本能しか窺えなかった目が、凄く静かで穏やかな目になっていたのが一つ。もう一つは……首輪）

　チヤは考えていた。

　あの時。王都に到着したクズノハ商会一行を見た時の事を。

　最初に馬車から降りたライムは以前と同じだった。

　ジオラマのような景色つきで浮かぶ大樹の姿。

　見ていて安心する、チヤが見た中でもトップクラスに穏やかなイメージのまま。

　次に現れた黒髪の女──澪を見た時、チヤは思わず叫さけびそうになった。

　馬車から現れる巨大な黒い蜘蛛。ソレは特に暴れるでもなく、ただ自分を見つめるチヤに笑みを浮かべたのみ。

　彼女は口元に手を当ててなんとか声を抑え、少しでも冷静であろうと、気持ちを静めようとした。

　そして、気付いた。

　以前遭遇した黒蜘蛛とは違う、知性さえ感じさせる目と、その首輪に。

　首輪には鎖がついており、鎖の先は馬車の中に延びていた。

　蜘蛛は時折、首輪と鎖に愛いとおしそうに触れる仕草を見せた。少なくとも嫌がっている様子はない。

　最後にクズノハ商会代表、ライドウその人が馬車から降りてきた。

　最初は心眼を使わず、ライドウの姿を直視したチヤ。

　ヒューマンとしては稀まれに見る不ぶ細さい工くだが、それだけの人物。

　魔力も知覚できないし、ライムや澪と比べると一目で弱いと分かるほどである。商人だという話だし、特に不思議でもなんでもない人だとチヤは感じた。

　そして、チヤは心眼でライドウを見た。

（鎖を、持っていた。蜘蛛の首輪から延びる鎖を）

　彼は真っ白な、卵みたいにツルツルした感じの人型だった。

　小柄で、ライドウ自身のシルエットに似ているようにも見える。

　彼を見る前にも、チヤはそんなイメージを持つ人を数人見ていた。

　土で作った人型のような人もいたし、メタリックな色合いの人もいた。

　数少ない例から、何かに縛られている人に共通したイメージなのかもしれないとチヤは推測していた。

　それらに共通するのは、人型であり無む貌ぼうである事だけ。

　それは個人差があって中には手足が長いイメージもあったが、チヤにはまだそれが何を意味するのか分からない。こればかりは経験不足もあり、仕方ない事だった。

　ライドウのイメージは左手に大きな、凄く綺麗な弓を持っていた。

　そして右手には、三本の鎖。

　鎖の一つは蜘蛛に延び、残る二つは彼方かなたに延びていた。

（鎖の意味は支配とか、奴ど隷れいとか、そんなものだと思う。弓は彼が使っている武器。ただ凄く綺麗で大事そうに持っていたからそれ以上の意味があるかもしれない）

　最初はチヤもライドウのイメージを冷静に観察できた。

　鎖とか弓とか、白という色の意味を考えたりもした。あるものに、気付くまでは。

　それは首あたりだったと、チヤは記憶している。

　その場面の記憶を手た繰ぐろうとするだけで、全身に震えが走る。

　しかし彼女は一度目を閉じて体の震えを止め、意を決したように見開いて記憶と向き合った。

　失態を繰り返したくはなかった。

（そう、確か首だった。その一部だけ、ツルツルした表面がひび割れていて、真ん中が黒かった。小さなシミかと思ったけどそうじゃない。あれは空くう洞どう、穴だった）

　その時のチヤは目を凝らしてその黒い何かを見ようとした。

　そして、見たのだ。

（ナニカがいた。いた？　あった？　分からない。でも、あの目……。ただ見られているだけなのに、私の頭の中に色んな死のイメージが次々に叩きつけられた。何度も何度も殺されたみたいだった。直感でしかないけど、あれは生き物じゃない。本来なら目なんてないナニカなんだ。それがあの人の中から外を見ている。興味深そうに、キョロキョロして）

　イメージのひび割れから覗く目と向き合ったチヤは、恐怖に全身を鷲わし掴づかみにされて感情のまま悲鳴を上げた。

　叫んでも彼はいなくならないし、何も解決しない。

　そんな事は分かっていたが、それでもチヤは叫ぶしかなかった。

　混乱と恐怖が頭を満たすとああなるんだ──と、醜しゅう態たいを晒した時の自分を振り返るチヤ。

　これまでの人生で味わった事のない経験だった。

　果たして、次にライドウや澪と会った時に平静でいられるかと言われれば、今のチヤにその自信はない。彼女は自分が好奇心が強い方だと自負しているが、それでもライドウの内に潜むナニカの正体を知りたいとは思わなかった。

（そんなものを中にしまった人が、あの黒蜘蛛を支配しているなんて……。彩さい律りつは響お姉ちゃんと同じ賢人様だろうから、是非いずれはローレルにって話してたけど……駄目だよ、あの人は駄目。他の二つの鎖だってナニに繋がっているか全然分からないし……）

　チヤはローレルの重鎮にして姉のような存在でもある彩律の顔を思い出しながら、自らの肩を抱く。

　魔族や魔王はチヤにとってはまだ理解できる敵だった。

　人を敵視する亜人や魔物との戦いもだ。

　今チヤは、生まれて初めて根拠が定かでない、どうしてよいか分からない巨大な不安に包まれていた。

（クズノハ商会ってなんなの……？　絶対ただのお店なんかじゃないよぅ……）

　見たものを早く報告しないといけないと頭では理解していたが、チヤは未だベッドから出られなかった。

　一つ確かなのは、未だ言葉を交わしてさえいないライドウへの印象は既に最悪になっていたという事だ。




◇◆◇◆◇




「ん……先輩、こっちです」

「真君、ここに来るのは初めてなのよね？」

　迷いなく湖畔を歩く真に、響が理由を聞いていた。

「はい」

「なんでこっちだって分かるの？　地図は持っていなかったはずよね」

「それは、湖まで出れば案内の人がいる場所は教えてもらってるので」

「ふぅん、そう……」

　真の答えは半分嘘だ。

　案内の者が湖周辺に来ているのは本当だが、実際は自身の能力である〝界〟でその位置を特定している。

　今の彼は魔力体も展開しておらず、界は周辺情報の調査だけに使っていた。

（これから行く場所を考えると、魔力体ことマテリア・プリマは使わない方が良さそうだよな。しかしマテリア・プリマって、略すとＭＰか。まんまマジックポイントな名前でなんかなあ。ひっくり返してＰＭにすると、午後とか、数字をつけたら有害な粒子状物質っぽい名前になるし。ルトってセンスないんじゃないかな、僕が言えた事でもないけど）

　とりとめもない考えに浸り、完全に観光モードで気が緩ゆるんでいる真に対して、響はかなりの緊張状態にある。

　真への対策を考えているのも理由だが、そこまでなら響にとっては許容量。

　今の彼女が普段なら残している余裕まで失っているのは、メイリス湖にいる存在と真との接触を警戒しているからだった。

　響はここが〝瀑布〟の二つ名をもつ上位竜、リュカが住まいとする場所だという事を事前に知らされている。

　かつてランサーと接触した経験を持つ響は、一般人が知る以上に上位竜について正しい認識を持っていた。

　リュカはこの地域では信仰対象にさえされている存在である。

　無む闇やみに触れ合って良い存在ではないと彼女は理解していた。

（リュカに会った事はないけれど、メイリス湖と周辺の秩序を保っているのは間違いなくその竜。人々に信仰を向けられているのも、恐怖よりも恵みへの感謝が根元にあるから。この湖と周辺の森に棲すむ魔物は森の外までは出ないし、縄張りを広げもしていない。この不自然な状況には竜が関わっていると見て間違いない。事実、この湖からもたらされる水も、広がる緑の恩恵も相当なもの。猟師は昔からこの森の外周部分には出入りしているし、湖から続く何本もの川の流域には街が栄えている。つまり、リュカは人と共存できない竜じゃない。なら、不要な諍いさかいは避けるべき。……真君に殺させるわけにはいかない）

　真は響にとって上位竜を倒すかもしれない存在になっていた。

　いや、既にリュカを凌しのぐ存在と見ているとさえ言える。

　それは、真の素す性じょうを掴むための数々の予測の中の一つを念頭においての事。

　今の響には真が、触るな危険──髑どく髏ろ印が隙間なく貼られた危険物そのものだった。

「あ、いました」

「え」

　響は真が指差して示す方向を見る。

　遠くの水辺に確かに何かが見える。

「〝あの人〟ですね、案内の人。一応、その先に先輩も同行していいか聞きますね」

「ねえ、真君。当たり前の事を念押しするようで申し訳ないんだけど、この湖には主というか、水神様みたいな存在がいてね」

「水神様ですか。上手い事言いますね。確かに東洋の竜なんかは、まんまそうですもんね」

「──っ、メイリス湖に何がいるか、知っているのね？」

「まあ、一応は。来る場所の基礎知識くらいは持ってますよ。上位竜のリュカの領域ですよね、ここ」

「……それ、他国には公おおやけにしていないはずなんだけど。この近くの村とか、ここから続く河川流域にある街のいくつかで伝承が残っているだけで」

　響自身は王族から直接契約の話を聞いたので、それらの伝承を知ったのは後からだ。

　ただ、上位竜の名前をリュカと知っていて、かつそれがメイリス湖にいると確信しているように話す真の様子が響には引っかかった。

「僕は今回の配達の依頼人から聞きました」

「ちなみに、その依頼人については教えてもらえるのかしら？　私は日本人で勇者だけど、今リミア王国に属しているのも事実。流石に真君が上位竜と問題を起こすような事態は見過ごせないわよ」

「……依頼人の方は一応、後日当人に確認してからにさせてください。仕事なので、確約できない事は言わない方が無難だと思いますから。でも、間違ってもリュカと問題を起こすような用件じゃないので、大丈夫ですよ」

「分かったわ、真君を信用する」

（請けた仕事には、一応の責任感はあるのね。ただ、真君がさっき〝あの人〟って言った相手、魔物よね？　となると、依頼は冒険者ギルドからじゃないと見るのが妥だ当とうか。一体誰に何を渡す気でいるのか……）

　彼女の予測通り、二人が辿たどり着いた場所にいたのは人ではなく魔物だった。

　外見は人間大のゲル状の塊かたまりといったもので、響が今まで遭遇した魔物の中では〝中の上〟程度の強さと感じるその魔物は、敵意を見せず、近付いてきた二人を迎え入れた。

　これまで、魔物とは戦闘しかしていない勇者にとっては、実に困る反応だ。

「どうも。話は通っていますよね？　配達に来たライドウと申します」

　コクリ、と魔物は頷いた。

（言葉が通じている？　真君の能力？）

　真が口にした言葉は、響の耳には日本語として聞こえている。もちろん、それは魔物に通じる言語ではない。

　だが魔物の反応は真の言葉の意味を理解しているとしか思えないもので、響は真がなんらかの能力を使用しているのではないかと推測した。

「はい、そうです。ここに持っています。あと、もし良かったらなんですけど、リミア王国の勇者、響さんが同席したいようなんです。大丈夫ですか？」

「……」

（話……をしているのよね、多分。私にはゲル状の塊が震えているようにしか見えないけど。特殊な念話かしら？　でも真君は普通に声を出して話しているし……）

「ありがとうございます。え、今ここでですか？　分かりました」

　響が色々考えている間に話はまとまったのか、真はゲルに礼を言い、そして何かを請われたらしく、肩に背負っていた布袋の口を開けた。

　現れたのは大きな卵。

　球形の何かだろうと考えていた響の予想の範囲内のものではあった。

「……真君、それは？　卵なのは見れば分かるんだけど」

　ただ何かと問われれば卵と返してきそうな真の反応を踏まえて、響は予あらかじめその先の説明を求める。

　少なくとも響は今まで見た事がないくらいの、かなり大きな卵だ。

「あまり見る機会ってないですよね。これは竜の卵です」

「竜!?」

　焦りを覚えた響の語気が強くなる。

　メイリス湖は上位竜の領域だ。

　その場所で竜の卵のやりとりなど、相当デリケートな問題を引き起こしかねない。

「はい。リュカの卵なんです。僕は帰郷のお手伝いって感じですかね」

「リュッ！　カッ？」

「先輩？　流石にびっくりしました？」

　珍しく人目を気にせずに意味不明な言葉を放つ響の姿を目の当たりにして、真は冗談が受けた時のように楽しげに話す。

　響からすると体てい裁さいに構っていられる驚きではなかった。本当の素の反応だ。

　これが自分を笑わせよう、楽しませようとする類の冗談だったなら、響はちゃんと相手が喜ぶ対応を酌くんで、その通りにしてみせる余裕があっただろう。

「なん……で、そんなものを、ロッツガルドにいる貴方が持ってるの」

　乱れそうになる呼吸を抑え込んで、響はなんとか続ける。

「それはその、事情がありまして」

「……リュカの卵と言ったわね？　まさか上位竜の卵を略りゃく奪だつした馬鹿がいたの!?」

「え……ああ。リュカの卵っていっても、子供じゃなくてリュカ本人です。少し前に色々ありまして」

「本人!?　あのね、真君。いくらなんでもこれは〝色々ありまして〟で切り抜けさせてあげられないわよ？　リュカはリミアの領土に住む竜。私も完全に無関係じゃないんだから」

「それは、その。この人達に聞いてみないとなんとも……。って、え？　ちょっと？」

　響になんとか弁解を試みる真は、ふとゲルの方を見て困惑の声を上げる。

　そこには体の一部を伸ばしてハンマーのような形に変化させたゲルの姿があった。何やら真に伝えた上での行動のようだが、当の真にもその真意は分かっていないらしい。

　ゲルは二人の目の前でそのハンマーを一気に振り下ろした。

　ゲルのハンマー腕が卵にぶつかると、当然のように殻に大きな亀裂が入る。

　むしろ粉砕しなかったのが凄いというべきだろう。

「セーフ？　というか、意外と丈夫だな」

「ちょっ」

　真と響は呆然とその様子を眺めていた。

　ゲルはそれ以上何もせず、卵の前で佇たたずんでいるのみ。

　沈黙が支配する中、何かを叩く音がしはじめた。

　響はそれが卵の内部から聞こえる音だと気付く。

「冗談でしょ、ここで生まれるっていうの？」

「そうか、今のは孵ふ化かのアシストか」
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　あまりの事態で、真と響の冷静さが逆転していた。

　そのまま見守る事しばし。

　ついに亀裂の中心から厚い殻を持ち上げながら、頭を突き出す鳥の雛ひなのようにして、手乗りサイズの竜の頭が出てきた。

（一体、何がどうして上位竜がいきなり孵化しようとしてるのよ。真君は大して慌ててもいないし、彼にとってはこんな破は天てん荒こうなのが日常だとでも？）

（……西洋型かあ。湖を縄張りにしてて、水属性を何よりも得意とする回復にも長たけた竜ってんだから、蛇へび型を期待してたんだけどな。巴だけなのかね、蛇竜は。……うわ、雛のくせに全く可愛かわいくない殻の破り方だよ）

　事態が呑み込めずに混乱する響と、出てきた竜の頭と爪を見て呑のん気きな感想を抱く真。

　頭を振ったり、体を振ったりして殻を振り払う仕草を期待していた真だったが、リュカは手乗りサイズながら爪を使って極めて冷静に殻を割って、体を外に出していく。

　その瞳が湛たたえる光は無邪気でも無む垢くでもなく、既に大人の知性を備えていると思わせるものだった。

　リュカは落ち着いて殻から出ると、小さな手で何か宙に紋もん様ようを描く。孵化から数分で魔法を行使したのだ。

　すると、周りにあった卵の殻は急激に凍りだし、塵ちりと砕けて消え去った。

　リュカは首の調子を確かめるように左右に何度か動かし、まず魔物を見た。

「私が不在の間、よくここを護まもってくれました。お前達も増やしてやらなければいけませんね」

　竜の口から流りゅう暢ちょうな共通語が流れた。

（生まれつき話せるとか、聞いてないぞ……。こいつ、卵のままでもＫＩＡＩで帰ってこれたんじゃないの？　後始末だけ自分でするし、可愛くないなあ。まあ、ゲルさんは喜んじゃってるから良いんだけどさあ）

　そんな真の不満はさておき、ゲルはこれまでで一番大きく震えていて、さほど透明度の高くない体の中にはいくつもの気泡が生じている。

　そしてようやく、リュカが真と響に顔を向ける。

　ルトや巴、その他上位竜とそれなりに面識がある真は普段どおりだったが、響はその身を強張らせた。彼女にとって、まともに上位竜と会うのは初めての経験だ。

　以前、上位竜ランサーと相対したことはあるが、あの時は戦闘だったし、戦ったのは主に識だった。

「……ライドウ、あの〝気分屋の困った方〟の願い、よくぞ聞いてくれました。私をメイリス湖に帰してくれた事、感謝します」

　リュカが落ち着いた声音で真に話し掛けた。

「いえいえ」

「後ほどゆるりと話をしたいので、もう少しお付き合い願えますね？」

「今日中に戻れれば問題ありません。ですよね、先輩？」

「あ、ええ。大丈夫です、リュカ様」

「ふふふ、様などとつけなくて構いませんよ。リミアの勇者、響。必要であったかはともかく、ここまでライドウを護衛してくれた事に感謝します。そして、今なおリミア王家との契約が守られている事にも感謝を。私からの誠意として、貴女もライドウとともに私の住まいに案内しましょう。人を招待するなど随分と久しぶりです」

「ありがとうございます」

（聡そう明めいな竜みたいね……。それに……リュカも、真君に対して何か思うところがあるみたい。勘だけど、複雑な事情がありそう。なんにせよ、少しでも話が聞けるならそれに越した事はないわ）

「では、頼みます。ライドウ、響。どうぞそのままで」

　リュカはゲルに目線を送る。

　それに応えてゲルの体が大きく膨ふくらみ、広がっていく。

　口を開けるように体が開き、リュカと真、響を包み込んだかと思うと、ゲルはそのまま湖にダイブした。

「陸と湖の間に私の住む空間があります。しばらく水中の景色でも楽しんでいてください」

　ゲルの体は半透明で濁にごりがあったが、薄い膜状になっている今なら容易く外を見る事ができた。

　どこかの水族館が売りにしていそうな、水中の景色が三百六十度広がる。

（陸と海の間ならぬ陸と湖の間、かあ。あ、やっぱ魔力体オフにしておいてよかったな。包んでもらう時に困らせるところだった）

（冷静に。自分の底だけは常に冷たく、状況を見据える。どんなにきつくても、その余白を持たずに考えて動いた先に最良の結果なんてない。余白は余裕ではなく生命線。焦るな、たとえ今この場の決断が戦争とその後を左右するとしても。ベストが得られなくても、最高のベターを諦めない。それが今の私の役目）

　それぞれの思惑を胸に、三者は水に沈んでいく。

　メイリス湖の一日はまだ続く。
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　王都ウル。

　その復興状況は芳かんばしくない。

　王家の財、貴族の財、騎き士しや住民の努力。投じるべきものを適切に使ってもなお、思うようには進んでいない。

　冬という季節もその一因ではあったが、いっそ更さら地ちになるまで破壊された都市なら、かえって復興は早かったかもしれない。

　しかし実際の復興はまず、多くの瓦が礫れきの除去や抉えぐられて原型を失った道の補修から始めなくてはいけなかった。

　更に、王国は今戦時下であり、この世界では魔物という脅きょう威いも存在する。そのため、街の施し設せつの中では外壁の修復が最優先される。

　今回の王都の再建は他の都市の復興速度と比べれば相当早いペースであり、及第点を与えたいところではあるが、そうもいかない。

　王都と同時期に破壊され、奇跡的な速度で復興を成し遂げつつある別の都市があるからだ。

　学園都市ロッツガルド。

　都市としての規模を比べれば、王都ウルとロッツガルド学園は同程度。いくつもの衛星都市を持つという点においても似ていた。

　だが、ロッツガルドの復興速度は凄すさまじかった。

　その復興の進展を聞いた王都の住民や貴族は、自分達の街の復興策に何か問題があるのではないかと疑ったほどだ。

　結局、リミア王家はロッツガルドに復興協力の要請を出した。

　ロッツガルドの復興に多くの学生や魔術師が投じられた事は広く知られていて、リミアでも同様の手法を取ろうというわけだ。

　勇者響が使者に立って要請がなされた結果、あと一ヵ月もしないうちに──思惑はそれぞれだろうが──多くの学生や術師が王都の復興に参加する事になった。

　この要請が通ったという事は、ロッツガルドはもうそれだけの術師を必要としておらず、かの都市が既にかつての姿を取り戻しつつあるという証明でもある。

　世界有数の規模の都市が、たった数ヵ月で惨状からのＶ字回復したのだ。今回のロッツガルドの復興は長く語られていくであろう。

　そんな事情の中、ヨシュア王子に先導されてウルの街を案内されていた澪が、復興状況に躊躇なく苦言を呈ていする。

「随分とゆっくりとしてますわねぇ」

「ロッツガルドが早すぎるんでさ。ウチが手伝った事もありやすが、あそこは魔術師の宝庫です。指示する奴と実行する奴が上手く組み合わさった結果の奇跡とでも言うべきもんじゃねえかと」

　ライムは現実的な状況から今のウルはよくやっている方だとフォローするが、澪の表情は全く納得していない。

「せっかく作り直せるんだから、外壁はもっと遠くに作って、街の内部を広げれば良いでしょうに。ここには考える頭をつけた指導者がいないのかしらね」

「……姐さん。外壁ってのは街の命です。一から作り直すのはそれだけで一大事業っすよ？　幸い、城壁の基礎は大部分が無事みたいっすから、そのまま再建するのは十分妥当な判断です」

「……ああ、それで移転も通らなかったのね。度々魔族からちょっかいを出される立地に王都があっては問題が多いって分かりきってるのに」

「響と、いくらかの貴族で移転を主張したらしいんすが、この状況では無理でしょう。仮に強行したところで新しい王都ができた頃に住人が何割残っている事やら」

　ライムは澪を宥める傍ら、黙って一行を先導している第二王子にもちらちらと視線を送って気を遣っている。

　彼にも澪の声は確実に聞こえているはずだ。

　いくら城を出る時に〝礼儀などはお気になさらず〟と言われているとはいえ、それを言葉通りに受け取るライムではない。

　彼は澪がヨシュアに喧嘩を売っているのではないかとヒヤヒヤしながら、二人の間で右う往おう左さ往おうしていた。

　ヨシュアは棘とげのある澪の発言に対しても冷静に応じる。

「澪殿とライム殿は、かの奇跡の都市ロッツガルドを見ておられるようですから、もっともなご意見かと。王都の現状は我々としても頭の痛い問題で、一刻も早くと気持ちばかり急せいてしまっているのも事実。響が主張した王都の移転も考えるべき事案でしたが、現状王都の機能と街並み、人々の生活を取り戻す事が先決となり、今回は見送られました」

「悠ゆう長ちょうな事。冬の間に終わるのかしら」

　本来、壊滅的被害を受けた都市がそんな速度で立ち直る事はできない。少なくとも数年を見て計画を立てるべきなのだ。

「格好だけでも整えねばなりません、なんとしても。ああ、お二方。こちらです。ここから外壁の上に登れます。城からとは違う王都の姿が見られるかと思いますよ」

　ヨシュアはまず二人を外壁上部へと続く階段に案内した。

　三人はそのまま最短距離で外壁の上に出て、王都の内と外を一望する。

「こりゃあ……ロッツガルドから人が来るって話ですが、それでもなんとか格好がつくまでに半年はかかりそうな……」

「……見事な見立てです。ロッツガルドからの救援の内容を踏まえて議論した結果、最速でそのくらいではないかと試算しています。響はまだいくらかは早められるだろうと話していましたが」

「その頃にはもう魔族が攻めてきますわ。まだ復興中だから攻めてこないなんて理屈が通用する相手ではないでしょうに」

　辛しん辣らつな意見を口にする澪に、どうにも黙っていられなくなったライムが念話で懇願する。

（澪姐さん。この話はそろそろやめておきやしょう。こりゃあリミアの問題ですし、ロッツガルドの救援も来やす。俺らが首を突っ込んでも、良い結果にはならねえんじゃねえかと。旦那も何も仰ってませんでしたし）

（……ライム。貴方も一度桂かつら剥むきになりたいのかしら？）

（かつらっ!?）

（大体、そのロッツガルドの復興だって、どれだけ若様が手伝ったと思っているんです。事実を正しく理解させるのが第一なのです。黙ってなさい）

（いや、あの）

（黙ってなさい、いいわね？　若様には私からきちんと話をします。お前は私に合わせていればいいんです）

（……了解っす）

　結局ライムは、逆に抑え込まれて尻尾しっぽを丸める結果に終わった。

　そもそも、彼と澪では立場も力も違いすぎる。真っ向から澪をどうこうするのは不可能だ。

　精々、多少の方向転換を促うながすのが限界といえる。

「では、クズノハ商会のお二人には何か良い手がおありですか？」

　ヨシュアが澪に対案を求める。

　当然の言葉だった。

「もちろん。よろしければ、今少しお見せしましょうか？」

　澪はニコリと笑って、なんでもない事のようにヨシュアに応じる。

　その様子を見ていたライムは、表面上いつもの様子を取り繕つくろったが、内心ではごろごろ転げまわっていた。

（うあああ！　まただ！　またあの笑顔だ！　旦那、早く帰ってきてください！　無理、これ、俺だけじゃ絶対無理っすからぁぁ！）

　澪が何をする気かライムには分からない。

　ただ、何か〝やらかす〟事だけは彼にも確信できる。

　胃が痛かった。

　ライムはただただ胃の痛みを堪こらえていた。

「是非」

　ヨシュアはやや鋭い目で短く応えた。

「はい。……そうね、あの区画は瓦礫が山積みですね。まだ手付かずのようにも見えますけど」

「あの地域はまだ手を入れられていません。その向こうに見える部分も、それから左手もそうです。瓦礫さえ整理できていません」

「あそこに人はいるのかしら？」

「現在、立ち入り禁止にしています」

「なら、少し魔術を使ってもよろしいかしら？」

「……どうぞ」

「ふふ……」

　澪は小さく微笑みながら懐ふところから扇おうぎを取り出し、それを破壊された街並み──瓦礫ばかりの場所に向けた。

　ヨシュア王子は澪と瓦礫を交互に、注意深く見つめている。

　すっかり観念したライムは、遠くを見つめて薄く笑っていた。

「では、やりますわ」

　澪の短い言葉で、扇が示すその場所に黒い渦が生じる。

　山積していた瓦礫や土ど砂しゃは、一瞬のうちに黒い渦に呑まれてあらかた消えてしまった。

「っ!?」

　ヨシュア王子は思わず息を呑み、右手で口元を隠す。

　目元の表情は分かりやすいほどに驚きを示していた。

（やった。やりましたよー、旦那ぁ。ロッツガルドの復興も俺らの手回しがあったって事、多分見事に知られましたぜー。そりゃ、旦那は住んでいる街を一緒に復興しただけだって思ってらっしゃるから口止めなんぞ大してしませんでしたけどね？　俺は隠した方がいいんじゃねえかと思ってたんすよ。でも澪姐さん、ぶっ壊す気です、色々と）

　長いため息と一緒に、口から何か漏れ出しそうなライムの心の声が空むなしく響いた。

「それに、向こうと、左もそうでしたね？　なら……」

　澪は続けて他の二箇所も瓦礫を消し去ってみせる。

　優先順位があるとはいえ、何ヵ月もそのままだった惨さん状じょうを一瞬で消し去った。

「一体どんな魔術ならあんな事が……。闇属性にあんな魔術などあったのか……？　それに、アレに呑み込まれた物はどこに？」

　澪の術ですっかり更地になった場所を呆然と見つめたまま、一人呟くヨシュア。

「それはこれから出しますわ。とりあえず、外壁の外ならどこでも良いのでしょう？」

　誰に向けられたものではないヨシュアの呟きに澪が応じる。

「あ……キャンプのある場所は避けてほしい、が」

　これまでのクズノハ商会への丁寧な応対が頭から抜け落ちていたヨシュアが、工事の担当者と話すような口調で答えた。

　ただ、王族であるヨシュアの立場を考えれば、この口調でもまったく問題はない。

　むしろこれまでが丁てい寧ねいすぎたとも言える。

「いいでしょう。なら、あの辺ですわね」

　澪も特に王子の変化を気にする事なく話を続ける。もとより彼女は王子の態度など気にして動いていなかったが。

　澪は街の外に扇を向けて、宙に黒い渦を生み出す。

　遠方で黒い渦から土砂や瓦礫が次々と落下して、鈍い振動と低音が外壁の上にいる三人にも伝わってきた。

「なんて、強力な魔術」

「強力？　この程度ならあと何百回でもやれますわ。この街の瓦礫や廃材なんて、その気になれば一日で外に出せます。ライム、今のでどのくらい再建までの時間は縮まりますの？」

「……そっすね。多分二ヵ月は短縮できるんじゃないっすかね」

「あらあら、簡単な事」

「澪殿、ならそのお力を貸してもらえるのでしょうか？　この街の復興を助けてくださると、そう仰るんですか？」

「若様がお戻りになったら改めて確認しますが、まあ今日一日程度なら問題ありませんわ。若様がいなくて暇ひまですし」

「今日一日だけだとしても、なんとありがたい言葉！　もちろん、お礼はいたします。すぐに担当者を連れて参りますので、何卒、ご協力ください！」

「担当者はどうでもいいですけど、王子？　貴方が一緒にいるのが条件ですよ？　クズノハ商会の澪がやる事を、貴方のその目で見届けてくださいまし」

「私などでよければこの目に焼き付けましょう」

　陽ひはまだ高い。

　にわか復興支援をする事になった澪とライムの一日は、長くなりそうだった。
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「洞どう窟くつみたいな場所を想像していたけど、全然違ったなあ」

「そうね、でも水の竜だというならこっちの方が相応しいかもしれない。凄く、興味深いわ」

　真と響はメイリス湖の中央に浮かぶ島に建つ巨大な神殿にいた。

　どこか古代ギリシャを思わせる造りの神殿は、石のタイルや柱はもちろん、一つ一つの構成品が大きく、明らかに人の住む場所ではないと分かる。

　外に見える景色は一変していて、周囲の湖は凍り付き、強い風が吹き荒れている。

　地じ吹雪ふぶきが渦を巻きながら湖面を走る様さまは、まるで極寒の大地。

　当然、生物の気配は感じられない。

（……損傷が酷い。遺跡ならともかく、ここは住まいで、しかも魔術や剣による新しい傷も随分ある。真君の言っていた〝色々ありまして〟は、かなり荒っぽい事だったみたいね）

　神殿は外観も内部も、どこも住居というには酷く損傷していた。

　響の見立ては正しく、新しい傷も多い。

　凍いてついてはいても、武器や魔術による多数の傷跡は生々しく神殿と湖に刻まれており、彼女は最近この場所で大規模な戦闘があった事を確信した。

「古来、水は鏡としても使われてきました。水の特性とは、人が思う以上に多様なものです」

　ゲル状の魔物の上に狛こま犬いぬのようにちょこんと座っていたリュカは、招待した客人の感想に首を回して応えた。

　上位竜リュカの住まいは、メイリス湖中央の島。とは言っても、そこには青い湖面も豊かな緑もなく、白く冷たい極寒の様相である。

　そもそも、先ほどまで真達がいたメイリス湖には中央に島などもない。

　今彼らがいるメイリス湖は、リュカが生み出した異空間とも言える場所だった。

　巴のそれとは大分仕様は異なるが、リュカもまた己の空間を持つ竜なのだ。

（鏡か。鏡面世界とか、そんな感じなのかな。水面の景色って波で崩されたりして不安定なイメージだけど、ここは空間としては安定している感じだ。魔族領を彷ほう彿ふつさせる景色でありながら、どことなく巴の亜空と似てる気がするのは……ひょっとして、水って空間の属性に近いんだろうか？）

　真は巴の固有能力である亜空と、リュカが作ったであろうこの空間を比較していた。

「リュカ、単たん刀とう直ちょく入にゅうに聞きます。水属性を応用すれば、一時的にでも異空間を構成して保持できるんですか？」

　響は水属性の応用で収納用の異空間を生み出せないかと考えた。

　それができるなら軍の運用において画期的だ。

　魔族に少しでも技術や戦略面で対抗しなければ、ヒューマンの苦戦は続くと理解しているからこその質問だった。

「さて、可能性はないとは言いませんが。この神殿は私の持つ水の特性と、メイリス湖の力を合わせた偶然の結果。私がここに住んでいる理由でもあります。空間を生成するような魔術に一番近いのは水ですが、貴女が考える利用方法を実現するなら、それは卓たく越えつした幻まぼろしの使い手が一番可能性を持つでしょうね」

「卓越した幻術……。確かに、これだけの事、容易くはできませんか」

　落らく胆たんする響の隣で、真はリュカの言葉に反応せずに考え事をしていた。

（まんま、巴の事じゃないか。多分リュカは知ってて話している気がする。上位竜の記憶って……実際どうなってるんだろう。それにしても、ここはやっぱり亜空とは違う。精々湖周辺程度の広さしかない。それに大分ガタが来てる。多分この異様な冬景色もリュカの不在によって放置された結果だろうな）

　真は界を使ってこの領域を把握しようとしている。

　集まってくる情報から、この場があくまで現実のメイリス湖と繋がった場所であり、その気になれば完全に隔かく離りされる亜空とは成り立ちが違う事を掴んでいた。

「さあ、どうぞ。幸さいわい私も今はこのサイズです。ここで十分話ができます」

　リュカの招きに従って進んだ先は中庭だった。

　そこは例外的に明るく柔らかい光に照らされ、凍った湖も見える。

　テーブルと椅い子すが用意されており、カップとポットまで置いてあった。

　真と響が席に着き、手乗りサイズのリュカは底上げされた彼女用の椅子に座る。

　ゲルは器用にポットを掴んで紅茶らしき飲み物を真と響に供きょうした。

　ずるずると中庭から出て行く後ろ姿を見て、真は素直に感心を表す。

「彼、器用ですねー」

「私の身の回りの事をやってもらっています。あの騒ぎで大分数を減らされましたが」

「眷属ですか？　それとも信者かな？」

「彼女とミスティオリザードのような関係ですよ、ライドウ」

「ああ」

　リュカは真にしか分からない答えで両者の関係を表してみせた。

「……リュカ、私は本当にこの場に同席していていいんですね？」

　響は、早速自分に分からない話題を共有しているらしい二人の様子に配慮して聞いた。

　既に同席を許されているが、一応の確認だった。

「もちろん。私は貴女に個人的な興味も持っていますから。是非同席してください。ライドウとの話は長くなりませんし、その後、二人で話したい事もあります」

「……分かりました」

「さて、ライドウ。あの方が随分と迷惑をかけましたね。一応問題は収拾したとはいえ、貴方の力なくば、事はもっと大きくなっていたと容易く想像できます。重ねて、感謝を」

「そこまで畏かしこまってお礼を言われるほどじゃありませんよ。それに、一番迷惑をかけられたのは多分グロントさんですし。僕よりあの人を労ねぎらってあげた方が良いんじゃないかと」

「グロントですか。既に白の砂漠を踏とう破はして会っていたのでしたね。確かに、私がこのような状態でしたから、彼女にも大分負担をかけました」

「ええ」

「ともあれ、ライドウには上位竜として報むくいねばならないと考えています。貴方は金品などでは喜ばないでしょうから、私は魔術書を用意しました」

　魔術書という言葉に、響は一瞬警戒を強める。強力な魔術書がどれほど脅威になり得るか、彼女はよく分かっていた。

（魔術書……真君からは時折強い魔力を感じたり、何も感じなくなったり、よく分からない感じになったりする。紫の雲を散らしたあの攻撃といい、やっぱり魔力も強大と考えるのが妥当か。となると、竜の魔術書というのは彼の力を更に肥大化させてしまいかねない。でも現状ではそれを防ぐ手はないか。歯は痒がゆい……）

「魔術書ですか。ありがとうございます」

「おそらく、貴方が必要とする書だと思います。……全てを円満に、良く導くために活用してください。もちろん、いくつ持っていっても構いません。案内させますから、これから見てきてはいかがですか？」

「良いんですか？」

　貴方が必要とする、というフレーズに真は素直に反応した。

　何かと事情を知っているらしいリュカが、真に必要なものとして用意した魔術書である。当然興味はあった。

「もちろんです。私からのお礼を受けてくれましたし、報ほう酬しゅうも受け取ってくれるのならこちらとしては嬉しい限りです。中庭の向こう、湖沿いの通路に案内を待たせておきます。堅かた苦くるしい話は終わりという事で、私はしばし響と話がありますから」

「すみません。ありがとうございます」

（今までで一番真面目な感じの上位竜だな、リュカって。正直、調子狂うよ）

　真は席を立ち、リュカに示された通りの通路を進んで、響達の視界から消えた。

「……」

「……」

　真の背が消えるのを見ていたリュカと響の間に、しばし無言の時間が流れる。

「……真君を退席させて、私と話したい事があるのは分かりました。ただ私は、どちらかといえば貴女は私よりも真君寄りの立場だと思っています。理由をお聞きしても？」

　これまで沈黙していた響が、リュカを真っ直ぐ見据えて発言する。

「察しが良いですね。私が見込んだ通りの人物のようで安心しました、響。二人になりたかったのは、貴女に頼みたい事があるからですよ」

「頼み……ですか？　上位竜の貴女が、私に？」

「不思議ではないでしょう？　女神とて、勇者に頼み事をしているのですから」

「……」

「私は見ての通り、今はあまり力をふるう事ができない身。本当ならこうなる前に貴女に接触できれば良かったのですが、予想外の事態が起こってそれは叶いませんでした」

「色々あって、ですか？」

「無論、頼み事をするのですから、事情は後ほど話しますよ。……響」

「なんでしょうか」

「ライドウを封じてください」

「っ!!」

　あまりに予想外の言葉で、響は息を詰まらせる。

　驚きを目に残したまま、彼女はリュカの言葉の続きを待った。

「封じるといっても、物騒な事をしろとは言いません。具体的には、彼をこれ以上成長させないでもらいたいのですよ。そのお目付けをしてほしいのです」

「どういう、意味でしょうか？」

「貴女も既に気付いていると思いますが、あの者は非常に危険です。既に、この世界に住む全ての存在にとっての脅威です」

「……それほどですか」

「私達上位竜は本来、人と亜人の諍いなどに介入しませんし、興味もありません。はっきり言ってしまえば、どちらがこの世の春を謳歌しようと構いません。だからこそ女神の下僕である精霊はともかく、上位竜は此こ度たびのヒューマンと魔族の戦争に積極的には関与してきませんでした」

「……」

　上位竜達は力ある存在として周知されながら、今起きている戦争にほとんど干かん渉しょうしていない。

　帝国騎士の一人に加護を与えているグロントは、戦争があろうとなかろうと定期的に人に力を与えている試練の竜だ。

　例外は〝竜殺し〟ソフィアと行動を共にしていたランサーだったが、彼とてヒューマンに協力していたわけでも魔族に協力していたわけでもない。

　ソフィアとの契約で、お互いの目的のために動いていただけにすぎない。

「しかし、人、亜人、その他のあらゆる種族をも含めてこの世界の事を考えた時、今未み曾ぞ有うの脅威になっている一人のヒューマンがいます。それがライドウ。深澄真です。彼の出方次第では、私も動かなくてはいけません」

「……未曾有の脅威」

　響はリュカの考えが極めて自分に近い事を直感する。

　この竜は、真の危険性を自分と同じ感覚で理解していると。

「人は水の如く移ろいやすく、柔じゅう軟なんな器を持ち、いかようにも変化する生き物。本来、その変化は見守るべきもので、貴女達の中から旧態を打ち破る革命者が出ても、それは自然の流れというものです。しかしライドウはそれですらない。彼はただ破壊するだけです。何も生み出さない。旧態も現状も未来も、ただ破壊する。そうする可能性だけを色濃く持つ存在です」

（ほぼ同じ考えね。真君は、敵対が確定した存在と戦う事を躊躇わない。そして命を、おそらく自分のも含めて凄くドライに捉えている。問題を解決するためならたとえ殺してでも障害を排除する。この流れを自然に受け入れてしまっている子だ。その先は、多分見ていない。そして先が見通せずとも、躊躇なく踏み出す）

　リュカは、ソフィアに討たれて一時的に存在を吸収された。

　響との接触を考えていたリュカにとって、これは大きな誤算だった。

　だがそのおかげで彼女は、二度のソフィアとの対戦、そして卵の中、ルトの分析を通じてライドウという存在を相当に知る事ができた。

　その上で、最初に彼女の頭を満たしたのは、すぐ傍にいた同胞への罵ば声せいだった。

　どこまで自分勝手にてめえの楽しみを追求するつもりだ、この○○！　世界をなんだと思ってる、××どもが!!

　八割がルトへ、二割が巴に向けられていた。

　表記するのが憚はばかられる非常に汚い言葉は、リュカが何周も生きている中でも久々の激怒の主張だった。

　だから、生前（？）目をつけていた響がライドウと一緒にメイリス湖に来たと分かった時、リュカは心からこの偶然に感謝した。

　そして自じ重ちょうというものを捨てる事にした。

「少なくとも、以前の彼はそんな素そ振ぶりもない普通の男の子でした。あんな隠しようもない異常性は多分持っていなかったと思うんですが……」

「考えられる原因は、この世界でしょうね。家族からも平和な常識に満たされた世界からも離れ、これまで納得していたはずの〝あちら〟の考えが少しずつ剥はがれ落ちてしまった。それでもまだ、卵の薄皮程度には道徳や倫理感が生きています。それが響の知る以前のライドウの残ざん滓しと言えるでしょう」

「この世界に来なければ埋もれていったであろう異常性……。つまり、来てはいけなかった人って事ですか？」

「まさに。本来なら彼だけがこの世界に召喚されていただろう状況を考えると、救いも残る今の状況はある意味奇跡的ではありますが」

「……それはどういう事でしょう？」

「上位竜の長が女神と繋がりを持っています。その者の情報ですから確かですが……本来この世界と縁えにしがあったのは、ライドウだけなのですよ」

「つまり、イレギュラーなのは真君じゃなくて、勇者として呼ばれた私達？」

「はい。そして私の推測ですが、恐らくそれがライドウの負い目にもなっています」

「負い目？　それは、どうして？」

　響が推測の根拠を尋ねたのはもっともだ。

　響も智樹も、女神から事情を聞いて世界の転移を了承した。

　確かに十分考える時間があったかと問われれば違うが、己の意思で選択した上での事だ。

　だから勇者になったのは、たとえイレギュラーだったとしても、誰かに、真に負い目に思ってもらう謂いわれはない。

「あくまで推測です。折を見て貴女の目と耳で確認してください。そしてもし、合っていたなら……」

「……私がそれをなんとも思っていない、むしろ筋すじ違ちがいだと思っている事は黙っておけ、と？」

「……理解が早くて助かります。上手く利用してください」

　相手が勝手に負い目を持っているなら、それは正さず利用すべきだ。

　二人の認識は一致していた。

「正直、真君の危険性については私も感じていました。確信になったのは今日ですが。期待に沿えるかは分かりませんけど、彼とは上手く付き合っていかねばならないと思っています」

「それで結構です。戦場に慣れさせず、できるだけ戦争から遠ざけ、本人が商人である事を良しとするなら、その動きを助けてあげてください。当面はそれが一番のはずです」

「根本的な解決策は、流石にありませんか？」

「一つ、あります。しかし、彼はともかく彼の周囲がそれに納得しないでしょうね。もしもそれらの説得が叶うなら一番の方法を、今彼が見に行っています」

「っ、それは？」

「簡単です。送還の儀式、その手法ですよ。私としては最高の解決策ですが……今の状況を考えれば実現は不可能でしょうね……」

「送還ですか!?　つまり日本に帰る方法!!　それなら!!」

　響はリュカの示した解決策に一気に瞳ひとみを輝かせた。

　確かに、その方法ならば、この世界にさして未練がないであろうライドウを、同意の上で完全に隔離できる。

　誰もが不幸にならない最高の方法だと彼女には思えた。

　しかし同時に、リュカがそれを不可能だと残念そうに言った事が引っかかった。

「……儀式の完かん遂すいに千人ほどの人命が必要な上に、一方通行の送還しかできないのですよ。しかも強制ではなく、当人の同意がなければ儀式そのものが成立しません」

「千人……」

　響は考える。

　今後の世界にとって、その犠牲が多いのか少ないのか。

「ライドウには特殊な交友関係も多く、この世界で深い関係をもっている相手も少なからずいます。あまりに現実的ではないのですよ」

「それは巴さんとか澪さんですか」

「……ええ。厄介な事です。澪という者については貴女の仲間、チヤが知っているでしょうね。戻ってから聞くといいでしょう。確実に言えるのは、巴にしても澪にしても、送還への同意を得るのは不可能だという事です。元々この世界の住人である者は儀式に同意してもライドウと同じ世界には行けませんから」

「……」

「響、良いですね。戦闘ではなく、別の方法で彼を変え、なんとか平穏の中に封じてください。ライドウは貴女や帝国の勇者とは力の器そのものが違います。あれは突然変異であり、力で対抗するのは愚者のする事です。人がどれだけ大きな器を作っても海は収められません。比較する以前の問題です」

「力の器……」

「正直、あのまま成長などしようものなら、この世の力を全部一つにしても戦いすら成立しないでしょう」

「なら、まさか女神でさえ」

「……もし、女神が直接世界に降りて彼と戦うような事になれば──」

「……」

「──この世界の秩序は根底から破壊されるでしょう」

「馬鹿な」

「私はそれを確信しています」

「……」

　真は女神を下くだす力さえ既に持っていると、リュカは言う。

　流石にそこまでの極論は、響にも容易くは受け入れられない。

　彼女はこれを、ライドウについての一つの意見として胸の内にしまった。

「貴女は女神の作った世界を表ひょう裏りともに知り、それでも内から変えようと考える事ができる者です。私はその姿勢に心を打たれました。今は非力の身ゆえ、加護も契約もしてあげられませんが、私、上位竜〝瀑布〟のリュカは勇者響の協力者になると約束しましょう。この世界を、私は響に託たくします」

「……先ほども言っていましたけど、リュカはどうしてそんな体に？」

「ああ、まだ説明していませんでしたね。実は私、少し前にソフィアに殺されてしまったのです。ここに残る戦いの痕あとはその時のものです」

「……え？」

　あまりに何気なく語られたリュカの言葉に、響は耳を疑った。

　神殿に残る損害は、とても一個の存在と上位竜の戦いによるものだとは思えなかった。一体ソフィアはどれほどの力を持っていたというのか。響の表情に暗い翳かげが落ちる。

「私の他に紅あか璃りと夜よ纏まといも殺してその力を得たソフィアを、あのライドウが無傷で半殺しにしました」

「……ええ!?」

「で、ソフィアは最終的に我らの長によって始末された。解放された私達は上位竜の長に卵状態で管理され、今ライドウが各地に配達している、というわけです」

「……」

「あれは魔族とも繋がりがありますし、響はきっと大変苦労すると思います。並みの男なら確実に若くして無慈悲に毛髪を失うでしょう。しかし、貴女なら全ての事情を酌んで、最良の結果を導き出せると信じています」

「ちょ、魔!?」

　次々と知らなかった事実を明かされて、響はリアクション人形と化す。

　つぶらな瞳でまっすぐ響を見ているリュカが、小さい体に似つかわしくない破壊力で次々に彼女を追い込んでいた。

「ふう。話したら少し気が楽になりました。肩の荷が下りた気分です」

「お、下ろさないでよ!!　魔族って何よ、それじゃどうやったって対立する時がくるじゃない！」

　響は椅子から立ち上がって声こわ高だかに抗議を叫ぶ。

「……頑張ってください、響」

「協力者なのよね？　さっきそう言ったわよね？　今まとめて言う事じゃなくて、もっと前に教えてくれるべきなんじゃないの、色々!?」

「すみません。ずっと死んでいて、今日生まれ変わったばかりなので。見聞きはできても伝えられない状態でした」

「なんなのよ、それ……死ぬって何よ、もう……」

　響はすっかり脱力し、腰が抜けたように再び着席する。

「それでも、響は折れません。貴女の本質は挑戦者。そして貴女は天才です。人の力を振り絞って、なんとかこの世界と、ほどほどに女神を守ってください」

「なんだろう、物凄く、疲れた」

「戻ったら巫女の話を聞きなさい。そして、できるなら一度ライドウと手合わせをしてみると良いでしょう。そうすれば、貴女にもきっと分かります。私が見て、恐れたものが」

　状況を把握しようとしているのか、ただ憔しょう悴すいしているのか分からないが、響はしばらく返事もせず、俯うつむきがちに目を閉じて沈黙を続けた。

「……一応、送還の話と説得。それから手合わせはしてみます。やるしかないなら、抱えて前に進むべきなのは分かりますから」

（旅人の服を脱がすのは北風じゃなくて太陽、和わ藤とう内ないを負かすのは虎じゃなく老母、か。現実に戦争やってる最中に、もう片方の手でそれをやる事になるとはねえ。クズノハ商会と魔族を相手に両面戦争している気分だわ……）

「頼みます。ああ、ライドウにはこれまで通りの対応でお願いしますね」

「事情を話したのは、私ならそれをやれるからでしょう？　なんとなく、貴女の性格が分かってきました」

「頼もしい事」

　響は立ち上がって、真の行った書庫を目指す。

　リュカも同行すべく響の肩に乗る。

「そうだ、響。今の私も短い時間なら大きくなれますから、帰りは私が送りましょう。貴女の名に箔はくがつけられます」

「少しでもプラスに利用できそうなものは、この際もらっておきます、ええ」

　竜に乗って帰る事の意味を考え、即座に申し出を受ける響。

　大量の情報を聞き、しばらくは眠れない日々が続きそうだと、彼女は小さくため息をついた。




◇◆◇◆◇




　巨大な竜に乗って王都に帰還した響と真。

　夕焼けの空に飛来したリュカの巨きょ躯くは王都の民を驚かせたが、響がその背に乗っている事が知られると、大喝かっ采さいで迎えられた。

　そんな中、真は景色の変化に気付き、推測を巡らせる。

（あれ、瓦礫が大量に外に出てる。まだロッツガルドからは救援は来ていないはずだから……澪がやったのかな）

　いつも通り卵配達を終えた真は、有益な魔術書を何冊もリュカから貰いうけて上機嫌だった。

　世界と世界の間を自在に転移するために使えるかもしれない術式が記された魔術書の存在は、真を夢中にさせた。

　響とリュカが話を終えて彼を迎えに行った時も、真は魔術書を真剣に読み進めていたくらいだった。

　外壁の手前でリュカから降りて彼女に礼を言った真と響は、そのまま城に戻って一旦別れた。

　真は澪とライムに会って一日の報告会。

　ライムを労い、復興の手伝いをした澪を褒め、リュカからもらった魔術書を彼女に見せていた。

　一方響は、リミア王とヨシュア王子、そして王の側近を集めた緊急会議に出席した。

　真達とは対照的に緊きん迫ぱくした雰囲気の中、リュカの事を説明していく響。

　もちろん、リュカから聞いた話の内容はおいそれと話せるものではなく、響が本来感じていた危機感は、その場では全て伝えきれなかった。

　更にヨシュアからはクズノハ商会の復興支援能力についても報告があり、響の口から今日何度目かのため息が漏れた。




　そして……。

　会議を終えた響は、目を覚ましたチヤに会いに来ていた。

「澪さんは黒蜘蛛だよ、お姉ちゃん」

「……勘弁してよ」

　真達のイメージを無理に聞き出そうとは思っていなかった響は、自らその話題に触れて話しはじめた巫女に深く感謝した。

　しかしその内容が、彼女の顔をヒクつかせた。

「本当だよ。それで。あのライドウって人は、その黒蜘蛛──澪さんを支配しているか、飼っている」

「……はぁぁ」

「お姉ちゃん？」

「何、チヤちゃん」

　この日の夕食はクズノハ商会と王族、それに勇者とそのパーティだけで催されるように手配を終えている。

　流石にチヤの同席が可能かどうか分からず、その意思確認の意味も込めて、響はお見舞いに来ていたのだ。彼女は心眼を使わせた事を真っ先に謝罪したが、逆にチヤの方から謝罪は不要だと怒られた。

「あのライドウって人は絶対に駄目だよ。戦うのも、仲良くするのも駄目。あの人はみんなの中にいていい人じゃないと思う。できるなら、クズノハ商会にも関わっちゃ駄目」

「チヤちゃんには、あの人はどう見えたの？」

「……白くてツルツルした人型のイメージだったけど、中に凄く駄目なナニカがいたの」

「人型のイメージの話は前にも何回か聞いたけど、その中身っていうのは初めてね？」

「白い部分が少し割れてたの。そこから、少しだけ見えた」

「割れて……。つまり白の人型が彼の、そうあろうと思っている姿？　それが綻ほころんでいる？　でも白って。これまでそんな色のイメージはなかったわよね？」

「うん。でも純白だったよ」

　響は白という色に何か引っかかりを感じたものの、理由が思い出せなかった。

「どちらにせよ、危ういイメージなのは分かったわ。解かい釈しゃくをすぐに決定しない方がいいって事も。ありがとう、チヤちゃん。もうあの人達を心眼で見なくてもいいからね」

「うん。でも……必要だったら、またやるから」

　チヤは少しの躊躇いを見せたが、健けな気げにそう言った。

「それにしても、澪さんが黒蜘蛛ね。一回遭遇しただけでその後遭遇報告さえないのは不自然だとは思ったけど……まさか商会の従業員とは、予想外もいいところね。つまり私は、自分を瀕ひん死しまで弄もてあそんで気まぐれで帰った相手に、後々修練を助けてもらって、武具までもらったって事か……。何やってんのよ、ほんと」

　自じ虐ぎゃく的な呟きが響から漏れ出す。

　彼女にしては珍しく、悲痛な響きを帯びていた。

「ライドウって人は多分、もっと強いんだと思う。それに澪さんは支配されるのを嫌がってないみたいだった。あと……」

「うん、続けて」

「あの人のイメージは、支配の鎖を三本持っていた。だから、あと二人、澪さんみたいな人がいるよ」

「二人、ね。うん。大体見当がついてるわ」

「そうなんだ。流石お姉ちゃんだね」

「……ねえ、チヤちゃん。今日の夕食、クズノハ商会の人達と一緒だけど、来られる？　辛つらかったら部屋で食べても良いよ？」

「行くよ。私は、あの人達に失礼な事しちゃったんだから、謝っておかないと」

「怖くない？」

「機嫌を損ねてリミア王国とローレル連邦に迷惑をかける方がもっと嫌だから、大丈夫」

　年不相応の顔をした巫女が、毅き然ぜんと言い放った。

　一瞬唖あ然ぜんとした響も、すぐに喉元で嬉しそうな笑いを発して頷いた。

「ありがとう。それとね、食事が終わったら余よ興きょうって事で私、一度彼と戦ってみようとおも──」

「駄目!!」

　響の言葉を遮って、チヤが悲鳴に近い声を上げる。

「……手合わせよ。殺し合いじゃない。私の推測だけど、彼はそういうのなら安全なはずなの。それに、もし危険でも……どうにも見極めないといけない相手なのよね。人から言われたのもあるけど、私自身一度はそれが必要だと思ってる」

「あの人は、智樹さんより遥かに危ないよ？　多分だけど、魔王より……」

「うん、分かってる。同感だよ、チヤちゃん。きっと他の手もあると思うんだけど、実は私も、少し試したくなってきてるの」

「あの人を……じゃなくて、お姉ちゃん自身を？」

「そう。もう私欲では動かないと考えていたんだけど。まだ私も駄目だね。全てをぶつけて、彼と、自分を、知りたいの」

「……じゃあ、私も見てる。どんな怪我けがをしてもすぐに治すから」

「お願いね。駄目な勇者でごめんなさい」

「私にとって響お姉ちゃんは最高の勇者様で賢けん人じん様だから、駄目じゃないよ！」

「……うん」
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「まさかこんな申し出を受けてもらえるなんて思ってもいなかったわ。ありがとう、ライドウ殿」

「いえ。僕も少し考えている事があって。勇者様と手合わせできるなんて、それだけで生徒達に自慢できますよ」

　メイリス湖から戻り、つつがなく夕食を終えた二時間ほど後。

　真と響は城の裏手にある騎士達の訓練で使われる場所で対峙していた。

「観客は少ない方がいいでしょうけど、これ以上減らすのは無理だったわ」

　響の言葉にあるように、離れた場所に少数ながら観客がいる。

　勇者のパーティとリミア王、ヨシュア王子、それに数名の貴族。そしてクズノハ商会の澪とライムだ。

「構いませんよ」

（試したい事だけやったら適当に負ければいいんだし）

　真はそう考えて気軽に頷く。

「お互い真剣に、全力でやりましょうね。で、終わったら一緒にお酒でもやりましょ。少しは飲めるでしょう？　これだけの夜じゃ申し訳ないもの。おもてなしするわ」

「少しは。喜んでご一緒します」

　真の気持ちを知ってか知らずか、響は手合わせながら真剣勝負である事を念押しする。

　対する真は、手合わせよりもその後の事を心配していた。

（お酒か……。先輩は異様に強そうだよな。無理やり飲ませはしてこないだろうから、早めにお茶にすればいいや）

　そんなやり取りを終え、二人は互いに距離を取る。

　真が持つ武器が弓である事に配慮してか、剣士の間合いより随分離れていた。

「じゃあ……始めましょう」

「はい」

　その一声で、場の緊張は一気に増した。

　響は腰こしの銀帯から狼おおかみのホルンを召喚し、一気に本気の武装を展開する。

　強く輝いたホルンと銀帯が彼女の体を包み込んだ。

　ごく小さな面積を薄く隠しているだけだが、神器の形成する不可視の防御フィールドが響に高い耐久力を与え、同時に速度が上昇する。

　更に、抜き放った風属性の剣が彼女の速度を累るい積せきして強化する。

（とにかく、速度と火力に特化。メイリス湖で見た通りだ。当たらなければどうという事はない──ってタイプ。先輩、漢おとこだ。防御力はそれなり、あの露出具合もメインは速力か。徹底してる。……ってか、その上更に魔術で身体強化かよ。フルブースト、先輩は初手から全開か）

　真は弓を手に、魔力体を展開して響の様子を観察していた。

　そして、格好の相手だと確信する。

　魔族領で〝創造〟を為した後、真は自分のイメージについて少し気付いた事があった。

　しかし、それを試してみようにも、なかなか丁度良い相手がいなかった。

　真は今、響で試そうとしていた。

　命を奪うつもりはないし、傷や後遺症を残す気もない。

　そう考えると、真も気楽に響との〝真剣勝負〟を受ける事ができた。

（弓は矢をまっすぐ放つ。ブリッドや魔力で作った矢ならともかく、実体のある矢はそういうものだと僕は決め付けてた。でもこの世界ならもしかすると、もっと凄い事だってできるんじゃないかって思うんだよな）

「……ふっ!!」

　日本刀のようにバスタードソードを片手で構えて真を見ていた響が、その場で剣を薙ないだ。
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（っ、居い合あい!?　違う、剣圧）

　うっすらと色を帯びた剣圧が波打って真に迫る。

　無論、それは真が纏う魔力体に阻まれて消えた。

　しかし、衝撃で舞い上がった土ぼこりが、真の視界を塞ぐ。

「……」

（まるで居合いだった。剣圧を飛ばすとか、凄い勇者っぽい）

　真は焦る事なく、弓を持ち上げて右手に矢を持つ。

　矢は番つがえず、ただ待ちの姿勢で響の動きを待っていた。

　真が展開する魔力体の背に斬撃、次いで右、左、また左。

（もうあれだけの間合いを詰めてきた。亜空の狼よりも速い、かな）

　視界も回復しない状態で、真は次々に響の攻撃に晒される。

　しかし、どれも魔力体が阻み、真の体には届かない。

　響の剣から焦りは感じないが、斬撃と斬撃の間隔が徐々に開き、彼女が分析しているのが分かる。

「あ、いた」

　真の正面に響の姿。

「物凄い防御力ね！」

　やや身を屈かがめた姿勢から、躊躇いのない一いっ閃せんが真に放たれる。

　その一撃が、見えない魔力体を切り裂いた。

　付与した魔力もさる事ながら、真の目に追えない速度の斬撃だった。

「鞘さやもないのに、どうやって居合いなんて」

「風を鞘にするだけよ？　ようやく、まともに攻撃ができそ──っ！」

　響の次の一撃は発動の前に潰された。

　真が再構成した魔力体の腕が、力任せに彼女を地面に叩きつけていた。

　そのまま押さえつけられて響の動きが止まる。

　それでも彼女は剣を放していない。

「風を鞘って……どういう発想ですか！」

「ぐっ！　確かに手応えはあったのに、このっ！」

「っ!?」

　またも真の魔力体が砕くだける。

　真の目に見える魔力体の腕、響を押さえつけたその腕を何かが貫通し、そこから一気に構成を壊されたようだった。

（銃じゅう撃げき？　いや、先輩はそんなものを使ってない。剣で、何かをやった。しかし、全身をバネみたいに使ってよく動く！　拘束は難しいな）

　響の放った謎の攻撃の強力さに驚きながら、真は距離を取った響の姿をようやくその目にしっかりと捉えた。

　矢を番え、そこにいる響に集中する真。

　対して響は冷静に真の行動を分析する。

（なんとか、穿せん孔こうならあの拘束を解ける。それに、多分あの私を押さえつけたナニカが真君の防御。つまり、もっと威力を上げた穿孔なら、真君に届く可能性はある。だけど、この程度？）

「……」

　真は響に照準を合わせた。

　そこで響は気付く。

（矢は回避できると思っていたけど、確かあの子は異様な命中率を誇ほこっていた。それが私の風を応用した居合いみたいに、この世界で昇しょう華かされていたら？　……いいわ、必中なら必中でも。体に触れた瞬間に叩き落せばいい）

　無言で二人の視線が交こう錯さくする。

（矢を払って、居合いで防御を裂く。間髪いれずに全力の穿孔で逆に一いっ矢しってとこかしら。でも、真君は動かない。なら……こちらから誘うまで！）

　響の姿がかき消える。

　真には土ぼこりの有無など関係なく、その姿が全く追えなかった。

　追うつもりで見ていればまた別だったかもしれないが、弓を引き絞り、矢を番えた姿勢のまま、彼は微動だにしない。

　その視線はまっすぐ前を見ていた。

　ソフィアの速さと響の速さは質が全く違う。

　響は虚きょ実じつを混ぜ、人の目の錯さっ覚かくや意識の盲もう点てんを利用した、感覚的な速さをも活用している。

　ライムが初見ではお手上げだと考えたように、非常にタチが悪い。

　辛かろうじて肉眼で追えたソフィアの時とは違い、響の速さは真にとっても極めて異質なものだった。

（やっぱ、全然見えないや。いいね。これでいい。これじゃなきゃ試す価値がない）

　しかし、あろうことか真は目を閉じて、かき消える直前の響の姿を脳裏に焼き付ける。

　その彼女を的に確かなイメージを結んで、静かに矢を放った。

　再び目を開けた時、真は魔力体が破壊されるのを感じた。響の攻撃は鋭さを増し、威力がどんどん高まっているように思えた。それは何かしらの能力なのかもしれないが、今の彼にはどうでもいい事だった。

　魔力体がなくなった真は、目ではなく界を使って響の位置を把握する。

　そこには剣を持つ右の肩を矢に貫かれた響がいた。

　痛みと驚きで動きを止めた彼女だから、真も容易く位置を掴めたのかもしれない。

　それほど今の響は速かった。

　そして彼女は驚くべき行動に出た。

「左手!?」

　剣を左手一本で持ち直し、そこから無理やりに彼女の奥の手である穿孔を放ったのだ。

　斬撃の波が螺ら旋せん状に捻ねじられて一点を貫く形状を取る。

（剣圧を圧縮して弾丸のイメージでぶっ放すとか、あの人の頭どうなってんだよ……っと、まずっ）

　既に目前に迫った響の穿孔。

　見入っていたせいで魔力体を全て展開するのは間に合わない。

　真は弓を持つ左手ではなく、矢を放ち自由になった右手にだけ部分的に魔力体を纏わせて、響の穿孔を受ける。

　胸の前に出された右手が響の魔力を帯びた剣圧と接触した。

「っ、これは……強い、っ!!」

　はじめは握り潰そうとした真だが、それが無理と分かると、受け止めていた右手を払い、強引に攻撃を逸らしにかかる。

「っ！　穿孔を、手で!?」

「よいっ、しょー!!」

　真の右腕が振られるのとほぼ同時に、逸らされた穿孔が彼の後方の地面に突き刺さり、轟ごう音おんを立てた。

「……」

「てて……すみません、もう戦えそうにないです、僕。降参です」

　真は痛そうに顔をしかめ、右手を振ってみせる。その手からは赤い血が滴したたっていた。

　不完全とはいえ、初めて響が真に届かせた一撃だった。

　真の負傷を見て澪の眉がピクリと上がったが、それだけで彼女は特に動かなかった。

「……私も、ちょっと無理みたい。引き分けね、ライドウ殿」

　響も、いつの間にか肩に突き刺さっていた矢を抜いて、じわりと広がる赤い染みの中央に治ち癒ゆの光を当てていた。

（いつ刺さったのか全く分からなかった。もしこれが頭なら、私は意味も分からないまま死んでいた。力の器が違う、か。真君にとって、私は戦うに値あたいする相手ですらないのね。これだけ圧倒的だと、張り合う気すら失うせるわ）

　真に何をされたのか全く分からない。

　ほとんど動いていない、弓を持った真に空回りさせられた挙あげ句く、この始末。

　真がまともに動いたのは、矢を番えた時と、奥の手の穿孔を手掴みされた時だけ。

　響は自分の負けだと理解していた。

　その上で、最初から負けるつもりだった様子の真に配慮して、引き分けと宣言した。

　流石にあの後攻め直して茶番のように負けを宣言されては、響にとっても面白くない。

　内心苦にが々にがしい気持ちを抱きながら、響は真との勝負を終わりにした。

（やっぱ、当てる時のイメージを刺さったところまで進めると〝ああ〟なるんだな。なるほど。いつもより集中が固まるまで大分時間が必要だったのは、それだけ難易度が高かったからか？　それにしても、僕はあの時、あの場所にいた先輩のイメージに向けて射いた。それが、実際に跳ね回って移動していたであろう先輩に、思い描いた通りに当たった。我ながら、弓道でも弓術でもなく、いよいよ胡散臭い代物になってきたな。対女神用にはこれでも足りないかもしれないけど、少し自信はついた。あとは実用レベルに持っていくだけか）

「ん、良い感じ」

　真は小さく呟く。

　彼は自分の意図していた事がそのまま実現できて満足だった。

　負けて終わる気でいたのが引き分けになった事も、あまり気にしていない。

　澪は、真ではなく響の様子を見て満足げに笑っていたが、扇に隠れたその笑みに気付いたのはライムだけだった。そして彼が見て見ぬ振りを決め込んだため、誰にも知られる事はなかった。

　こうして、リミア王国にとっての長い長い一日は概ね終わった。
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「もう具合は良いようですね、響」

「ええ。矢が肩に刺さっただけですから、大した事はありません。お見舞い、ありがとうございます」

「見舞い？」

　澪の言葉がそこで途切れ、響と澪二人だけの部屋に沈黙が訪れた。

「あ……彼の怪我は大丈夫ですか？」

「あんなもの、その場で治しておしまいですわ。それよりも、色々と陰で動き回っているようですけど、若様と実際一緒に行動して、昨夜は手合わせまでして、いい加減理解しましたね？」

「別に私は陰で動き回ってなんていませんよ、澪さん。でも確かに彼の強さは理解しました。貴女を従えるだけの実力を持っている、って事は」

　響が噛み締めるように言葉を紡つむぐ。

　昨夜、響は真と手合わせをした。

　もっとも、手合わせという認識だったのは響だけで、真の方は明らかにその気がない戦いだった。

　結局碌ろくに攻撃を通す事ができずに終わった。

　真の降参を響が引き分けにした形だったが、響にとっては引き分けでも勝ちでもなく、負けの戦いだった。

「いただけませんね、響。若様の力を理解したのはともかく、私に隠し事ですか。王都を目指す道中、私達をホープレイズ領に宿泊させたのはお前の差し金でしょうに」

「まさか。一部貴族からの強烈な横槍が入った結果です。力が及ばなかったという点では私の責任もありますけれど」

「……では、そこで起こった事も何も知らないと、そう言うのね？」

「……はい。私や王族の方々は少なくとも。何か、起きましたか？」

「響」

「なんでしょう、澪さん」

「私にとってはお前も王族も地方の貴族達も同じ……リミア王国にしか映りません。いざという時に、それは逃げ道になりませんよ」

「……」

「何色で塗られた絵かなんてどうでもいいのです。ただ破やぶく紙が目の前にあるだけの事」

「う……」

　響の喉が微妙に動く。

　唾液を嚥えん下げする微かすかな動きだ。

「調べなさい。あの程度はどうという事もありませんでしたが、これは新しい貸しね」

「……分かりました」

「で？　若様の話だと、お前は頭が良いのでしょう？　なんでもできる天才だと聞きましたよ」

「てん……真君、澪さんに何を吹き込んでるのよ……」

　響は一瞬呆気に取られたような、緊張感が抜け落ちた表情を見せ、真への愚ぐ痴ちをこぼす。

「お前はもう、若様やクズノハ商会を正しく理解したのではありませんか？　お前の見解を聞かせなさい」

「……」

「さあ。ここ最近、私は随分とヒントを撒まき散らしたつもりですわよ？　これで分からないなら、もっと分かりやすくて、どんなに背そむけたくても目に焼きつく、形に残る何かが必要になるかしら」

　最後通告を思わせる澪の冷たい声が部屋に響く。

「っ！」

「響……若様はなんです？　お前の掴んだ情報と、出来の良い頭おつむで出した結論は……なんですか？」

　響は何かを逡しゅん巡じゅんしていたが、観念したように澪を正面から見据えて口を開いた。

「彼、ライドウこと深澄真君は……魔人ですね。彼こそが魔人。そしてリミアで私を助けた〝白い人物〟も彼」

　静かだが確信を持った響の言葉が、澪を笑顔にした。

　口元も目も。

　澪は満足げに笑い、響に惜しみない拍手を送っている。

「よく分かりました。そう、若様がお前達に魔人と呼ばれている存在。そしてクズノハ商会の主」

「憶おく測そくは以前からありました。それがメイリス湖で濃くなって、そして模擬戦で確信になりました」

「お前を若様につけた甲斐がありました。それにレンブラントの娘にあのスーツを与えてやった甲斐も」

「クズノハ商会が作った新型防具の試作品、ですね。ユーノ＝レンブラントという娘が使っているという……特撮スーツ。やっぱり、意図的な流出でしたか」

「当然です。お前には若様が魔人であり、そしてお前を助けた存在でもあると思い至ってほしかったのですから」

「私は、彼に二度命を救われている……ですね？」

「そう。一度目は御おん身みを負傷されてまで。二度目は女神と取引してですが。どちらも結果的に若様はお前とこの国を助けてやっているのですよ」

「ええ、確かに」

「ならば恩人への態度というものを見せなさい。若様を見ていれば、お前にもよく分かったでしょう？　あの方は戦争など望んでいない。お前達を助けたのは同じ世界の人だったからにすぎません」

「……」

「いいですね、協力しろなどとは言いません。今後、クズノハ商会の邪魔だけはやめなさい。またお前の目の届く範囲で見かけたらやめさせなさい。若様はただ、人々の益えきになろうとされているだけなのですから」

　響は澪の台詞の最後の部分に眉をひそめた。

「それは、どうでしょうか？」

「なんですって？」

「彼は、本当に商会の主として人々に良いものを安く用立てるためだけに動いているのでしょうか？」

　響は反論した。

　それは彼女が見た真の一面から考えていた事でもある。

　そして、もし本当にクズノハ商会がその意図しか持っていないのなら、今のかの商会の在り方は矛む盾じゅんする部分もあると彼女が感じているからだった。

「澪さんの仰る通りなら、彼はどうしてあそこまで戦闘技術を高めているんです？　ただ商人としてやっていくなら、巴さんや澪さんがいれば、十分じゃないでしょうか。もとから強かったなどという事は無いと思います。私も帝国の勇者も、最初からそれなりには強かったですが、彼の向こうでの能力を考えれば、精々それと同じくらいでしかなかったはず。なのに彼は私達とは明らかに違う、異様なまでの力を手にしている」

「若様は世界の果てに落とされました。必要に迫られた結果です」

「その必要が！　戦争での立ち回りまで見据えているんじゃないかと……！　確かに彼から野心は感じませんでしたけど、何か目もく論ろ見みがあるんじゃないかと疑念を持たせるんです」

「お前は、若様と話をしてなお、そんな下らない事を考えているんですか」

「……確かに彼とは話をしました。ですが、彼への不安は消えません。あの強さも、そして思考も。現代日本で、一般の家庭で育ったはずの男の子が持っているであろうそれとは、最早あまりにもかけ離れている。澪さんにお聞きしたいんですけど、彼は──真君は本当にあのまま変わっていって大丈夫なんですか？」

「それはお前が気にする事じゃありません。若様は若様の感じられたまま、変わるというのなら変わっていかれればそれで良いのですから。私はただついていくのみ。質問に答えるなら、全て〝良い〟に決まっています」

「……クズノハ商会と彼にどう接するかは、まだお答えできません」

「……響」

「まだ！　まだ時間はあるはずです。彼を知る時間も」

「……そう。そうね。もう少しだけ待ちましょうか。若様とお話がしたいのなら認めてあげます。ただし、絶対に話だけですよ」

「分かっています」

「ふぅ、面倒な。ところで響、私が蜘蛛だという事はもう、知っていますね？　あの巫女、目覚めているでしょう？」

「それ、はっ！」

　このタイミングで澪の方から正体を告げられるとは思っていなかった響は、動揺して一瞬言葉を詰まらせたが、首しゅ肯こうした。

「……はい、知っています。貴女が災害の黒蜘蛛だと聞きました。本当、なんですね？」

「ふふふ、あの巫女が若様をどう見たかは気になりますが、それはあとのお楽しみとしておきましょう。では、その前提で一つお前に情報をあげましょう」

「情報？」

「お前は若様の強さが異常だと言いましたが、あの方はこの世界に来てほんの二週間もしないうちに蜘蛛だった私に遭遇しています」

「!?」

「お前や帝国の勇者とは時期にずれがありますから、十日だかひと月だか、若様が来たのは遅かったようですけどね」

「じゃあ、彼はほとんどなんの経験もないまま澪さんと──いえ、災害の蜘蛛と戦ったんですか？」

　ありえない、と響は思った。

　自分がこの世界での戦闘にも慣れ、信頼できる仲間を得て、ようやくあれだけ戦えた蜘蛛と、そんな時期に遭あって戦っていればどうなっていたか。結果など考えるまでもない。

「ええ」

「あ……そうか。巴さん、あの人が傍にいたんですね？」

　響は動揺の中、真が従者と出会った順番を思い出した。

　澪は以前、自分は巴の後で真と会ったと響に話していた。

「いましたね。ただし、若様はお一人で私と戦いました」

「うそ……」

「そして、少しだけお怪我をしましたが、私を降くだしました。その時、この世界から災害の蜘蛛は消え去ったというわけですね」

「じゃあ、あの子、最初から馬鹿げた強さを得ていた？　女神の力も関係なく？」

「さあ？　ただね、響。私は蜘蛛だった頃の記憶はほとんどないけれど、後々気になって調べてみたら──」

「……」

「私が若様と出会ったのは、お前達と戦った直後から数日の間の出来事のようなんです。私が見る限り、お前と若様の差はその時から今もずっと広がり続けている。この事実も、よくよく考えてみる事です」

　当時の自分の力と真の力の差を突きつけられた響。

「もちろん私達がこの国にいる間に、ね」

　澪は来た時と同じように、闇に溶けて消える。

　残された響は動けないまま。

　差は今も広がり続けている──その言葉だけが、彼女の中で渦巻いていた。
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「うーん……」

　澪に治してもらった手を握ったり開いたりしながら、僕は部屋で一人考え事をしていた。

　そこへ丁度、ライムがどこかから戻ってきた。

「？　どうかしやしたか、旦那」

「あのさあ、ライム」

「はい」

「ちょっと僕を攻撃してくれる？　手加減はしなくていいから」

「……はい？」

　僕の頼み事を聞いて、ライムは予想通りの反応をした。

「いや、昨夜響先輩と親善試合っていうか手合わせというか、やったでしょ？」

「ええ」

「正直、先輩の戦い方についてはメイリス湖でも見たし、大体予想通りだったんだけど……」

「けど、なんでしょう？」

「なんていうか、時々予想外に強かったんだよね。僕の方は特に防御方面で何をしたって事はないから、多分先輩が何かしてたんだろうと思うんだ。ただ僕の防御って、今どんなもんなのか、実は自分でも正確には分からなくてさ」

「あ、あれで防御は特に工夫してないんすか……？」

　ライムは唖然とした様子で独り言を呟く。

「で、最初の話に戻るんだけど、ライムの攻撃だとどうなるかなーって思ってね。ちょっと一発お願い」

「こ、ここでやるんすか!?」

「うん」

　別に多少怪我しても、その時は澪を待てばいいし、軽い傷ならライムに治してもらってもいい。

　わざわざ外に出て無駄に注目を集める事もないだろう。

　ライムは悩んだ上で、僕の態度から意思が変わらないと察したのか、観念して愛刀に手をかけた。

「……本当に手加減なしでやりやすよ？　それでも響にゃあ届かねえと思いますけど」

「気にしなくていいよ。それに、持ってる武器ならライムの方が上でしょ？　何かあっても澪に来てもらうから、何も考えずに全力で攻撃してくれるだけでいいんだ」

「澪の姐さんに、フォローしてくれやすよね？」

「当たり前じゃない。やらせておいて〝助けてー〟なんて言わないよ」

「じゃ、失礼します」

　ライムが刀を抜き放つ。

　膝を曲げて姿勢を低くした彼は、刃を上にして右手に持った刀を構える。

　突きの構えだ。

　頼んだのは僕だけど、それに応えて全力を投じてくれるライムに感謝する。

　その準備動作は、彼の攻撃で一番威力のある技と同じ構えだと記憶している。

　僕も先輩で弓を射るイメージを進める事の意味を確認した時と同じように、魔力体を展開して待つ。

　じっと動かないライムの中に、徐々に力が蓄ちく積せきしていく。

　溜め技って、溜める時間が課題だけど、そこを気にしなくていいなら最高の手の一つだよね。

「いつでもいいよ」

　ライムは僕の呼びかけには応えない。

　代わりに彼の体の外に魔力が漏れ、うっすらと光って見えるようになった。

　彼は無言のまま床を蹴り、足から腰、腰から肩に伝えた力を刀に流す。

　増幅された力が刀に収束して、魔力体に突き入れられようとした。

　でも──

「っっ!!」

　打ち合いの甲高い音もなく、ライムの刀が僕の少し前の空間で止まった。

　やっぱり、ライムの全力でもそうそう斬れないか。

　なんて思っていたら、ライムはそこから更に動いた。

　右手を柄から一瞬離して、今度は左手──それも掌てのひらで柄つか頭がしらを押すように当てた。

　左手から刀に大量の魔力が流れ、同時に更に押し込まれた。

　溜め技で二段構え！

　凄い、格好いいかも。

　それでも、魔力体は崩れなかった。

「あ」

「げ」

　僕とライムの声がほんの少しの時間差で発された。

　意図は同じだと思う。

　次の瞬間、ライムの刀が小さく震えて……刀身が粉こな々ごなに砕け散った。

　あちゃあ、僕の魔力体とライムの攻撃力の間で保もたなかったか。

「ご、ごめんライム」

「……いえ。まあ幸い、リミアでお供をさせてもらっている間は特にこれを使う場面もねえでしょうから、お気になさらず」

「どのくらいで復活するんだっけ？」

「調子が良ければ半日程度です。今回は急がずじっくりで、一日見ようかと。今日のとこは何かあれば、予備の剣を使いやす」

　そう言ってライムは自分の手にはめた指輪の一つを指し示す。

　ああ、色々仕込んでるって言ってたな。確かこの指輪は剣に変化するんだっけか。

　僕とライムがそれほど悲しんでいないのにはわけがある。

　ライムの愛刀は折れても砕けても再生する。

　柄が残っていればその再生速度はかなり早い。

　詳しい時間までは知らなかったけど、じっくり待っても一日程度で元通りなら、なかなかの短時間だ。

「ライムのそれよりも劣る剣で、結構簡単そうに僕の防御を突破してきたんだよな、先輩。何か心当たりとかない？」

　ライムはかぶりを振って答える。

「分かりやせん。響は斬撃による遠距離攻撃を当面のテーマにはしていやしたが……。威力となると、月並みな事しか浮かびません。彼女に同行していた期間にも、特に変わった修練をしている様子はありやせんでした」

「そっか……。となると女神からもらった加護かなあ」

「あの飾り帯は女神から賜たまわったものらしいっす。使い方はオリジナルだと言ってやしたが」

「使い方って……、あの露出仕様？」

　何度か目にして、ある程度見慣れはしたけどさ。

　あれは凄い。

　戦力が上がるからと割り切れる先輩もだし、実際向上する能力も凄い。

　でもやっぱり、見た目が一番凄い。

　……うん。

「正直、あれで向上した速度に対応するのは難しいっすね。一部阿呆な冒険者の間じゃ、〝一発ももらわないなら防具なんてどうでもいい〟なんて世よ迷まい言ごとも語られていますが、あれなら実現可能なレベルに見えやした」

「ん？　となると露出モードの先輩って、防御は大した事ない？」

「いえ。響はあれだけの速さを手に入れても防御の重要性は理解してやす。あの姿は通常時よりも防御力は高いらしいんです。ただ、どうも攻撃力が売りの奴に負けてきてるらしく、今は身体全体を覆うフィールド状の防御領域を凝縮して強化したいとかなんとか」

「より強力な攻撃を、面じゃなく点で止めるって事か。点で止めるのを放ほう棄きして、常時面で受けている僕とは逆だなあ」

　それなんてピンポイントバリア。

　スキルとしては先輩の方が難度高そう。

　一点の防御力は上がるけど、その一点を手動でコントロールするって事だろうし。

　他の部分はまさに紙の防御力になるんだから……ピーキーだ。

　そこへ……澪が戻ってきた。

「何を……してますの……ライム」

「いっ！」

「あ、澪。おかえり」

「所用でお傍を離れて申し訳ありませんでした。で？　ライム、お前は何をしていたのです？」

「これは──」

「弁明は後で構いません。私もまずは落ち着くので……来なさい」

「お、落ち着くんすよね？　それなら、俺はいらないんじゃねえかと」

「何を意味の分からない事を。気持ちを鎮しずめるには、まずお前がいなくては始まらないでしょう？」

　意味が分からないのは澪の方だと思う。

　見るからに負のオーラが噴出していて、ライムが怯おびえるのも無理はないよ。
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「旦那!?」

「大丈夫です、ライム。ちゃんと元通りに治しますから」

「治す!?」

　ツカツカと足音を立てて近くまでやってきた澪が、細ほそ腕うででライムの手を掴む。

　振りほどけそうに見えるけど、実際これが結構な力なんだよねえ……じゃなくて、ちゃんとフォローするって言ったんだから、約束を守らないと。

　それに、澪も荒ぶった気持ちをぶつけるなら僕にしてもらいたいし。

「澪、そこまで。ライムには僕からお願いして、ちょっとしたテストをやってもらったんだ。だから良いんだ」

「……テスト、ですか？」

　澪の動きが止まる。

　ただし、まだライムの手を掴んだまま。

　当然、ライムの表情もまだ切迫している。かなり危機を感じている顔だ。

「そ。澪も手伝ってよ。ちょっと今から僕に……そうだな、自慢の斬ざん鉄てつ扇せんで一発仕掛けてくれないかな」

　あの扇でぶっ放す斬撃。

　よく〝またつまらないものを斬って……〟とか言ってるから、思わず斬鉄扇かよって突っ込んだら、気に入ったらしくそのまま扇の名前になった。

「若様に斬鉄を？」

「響先輩との模擬戦で少し気になっている事があってね。お願い」

「響との……。分かりました。そういう話でしたらお引き受けしますわ」

　ようやくライムが解放された。

　もう少し説得がいるかと思ったけど、ここのところ澪は響先輩の名前が出ると素直に従ってくれる。

「では、参ります」

　澪は躊躇なくそう言うと、閉じた扇を僕に向けて振り上げた……。

　力の度合いを変えてもらいながら、澪の斬撃を何度か魔力体で受ける。

　僕は魔力体がキレイにぶった切られるまでそれを続けた。

「ありがと、澪」

　澪にお礼を言ってテストを終わらせる。

「もうよろしいんですか？」

「うん。今の響先輩の剣がこのくらいの威力だって分かったからね」

「……模擬戦で若様に手傷を負わせた攻撃ですか」

「あの一撃もそうだけど、全般的に先輩の攻撃は妙に強力だったからね。実際、さっき最後に澪がやった攻撃は、結構本気だったでしょ？」

「八割もいってませんわ。全然本気じゃありませんでした！」

　澪の七割強の攻撃と同じなら十分強いよ、きっと。

　気にしているみたいだから言わないけど。

　あそこから踏み込まれたら模擬戦の時と同じようになるだろう。

　テストとしては十分だ。

「やっぱり、速さもそうだけど……あの攻撃力の高さは何かあるね。先輩と手合わせする時は少し強くしておかないと怪我しそうだ」

「……荒野でもがいていた頃の響にはそんな特殊な攻撃力はありませんでした。勘が良くて視野も広い娘ではありましたけど。確か、識が若様とリミアに行った時に、あれがいきなり強力な攻撃を放ってみせたと言っていましたわ。戻ったら識に確認してみてはどうでしょう」

「あー……先輩を閉じ込めていた結界が壊された時かな？　なるほど……」

　女神からもらった力が新しく覚かく醒せいしたとか？

　いかにも勇者っぽいイベントだ。

　特定の術を使って強化している様子もないし、僕の界と同じでステルス性の高い発動形態の能力って可能性もある。

　だとしたら、あんまり侮あなどれないかも。

「でもあの娘、本当にそれだけの攻撃を手に入れていたのですか。それで新しい武器の相談など……」

　澪は何かを思い出したのか、独り言を呟く。

「澪？　どうかした？」

「い、いいえ！　なんでもありませんわ!!」

「そういえば、所用って何？　今日の予定は午後から何件か貴族やら商人と会うだけだったよね。もしかして先輩と会ってたの？」

　澪と響先輩……。

　まあロッツガルドの一件を思うと不安もあるけど、ツィーゲで一時師弟関係にもなってたって話だし、気にするほどじゃないか。

「ツィーゲにあの連中がいた頃の世間話を少しだけです。ああ！　響がもうすぐ巫女と話ができそうだと言っておりました」

「巫女さんが？　そりゃあ良かった。帰るまでに一度はお見舞いしておきたかったし」

「ええ。叶うかと」

　それに、あの巫女さんが僕と澪に何を見たのか、気にならないといえば嘘になる。

　教えてくれるかどうかはともかく、聞くだけは聞いてみたい。

　もちろん、年とし端はも行かない女の子に無理強じいはしないつもり。

　夕食の後にでも時間をもらえないか、先輩に確認するか。

　さてと、そろそろ係の人も来る頃かな。

〝それは商会に持ち帰らせていただき、改めてお返事いたします〟のお時間だ。

　どうせそれ以上の結論なんてここで出す気はないんだから、察してみんな帰ればいいのになあ。

　はあ、まだ碌に城下町も見て回れてないよ。
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「クズノハ商会の行商を許可？」

「ええ。私ばかりか陛下も、ロッツガルドで彼に命を救われています。お礼を言うために呼びつけて、何もしないわけにはいきません。丁度ライドウからの要請もありましたし、大きな調整が必要な案件でもありませんから、許可する方向で答えてあります」

「そう、ですか」

　ヨシュアからクズノハ商会の行商部隊による各領地での商売の許可について聞いた響は、少し思案げに頷いた。

　同室には響と行動を共にするベルダもいたが、今のところ会話に加わっていない。

　彼にはヨシュアと同じ王族としての顔もあるが、あくまで響のパーティメンバーとして振舞っていた。

「何か問題がありますか？　店舗を構えてほしいと考えているいくつかの貴族には不満かもしれませんが、我々にも不利益はないはずでしょう」

「はい。ヨシュア様のお考えは正しいかと。彼が望んだのなら、お礼としても妥当でしょう」

「響にそう言ってもらえると嬉しいですね。もっとも、今のところライドウの望みがそれだけというのは悩みの種ですが。いっそ爵しゃく位い、領地でも欲してくれると、こちらの気も楽になるというのに」

「多分、彼の方は十分なお礼をもらったと考えていますよ」

「まさか。大国の王と王子を救って国に呼ばれた結果が、あれだけで十分だなど、流石にそう考える者はいないでしょう」

「……あの子ならあり得ます。そういう子です」

「確かに、ライドウは随分と商人には似つかわしくない──その、優しい思考を持っている気はしました。しかし彼とて無欲ではないはず。こちらのメンツ的にも、もう少し報いておきたいところです。妙なしこりを残すのは良くないですから」

「甘い考えだと仰りたいのでしょう、ヨシュア様。合ってますよ、その認識で」

　言葉を選んだヨシュアに対して、響は直接的な表現で言い直した。

「恩人に向けて言う言葉ではないと思っているつもりですけどね」

　ヨシュアはやんわり響をたしなめるが、二人の間に険悪な雰囲気はない。

　ベルダも黙って茶を飲んでいる。

　これが二人の日常なのだ。

「ヨシュア様としては、今後の彼らとの付き合いをどうしようとお考えですか？」

　響の質問には、ヨシュア個人の意見というよりも、王も含めた王族の意思を確認する意図がある。

　ヨシュアは王の補佐であり、彼の意見は王の意見である事も少なくない。

「彼自身は悪意など欠片かけらも持たぬ者です。商会としての力や、構成員の能力などは脅威にもなり得ますが、基本的には良好な関係を築きたいと考えています。ただの物売りではないのは明らかですし。実際、澪殿が半日ほどでこなした復興への貢こう献けんは素晴らしいものでした。ロッツガルドでも復興には協力していたようですが、あの分だと、単なる協力者以上の働きをしていた事でしょう。上がってきた報告書の内容では見過ごすところでした」

「ロッツガルドは既にかつての姿を取り戻し、その先に進もうとしていました。残念ですが、王都とは明らかに立ち直る速度が違っています。クズノハ商会の力が大きく関与しているのは間違いないですね。功績だけを見れば、本当に魅力的な存在なんですが……」

　響の表情に苦悩が浮かぶ。

「やはり、問題もありますか。私の目には非常に有益なパートナーになり得る者と映りますが……響の目には彼の何が見えていますか？」

「今、明確に言葉にするのは難しいのですけど……いくつかは」

　何より、響が懸念しているのはヨシュアの彼に対する好意。

　実際に顔を合わせて以来、ヨシュアは明らかにクズノハ商会と代表である真に好感を抱いている。これは、響にとって予想外の事態の一つだった。

「構いません。聞きましょう」

「まず彼は、今世界で起きている戦争に興味がありません。更に、大局を見るべき力を持つ規模の組織の長でありながら、個人としての視点以上のものを持つ気もありません。非常に不安定で、王国が内部に抱えるには危険すぎる存在です」

「クズノハ商会……。澪殿ほどの実力者があと数人いるのだとして、ライドウ殿の力も加味するならば、下手な傭兵団どころか国家を凌ぐ軍事力を持っていると言えましょう。彼らが本来持つべき視点は国家レベルで然しかるべきというのは同意します。しかし、戦争に興味がないとは、どういう事でしょうか。不安定というのも、よく分かりませんね」

「言葉通りの意味です。彼はヒューマンと亜人、魔族がどれだけ戦争をしようと、どうでもいいと思っている節ふしがあります。また、彼には亜人への差別意識がなく、おそらく困っているから融通してほしいと頼まれれば……魔族にだって物資を売るでしょう」

「馬鹿な！　それはヒューマンへの裏切り行為だ！」

　ここで初めてベルダが会話に割り込んだ。

　ヒューマンの国で商売をしていながら、魔族に物資を売る。それはベルダの──いや、ヒューマンの常識で考えるなら絶対にありえない行為である。

「……魔族にも、ですか？　そこまで節せっ操そうのない人物には見えませんでしたが」

　ヨシュアは眉をひそめて響の意見に疑念を示す。

　彼女には、ライドウが魔族にも物資を売って利益を得るような人物には見えなかったからだ。彼の中にそれほど獰どう猛もうな欲を感じなかった。

「……利益の追求に節操がないという意味ではありません。あの子はその辺りはむしろ緩いと思います。〝困っているから〟という点が大きいのです」

　ヨシュアの考えを察したのか、響はそこから言葉を続けていく。

「たとえば、冬を越すだけの食糧を確保できなかった魔族の村から救援要請があれば、代金の後払いすら怪しいような状況でもこれを助けてしまうと？」

「ええ。もちろん、ヒューマンや魔族以外の亜人の村から同様の要請があっても恐らく同じ決断をするでしょう」

「結果、戦争が長引き……より多くの人命が奪われ、世界全体が疲ひ弊へいしてもですか」

「彼は、優しいですから……。困っているのがヒューマンだろうと、魔族だろうと助けるでしょう。ヒューマンによって傷ついた亜人も、亜人によって傷ついたヒューマンも……分け隔へだてなく」

　響は複雑な笑みを浮かべる。

「……なるほど。確かに、ライドウ殿には利益よりも人助けを優先しているようなところがありました。彼が助けるべきと考える人の中に、魔族もヒューマンと同列に存在するのなら、クズノハ商会は非常に困った組織といえますね」

「はい。ヒューマンと魔族、どちらにとっても極めて有害な存在になります」

「にわかには信じられない話ですが、響の考察ならば一考に値します。我々に貢献するのと同じだけ魔族にも貢献するのでは堪たまりません。しかし……そうだとしても、当面の対応は変わらずでいくしかない。なるほど、響が悩んでいるのはそこですか」

　ヨシュアは言葉を続けながら、クズノハ商会に現状取れる手立てを考え、そして響が苦々しい表情を浮かべている理由に気付いた。

「……はい。どうあっても、当面は彼らに対して良好に振舞うしかありません。どこに対しても利となる存在なら、こちらとしても関わらざるを得ませんから」

　利益を期待できるなら関わらざるを得ない。たとえ敵にも同様の利益をもたらすとしても。

　危険でもなんでも、具体的な対策を見つけない限りは関係を続けるしかないのだ。

「ふふふ。そうですね、私達だけがその利益を放棄する理由はありません。事実、今回の彼らの来訪にしても、随分と利用させてもらっているのですから。その上で脅威と語られては、彼らも災難ですね」

　ヨシュアは自虐的に笑う。

　ヨシュア達にとってクズノハ商会の来訪には、当人達には知らせていない副次的な目的がいくつもあった。それ故の笑みだ。

「一応、説得はします。もし……彼がこちらについてくれるというなら、王国が抱える大きな問題のほとんどは解決するでしょう」

「上手くいかないと顔が語っていますよ」

「正直、自信はありません。今の私と彼は、価値観がもう……かなり違います。分かってもらえるかどうか」

「成功を祈りますよ。私としても、彼とは良い関係のままでいたいです」

「……心から同意します。絶対に揉めたくない相手ですから」

「絶対に揉めたくない相手、ですか。……まあいいでしょう。ライドウについての判断は当面貴女に任せます。では響、あとの事は打ち合わせ通りに進めて構いませんね？」

「はい。少し澪さんから突っ込まれましたが、問題ありません。一気に進めてしまいましょう」

「分かりました」

　話が終わり、響は席を立つ。

　ヨシュアも一呼吸遅れて立ち上がって彼女を見送る。

　当然ベルダも響に続いて部屋を出ようとするが、そこに後ろから声が掛けられた。

「兄上にまだお話が。残ってください」

「は？」

　いつもと違うパターンで、ベルダは間の抜けた声を出した。

　自分は響のお供くらいの気持ちでいたのだから、無理もない。

　これまでも響とヨシュアの会話に同席した事はあるが、呼び止められたのは初めてだ。

「あら。じゃあお先に」

　響は特に気にせず、さっさと退室してしまう。

「あ、響!?」

　ベルダの目の前で、扉は無情に閉ざされる。

「……ったく。なんだよ、ヨシュア」

　響がいなくなった事で兄弟の口調に戻ったベルダが、やや乱暴に椅子に着席して用件を尋ねる。

「兄上、こういった席は何度も設けたつもりですが、まともに参加した事はありませんでしたよね」

「俺は騎士として、響の護衛として同席しているつもりだ。そもそも意見を挟む立場じゃない」

「これまでは父上の意思もあり、兄上の態度も黙認して参りましたが、王都がこのような状況になった今、同様に済ませるわけにはいきません」

「……あのな、ヨシュア」

　うんざりといった表情で顔をしかめるベルダに、ヨシュアは毅き然ぜんと言い放つ。

「もう国の政まつりごとを考えていかれる時期ではありませんか？　騎士としてではなく、響のパーティの一員としてでもなく。父上の後継者、次代の王として」

「……その話かよ。俺は、一騎士として、響の盾として生きると決めた。王位ならお前が継げ。ヨシュアが継ぐなら反対する奴はいねえよ」

「私には王の才などありません。戦時であり、国の全てを鼓こ舞ぶする役割が期待される今、このリミアの王に最も相応しいのは兄上です。そもそも、私は王位継承権を放棄した身です」

「やっぱり返してくれって言えばいいだろう。大体、俺が飾りでお前に補佐してもらうのも、お前が直接やるのも大して変わらんだろ。お飾りとして最適なんて理由で担かつぎ上げられるのはお断りだ」

「継承権の放棄がそんなに軽い事のはずがないでしょう。それに、担がれる飾り物として相応しいなら、それはある意味十分に王の才です」

「嫌だって言っているだろうが。俺は響の役に立ちたい──」

　ベルダはいつもの口上で早々に話を終えようとしたが、今日は何もかもが違った。

　彼の台詞を遮ってヨシュアが怒ど鳴なったのだ。

「そう思うなら！　次期王として動く事が一番だと、何故分かりませんか!?」

　ヨシュアが拳をテーブルに叩きつけ、部屋に大きな音が響いた。

「っ……なんだと？」

「今の響を見ていれば分かります。もう彼女は明らかに凡ぼん人じんの追える領域にはいない。昨夜の戦いを見ていれば誰にでも分かるはずです。そう……もう兄上が盾になれる響など、どこにもいないんですよ！　兄上がパーティでできる事など、巫女やウーディを護衛するくらいでしょう!?」

　戦闘技術についてはまるで門外漢のヨシュアにも、ライドウとの模擬戦で見た響の強さが既に普通ではないと十分に理解できた。

　強力な冒険者とも違う、明らかに常じょう軌きを逸した強さだ。

　それはライドウにも同様に言えるが、ベルダが鍛えて身につけた強さが通用する次元かどうかなど、問うまでもない。

「ヨシュア、お前……何を」

「兄上はいずれ間違いなく響の足あし枷かせになる──そう言っています。そうならないうちにパーティを離れ、政治で彼女を助けたらどうかと申し上げています！　……敢あえて言いますが、兄上が非ひ凡ぼんなのは、生まれだけです。その身に流れる王の血筋だけです」

「黙れっ！」

　激げっ昂こうするベルダにも怯まず、ヨシュアは続ける。

「たとえば、今来ているクズノハ商会の三名。その誰にだって兄上は勝てないでしょう。しかしリミアの王として動くなら、兄上はまだ十分に──兄上が望むように、響の力になれます」

「黙れと言っている！」

「これは父上の意思です!!」

「っ!?」

「……私がそう思う、ではないのです。もしまた王都が襲撃を受けたら、その時に王たる存在が無事である保証はあるのか。後継者の発表もないまま王が倒れたなら？　今のリミアが後継者で揉めるわけにはいかない──そんな事は兄上でも分かるでしょう？　父上は兄上を後継者としてお披ひ露ろ目めしたいと考えています。これくらい、父親の心の内くらい、私を通さずに察してください、兄上！」

「俺は、まだやれる。もっと強くなるし、響を支える事だって」

「兄上が努力を惜しまない方なのは分かっています。ですが、響だけでなく巫女もウーディも、それからナバールも、皆、類たぐい稀まれなる才能の持ち主です。努力だけでいつまでもついていけるものではありません。幸い、兄上が身につけた防御主体の剣術は、万が一の事態において一いち助じょにはなりましょう。どうか、お聞き分けください」

「なら、代わりはどうする!?　ああ、確かに俺は力不足かもしれない。しかしだ。今響の傍で、あいつのフォローができる奴が他にいるのかよ。どうしても俺に王をやれっていうなら、まずそいつを用意してからの話じゃないのか？」

「……いますよ」

「何？」

「いると言いました。実際会うのはクズノハ商会が帰ってからになるでしょうが」

「……」

　ヨシュアの口から、無情な言葉が伝えられた。

　ベルダはこれまで一度も見た事がなかった妹の強きょう硬こうな態度に言葉を失い、呆然としていた。
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　夜。

　一日の予定を終えた僕は、部屋でのんびり過ごしていた。

　ライムは修復を終えた刀の手入れをしながら、上機嫌で城下の様子なんかを話してくれている。

「やっぱ、まだ復興は全然か」

「ですね。ロッツガルドが早すぎたってのもありやすが。澪の姐さんが色々見せたんで、ヨシュア王子辺りから何かしら要請はあるかもしれやせん」

「できる範囲で復興の手伝いをするのは構わないけど。ロッツガルドの人達が来た時に作業の筋道ができていればきっと楽だろうし」

「……その程度で済めばいいんですがねえ」

「僕らにできるのはその程度だよ。どの道、戦争がもう一回激化すれば……それまでだしね」

「魔族っすか。あいつら、ヒューマンの都合に合わせて冬は攻めないってわけでもないでしょうが……何を企んでるんすかねえ。俺が魔族の立場なら、ガタガタなリミアを今のうちに潰しちまいたいですが」

　冬は魔族にとって守りやすく、ヒューマンにとっては攻めにくい季節だ。

　でもそれは、魔族が攻めにくいってわけじゃない。

　実際に魔族と会ってみて、確信を持って言えるけど、魔王は義理で攻めの手を緩めるタイプじゃない。

　あの人は容よう赦しゃの無いとどめの一手を打てる人だ。

　つまり、攻めてこないのには、何かしらの理由がある。

　となれば、こうして春を待つのも、復興に励むのも、ヒューマンにとっては実は致命的な時間の過ごし方なのかもしれない。

　今頃魔族は、リミアを攻めるよりも効果の高い手を打ってるって事だろうから。

「だねえ。まあ、いざとなれば僕も動くし、最悪の事態にはならないよ」

「旦那が動かれるんで？　あまり戦争には興味なさそうなご様子でしたけど」

「ん？　戦争には興味ないよ。参加する気もない。ただ、魔族も単なる商人や冒険者にまではあまりうるさくする気はなさそうだからさ。世の覇は権けんがどうなろうと、僕らの生活はあんま変わらないんじゃないかってね」

「……魔族とも仲がよろしいってのは、なんとも複雑な感じがしやすねえ。では、動かれるってのは、どういう？」

「先輩くらいはなんとか助けるって事。この国までは知らないけどね」

「……旦那らしいっす。ん……!?　誰か来やす。こりゃ、響っすね。こんな夜よ更ふけに珍しい……」

「先輩？　用事があるとするなら、僕か」

「でしょうね。ま、旦那と響なら夜更けに会ってどうなるわけでもなさそうですし、大方、色気のねえ話でしょう」

「言うね。僕はともかく、先輩は相当モテてたんだよ？」

「……ま、表面上は男のあしらいも分かっているような振りをしてやすがね。あれも旦那と同じなんで、そうそう突っ込んだ真似はできやせんよ」

「僕と同じ？」

　首を傾げる僕に、ライムは不敵に微笑む。

「へへ、昔遊んでた男の戯ざれ言ごとと、お聞き流しを」

　なんの事だか……。僕と先輩の共通項ってかなり少ないぞ？

　少しして、扉を叩く音がした。

「響だけど。少しいいかしら」

「どうぞ」

　ライムが教えてくれた通り、先輩だった。

「ああ……ライムもいたんだ。少し席を──いえ、ライドウ殿。私とご一緒願える？　ちょっと長くなるかもしれないけど」

　場所を改めるって事は、この部屋では話したくない話題なのかな？

　こんな時間だし、少なくとも巫女さんのお見舞いではなさそうだ。

「良いですよ。じゃあ、ライム。少し出てくるね。先に休んでくれていいから」

「へい……お言葉に甘えさせて頂きやす」

　ペコリと頭を下げたライム。

　口元は笑っていたけど、目はあんまり笑ってなかったな。

　巴辺りから先輩を警戒するように言われてるとか？

　でも、仮に盗み聞きされても困るような事は僕にはないし、好きにさせるか。

「じゃあ、行きましょうか」

「はい」

　先輩もいつも通りを装っているものの、体の端はし々ばしから緊張感が滲んでいる。

　気楽な話題じゃなさそうだな。

　僕としては、リミアでは結構明るい展開が続いているんだけど。

　リュカは真面目な感じの竜だったけど、書斎を開放してくれたり、帰りは送ってくれたりして、結構太っ腹な奴だった。

　森鬼主導の行商部隊の許可ももらえたし、あとは何事もなく帰れれば、それで万ばん々ばん歳ざいだ。

　でも、そう全部が上手くはいかないか。

　あ、そうだ。先輩の話次第だけど、リュカのところで見た送還儀式の事を伝えてみようか。

　元の世界に帰れるって情報は重要だと思う。

　うん、悪くない。

　先輩との間に流れる沈黙は、僕にある程度考えをまとめさせてくれた。

　やがて前を歩く先輩は足を止め、こちらに向き直る。

　城と少し離れた尖せん塔とうの一つを繋ぐ、見晴らしの良い場所だった。

　僕達は城下を一望できるその渡り廊下で肩を並べた。
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「どう？　リミアは」

　先輩からの曖昧な問い。

「大きな国ですね。この世界で一、二を争う大国なんじゃないですか？」

　もっと具体的に聞かれたら違う答えがあったかはともかく、僕はリミアへの感想を述べた。

　貴族の横暴など悪い印象はいくつかあるけど、良い方となると、大国という以上のものが無いというのが正直なところだ。

「ふふっ、大国ね。正しいわ。でもね、実際には私や貴方が想像する大国とは大分違う、適当な国でもあるの」

「適当？」

　大国が適当でやっていけるとは思えない。

　より多くの人が住むとなれば、それらを管理する優秀な制度がないと、国は成り立たないんじゃ……。

「たとえば人口。真君はリミアの人口はどのくらいだと思う？」

　じ、人口？　この世界に来てから全く気にした事のない話題だな。

「……リミアは国土も広いですし、多分何千万とか何億では？」

　国土だけ見ればそのくらいいてもおかしくなさそう。

「正解は〝分からない〟よ」

「は？」

　何それ。ずるくないか？

「この世界、人口なんてまともに把握してる国はリミアを含めてほとんどないの。私が知る限り、それを把握していたのはツィーゲのみね。しかも情報を持っていたのは国の役人じゃなくて、一商会だった」

　マジか。というか、ツィーゲ？

　一商会というと……一つしか該当しない気がする。

　今の激増した人口も把握できてるんだろうか、レンブラントさん。

「難しいんでしょうね……多分」

　人の数の把握……住民票、いや戸こ籍せきか。

　……待てよ、日本だとそれなりに昔からあったはず。

　という事は、余程混迷の時代でもなければ困難な事じゃあないのか。

　資料が焼失して人の記憶も途絶えるほどの混乱っていうと……日本だと応おう仁にんの乱の頃とか？　でも、今はそこまでカオスではないしなあ。

　そう考えると、リミア王国に戸籍くらいできていてもおかしくない気が……。

「やる気がない、やる意味を見出していない、ただそれだけよ。領主からその年の収穫量を報告させて、そこから税を決める。そんなシステムじゃ、国が人口を管理する意味なんて薄いわ」

「は、はあ」

　人ではなく土地で税金を決めるのか。確かに、そうすれば国はあとの細かい事は貴族に任せればいい。

　丸投げな気もするけど、毎年収入がしっかり入るなら問題はなさそうだ。

「だけど、国が力をつけようと思ったら放置できない課題よね。リミアの民は現状で五千万から七千万はいると見積もってるけど、実際国庫に入ってくる税はその半分程度に留まっている。不正もやりたい放題ってわけ」

「半分……残りは、横おう領りょうですか」

　貴族専せん横おうが代名詞だもんな、リミア。

　それで国が成り立つ辺り、半端なく豊かで諸条件にも恵まれた大国って事になる。とんでもないな。

「ええ。事後承諾になって申し訳ないけれど、貴方にも協力してもらって、この辺の改善を進めているところ」

「僕ですか？　何かしましたか？」

　そんな僕の疑問には答えず、先輩は軽く微笑む。

「凄く助かったわ。ありがとう」

「いえ。あまり実感がないですが、お力になれたなら……良かったです。というか先輩、改善とか、そんな事までしてるんですか」

　税収改革なんて、結構国の根本に関わっている気がする。

「改善は日本の特技だもの。異世界だからできないって事はないでしょう？　たとえで人口なんか挙げたけど、この世界はより良く変えられる事は多いもの」

　特技は言いすぎでしょ、先輩。

　改善なんて、地球なら世界中でやってますよ。

「まあ、使えなくはないでしょうけど……随分この国に入れ込んでるんですね？」

　いくら豊かでも中身は腐くさってる、そんな国のために。

「……ここは私が召喚された国よ」

「それは知っています」

「私が知っている人も、私を知っている人も一番沢山いる国。大勢から想いを託された国。大事に考えるのは、当たり前じゃないかしら」

「すみません」

　なんというか、責められている気がして謝ってしまった。

　まあ、僕も亜空の事は大事だし、同じようなものだろうか。

　亜空と違ってリミアは他の国と地続きで、敵がいれば攻められるけど。

「……貴方にも、この国を好きになってほしい。そう望むのは、難しい？」

　そこで、先輩の目が一際真剣な色に染まった。

「真君。この世界、そして女神。確かに向こうの世界とは常識からして大きく違うわ。納得のいかない事も、理不尽もあるでしょう」

「……」

「貴方が女神に良い思いを抱いていないのも知っているつもり。この際、それを捨ててほしいとは言わないわ。ただ、この長い戦争を終わらせるために……私に力を貸してくれない？　もちろん、戦争をしろとも言わないわ。物資を適正な価格で譲ってくれれば、それだけでいい」

　クズノハ商会としてリミアに物資を供給するって事か。

　先輩に力を貸すだけならともかく、戦争を終わらせるのに協力するなら、たとえ物資の供給しかしなくても、僕がヒューマン側につきますよって事になる。

　つまり、間接的に戦争に参加するのと同義だ。

　うん、これは断る他ない。

「……どう？」

「すみません。無理です。先輩の頼みで個人的にそれなりの物を適量売るってだけなら構いませんが」

「そう。戦争を終わらせるためには協力してくれないのね」

　……あー。先輩が言葉の前半を強調した意味は僕にも分かる。

　既に魔族との関係も疑われているのか。

　流石に確証はないだろうから、罪を問われたりはしないと思うけど……。

「クズノハ商会は、必要としてくれる全ての方に扉を開いていたいと考えています。その、中立という立場で協力するだけにさせてください」

「あのね真君。……私だって女神の行い全てが正しいとは思っていないわ」

「っ!?」

　先輩!?

　いや、勇者がそれを言ったら駄目じゃないっすか!?

「彼女はいわゆる〝私達が思う神様〟じゃない。ちゃんと個性があり、人格を持っている。この世界で彼女以外の神の存在を聞いた事はないから、唯一神には違いないでしょうけど……いわゆる万能の存在とはかけ離れているとは感じてる」

　そうだ、あんなのが神様であってたまるか。

　先輩が言ってるのは、多分お天てん道とう様さま的な意味での神様だろう。

　そういう神様には、僕も会った事はない。

　でも、あのクソ女神がこのままのさばっていて良いわけがないとは思える。

「世界を管理し、見守る存在。多分女神みたいに実在している神様というのは、そんな仕事をしている方々なんでしょうね。正直、彼女については問題もありそうな女神だと思うわ」

「先輩……」

「でもね、真君。たとえ彼女がどんな存在でも、私達とは住んでいる場所が違う、言わば関係ない存在よ？　私だって、あの夜出会ったのが最初。それまでは神の存在も信じていなかった。つまり、彼女は私達にとってその程度。短い人生でほんの一瞬だけ触れ合っただけの存在じゃない」

「……」

「そんなものに負の感情を抱き続けてどうするの？　世界に存在する当然の理ことわりや現象に難なん癖くせをつけるようなものでしかない。無意味じゃないかしら」

「先輩は……どうして」

　熱心に説とく先輩の言葉を聞いているうちに、つい僕の中にずっとあった疑問が口をついて出ていた。

「え？」

「先輩はどうしてこの世界に来たんですか？　向こうでは、成功を約束された勝ち組の人生があったのに」

　全く分からない。

「……私がこの世界に来たわけが知りたい？」

「ええ」

「本来なら得るべき機会もなかっただろう無関係な私が、どうしてこの世界にいるか、気になるの？」

「！」

　先輩は、知ってるのか？

　僕と僕の親のせいで二人の勇者が召喚される機会ができてしまった事を。

「……面白そうだと思ったからよ」

「おも？」

「それはね、日本の生活に戻る願望が全くないとは言わないわ。でも私はあの時、確かに異世界の方が魅力的だと、そう感じたの。だからここにいる。結局、あの時私が感じた一瞬の気持ちが理由の全てなんでしょうね。あれからこの世界でどんどん縁ができて、もうそう簡単に離れられないわね」

「一瞬の気持ち……」

　先輩はもう、日本に帰る気はないんだな。

　願望がなくはないなんて言ってたのに、先輩の表情からはわずかな郷きょう愁しゅうも感じなかった。

「帝国の智樹君も同じでしょう。もし別の日に女神から話を聞かれていたら、また答えが違ったかもしれない。違う勇者が召喚されていた可能性……私と彼が今も日本で平和に過ごしていた可能性はあるわ。一応ね」

　そうだよな。

　その日、その一瞬だけで、二人は勇者になる事を決めた。

　決断は決断だ。でも、考え抜いた結論かと言えば、やっぱり違う。

「そんな顔をしないで。別に真君を責める気はないわ。さっきの話を続けるけど、世界にとって神の干渉は絶対でもなんでもない。この先、世界もどんどん変わっていくでしょう。早く戦争を終わらせてヒューマンと魔族のいざこざを落ち着かせられれば、それだけ世界を変える事に時間を使える。そんな風には考えられないかしら？」

「世界を、変える？」

「そう。すぐには無理だけど、ヒューマンが亜人を蔑べっ視ししなくなる、お互いが協力しあう社会への道筋を作れると思うの」

　ヒューマンの考え方そのものを改革する？

　でも、その考え方の根底が女神の教えにある以上、不可能に思える。

　女神よりは大分マイルドな精霊の教えでも、亜人はヒューマンに劣る存在であるとされているんだぞ？

「勇者だからって、それはあまりに綺麗事じゃありません？　この世界の大多数であるヒューマンの多くが信仰する宗教が、そんな社会を否定してるんですよ？」

「その可能性は真君自身が既に示してるじゃない？　ロッツガルドと、ツィーゲで。それをヒューマンの社会全体で起こすのだって不可能じゃないでしょ？　自ら変わろうとするヒューマンを、女神が強制的に修正できるとは思えない。彼女の行いは何十年分か確認してきたけれど、自分に従順で美しいヒューマンを一番に寵ちょう愛あいする傾向があるだけで、己の意思で違う考えを持ったヒューマンを粛しゅく清せいしたりはしていない。少なくとも表立っては」

　先輩は女神の世界を内側から変えようとしているのか。

　でも、それなら僕と考えも近くなりそうなのに、どうしてこんなにも先輩を遠く感じるんだろう。

「だったら、先輩。女神なんてこの世界に存在しなくても……たとえば、別の神様が席替えでやってきても、構わないって事ですよね？」

　勢いで言ったけど、別の神様っていっても具体的に思いつく神様はいない。

　でも先輩もそういう考えだったら協力関係を持つのは可能だと思った。

　亜人を差別しない社会の方が良いと思ってくれるなら、魔族とだって話し合いができる。

「……女神がいなくなっても？」

「た、たとえ話です」

　仮に僕が戦って勝って女神にお仕置きした場合、女神がこれまでと同じようにこの世界を管理できるかといえば、多分そうはならないだろう。

　その場合、しばらく神様がいなくなるか、代わりの神様が来る事になると思う。

「それで、世界に一切の影響が出ないなら私は構わないわね。ただ」

「ただ？」

「女神がいなくなるという事は、従者たる精霊も消え、世界の管理者がいなくなり、この世界の基幹にもなっている魔力にもどういう影響が出るか分からない。その上、祝福や加護が失われ、神殿の地位も失しっ墜つい。女神の教えそのものが廃すたれる恐れもあるわ」

「……」

　僕は正直、そんな事までは考えていない。

　女神が力を失って、最悪滅んだ場合でも、匿かくまいたい人がいるなら先に亜空に入れておけばいい。

　元々は女神がいなくても存在した世界なんだ。

　その頃からルトとかはいたようだし、人が住めなくなる事もないと踏んでいる。

　女神とともに魔力や魔術が綺麗さっぱり消えて無くなるなんてのもね。

　だから、それ以上考えようとも思ってなかった。

　だけど先輩は、女神が滅んだ時の事も想定しているみたいだった。

「その時が仮に平和であっても、世界はあっという間に大混乱、地じ獄ごくが始まる可能性が非常に高いでしょうね。特に、女神の寵愛でこの世界の主人のように振舞ってきたヒューマンは、他の種族から目の敵かたきにされかねない」

「確かに、その可能性はありますね」

　というか、そうなるだろうな。

　祝福がなくなるんだから、本当に実力があればともかく、大抵のヒューマンは痛い目を見るんじゃないだろうか。

　それに、共通語までなくなるなら、バベルの塔の話にあるように、滅茶苦茶になるかも。

　これまでみたいな大きな国は作れないだろうから、世界の覇権が別の種族に移る可能性はかなりあると思う。

「そういった世界への影響が極力少ない方法でやるというなら、私は構わないわ」

「もしも、先輩が懸念するような影響が出るのだとしたら？」

「命を懸けてでも抵抗するわ。もしそんな事を画策している人がいるのだとすれば、それは魔族と同じよ。世界に対するテロリスト。平和に暮らす多くの人を無慈悲に追い込み、命を奪う、悪意しかない行動と言っていい。一番被害を受けるのはヒューマンだろうけど、亜人も例外なく巻き込まれるのだから」

「テロリスト？　魔族は別の種族で、彼らの国家を持つ、戦争相手では？　戦争なのに、その言い方は少し偏かたよっていませんか」

　魔族をテロリストとは、予想外の言葉だった。

「ええ。本来なら拮きっ抗こうさえできるはずがない規模の少数民族との間で──何か言ってきても弾圧で事が済んで然しかるべきものが、いつの間にやら戦争にまで発展した。だから女神も焦って勇者を呼んだんでしょうね」

「魔族が少数民族……」

　魔王ゼフの言葉を思い出す。

　確か彼は魔族の人口は多く見積もっても現状百万か百五十万だと言っていた。

　さっき先輩が言ったように、リミアが何千万かの人口なら、この世界のヒューマンの総数は大体その四倍以上だろう。四大国っていう言葉からの予想だけど。

　五千万だとして二億？

　二億対何百万。

　他の亜人が加わって、魔族の勢力も何千万くらいにはなってるのかな？

　元々魔族は種族混成部隊が基本だ。

　いや、ヒューマンにしてもこれは最低値に近い数字だし……。

　どっちにしろ、数で考えるなら先輩の言う通り、戦争っていうよりも内乱に近い規模だ。

　量より質ってところがあるこの世界とはいっても、魔族が善戦してるのが正直凄いわ。

「魔族の主張は、突き詰めれば女神の否定であり、彼女への報復──とまではいかないまでも、待遇の改善を求めるもの。その行為はこの世界が何千年と過ごしてきた基本的な社会制度に対する拒絶よ」

「彼らは、そうしなければ滅ほろんでいたかもしれません」

「随分、魔族の肩を持つのね」

「女神の彼らへの差別はそれだけ苛か烈れつだったと、何かで見ました。なら、魔族の行動は生き残るために仕方ないものなんじゃ」

「ええ、今回の挙兵は彼らにとって避けがたいものだったでしょうね。けれど」

「なら！」

「いいえ、真君。もう手遅れだったという事よ。彼らはそこまで追い詰められる前になんとかするべきだった。蔑さげすまれた自らの境遇を少しでも良くして、ヒューマンに自分達を認めさせるべきだった。武器を持って彼らと戦う以外の方法でね」

「それは流石に無茶じゃあ」

　女神が率先してあっち行けって追い込んだようなもんだろ、魔族に関しては。

「魔族とヒューマンの歴史も一通り見たわ。もちろん、ヒューマン側の史料だから偏りはあるでしょうけどね。ただ、過去、魔族がヒューマンに友好的に振舞った例はそれほど多くないわ。そして多くない事例の中でも長続きしたものは一つもない」

「歴史。ヒューマンと魔族の歴史ですか」

　僕は大雑把にしか知らないな。

「魔族にとってヒューマンは圧倒的な多数であり、しかも一つの宗教でまとまった、個体の戦闘能力でも勝ち目のない相手よ？　本来なら戦うという選択肢自体が正気じゃないわ」

「……ですよね」

　相手に女神の祝福があるおかげで、魔力面でも魔族はヒューマンに押されっぱなしだっただろうから、いいところなしのはず。

　考えれば考えるほど、魔族はよくヒューマンと戦い続けたものだと感心する。

　まあ、ずっと戦争をしていたわけでもなく、基本的には差別と弾圧に堪えていたんだろうけど。

「魔族はヒューマンと何度も戦い、負け、それでもやり方を変えてない」

「……」

「何度も機会はあったでしょうに。他の亜人と同じようにヒューマンの中に入っていく機会は」

「え？」

「私ならそうするわ。大きな相手で、自分達の戦力でどうにもならないなら、内に入り込んで相手を変える。自分達が入り込む余地を作り出し、そして同化する。それも少数の側が生き残っていくための現実的な方法の一つじゃない？」

「ヒューマンの中で奴隷として生きろと？」

「……奴隷階級からのスタートでも、這はい上がっていく事はできるわ。でも彼らは最後まで剣を持った。手放さなかった。私は彼らを滅ぼす気は無いけれど、その寸前までは追い詰めなければ誰も納得してくれないでしょうね。少なくとも今の彼らの国を運営している者、軍属の者、その協力者くらいは全員……」

「納得って……それだって女神の歪んだ考えが原因じゃないですか」

　あいつさえ馬鹿な教えで世界を汚さなきゃ、こんな風にはならなかった。

　あんな女神が存在する事がそもそもの問題なんだから、いずれ相対しなければいけないんじゃないか。

　だったら……今生きてる連中が多少困る程度なら、女神の広めたおかしな考えを世界から排除した方がよっぽど良いと思う。

「女神の歪んだ教え、か。でもそれがここでは全世界で信仰される宗教よ。圧倒的な少数が、武器を手に変えられるものじゃない」

「だから、甘んじろと？　女神の教えは変えられないから魔族を再起不能にするのも仕方ないと。さっさと同調して奴隷にでもなんでもなって生き残る事を選択しなかったのだから、それ以下の扱いを受けるのは仕方ない。先輩はそう考えているんですね？」

　なんか、腹が立ってくるな。

　誰だって虐しいたげられれば文句の一つも言いたくなる。

　理不尽な理由で差別されれば、抗いたくもなるだろう。

　そんな時でも冷静に状況を見て、先々の事を考えて、種族の存続により良い方法を取り続ける──それができないからといって、一体誰が責められる？

　どこまでもどこまでも理性的に振舞うなんて、そう誰にでもできる事じゃない。

　そんな事を思いながら、つい先輩にきつい、極端な物言いをした。

　なのに──

「そうよ」

「っ！」

　多少の逡しゅん巡じゅんはあると思っていた。

　でも、先輩からの即答は僕の言葉を詰まらせた。

「さっきも言ったけど。魔族とヒューマンはもう、手遅れ。この戦争の終結無しにどちらの種族も前に進めないでしょう。それだけ両者の間には憎悪が積もっている。リミアで戦ってきた私だって例外じゃない。女神の教えや彼女への依存、亜人差別、他の全ての問題への取り組みは、この戦争の終わりから始める事。この一点はもう動かしようがないわ。誰にもね」

「誰にも？」

　本当に？

　どっちとも繋ぎをつけられるクズノハ商会なら、もしかしたら上手く立ち回れるんじゃないか？

　……いや。それ以前に、僕がさっさとあの〝虫〟を反省させればそれで大分変わるんじゃ。

「誰にもよ。たとえ神でも無理ね。魔族に家族を奪われたヒューマンはその憎しみを胸に成長し、彼らへの刃になる。ヒューマンに家族を奪われた魔族も同じね。この負の記憶の連れん鎖さは……消せないわ」

　先輩が一瞬辛そうな顔をした。

　今の先輩は氷のように冷たく淡々とした表情で話しているから、その一瞬は妙に印象に残った。

　記憶は消せない、か。

　ロッツガルドは結果的に随分と亜人にとって住みやすくなったけど、変異体事件みたいな分かりやすい危機でもないと、ヒューマンが常識だと思っている歪みは、直らないものなのかもしれない。

　そしてそれは人口が多ければ多いほど強固になり、修正が難しくなっていく。

「憎しみに悲しみ。簡単に消えてくれるものじゃないですよね。それは分かります」

　やっぱり、早く女神をなんとかしないとな。

　先輩は後の事を気にしているようだけど、結局あいつが存在する限り元凶は残ったままだ。

　虫の態度を改めさせないと。

「ごく少数の魔族が圧倒的多数のヒューマンと女神を相手に戦争をする──世界の多くの人々が望みもしない革命を目指すテロリストの起こしたこの狂気の戦争を、私は一刻も早く終わらせたい。真君、もう一度言うわ。私達に力を貸して。お願いします」

　先輩は深く頭を下げた。

　だけど、僕の考えは変わらない。

「……先輩、僕ももう一度言います。お断りします」

　むしろ、先輩は現実的に考えすぎているんじゃないかと思っていた。

　どうせ女神が好き勝手やったこんな世界、価値観を変えるにしたってゆっくりやってたらどうしようもない気がする。

「率直に言わせてもらうけど、貴方のクズノハ商会の姿勢は魔族にも利益を与えかねない。戦争をしている両者に物資を提供する行為は、死の商人のやる事よ？　クズノハ商会は戦争を望み、そこで利益を得たいと考えているの？」

「いえ。どちらかと言われれば、それは戦争がない方がいいです。ただ僕は、やはり全ての原因はあの女神で、あいつさえ考えを改めるなら、そこから打てる手は沢山あるんじゃないかと……そう思います」

「どういう事？　女神が原因だとしても、なら真君は何をする気でいるの？」

「クズノハ商会は求めてくれる人がいればいつでも歓迎していく方針で間違いありませんが……僕個人としては女神を、あいつを一回引きずりおろしてやるのが良いんじゃないかと思うんですよ」

「女神を、引きずりおろす……」

　先輩は短く呟いて絶句した。

「確かに一時的に世界が混乱するかもしれませんし、使える魔術に制限もかかるかもしれません。ヒューマンと亜人も世紀末状態になる可能もあります。それでも、あいつがふんぞり返って居座り続けている神の座からぶっ飛ばしてやるのが、実のところ一番の近道なんじゃないかと」

「……どう、やって？」

「まあ、力で」

「力って……。それに、世界の混乱が仕方ないって、相手は神よ？　仮に貴方がそれを圧倒できたとしても、彼女の代わりが貴方に務まるの!?」

「圧倒って。それは分かりません。第一、僕はあいつの代わりなんてする気はありませんよ」

「じゃあ、神をただ滅ぼすって事？」

　先輩がふらりと揺れて頭を抱えた。

　いやいや、滅ぼす気はないし。

　半殺しの少し先までやれば良いかな。

　なんだかんだで僕はこうして生きてるし、巴達と会えたのも、あの虫がいたからだ。

「いや、神様ってあれだけじゃないから、多分色々やってるうちに代わりの神様が来ますよ、きっと」

「……まるで他の神に会った事がありそうな話しぶりね。まあ、私も妙な場所で胡散臭いのには一回会ってるけど」

「なんというか、あの女神の知り合いっぽい別の神様には会った事があるというか……」

「……だから、女神の考えを力ずくで変えさせるっていうの？　それで起きる影響は一切考えずに」

「いざとなれば、混乱が落ち着くまでしばらく避難してれば良いわけで」

「本当に、ヒューマンの危機には冷れい淡たんね。亜人差別はしないけど、ヒューマン差別はするんだ」

　先輩は僕をきつく見据えて言った。

　いやいや、ヒューマン差別なんてしてない！

「僕は亜人差別もヒューマン差別もしてませんよ」

「……本気で言ってるんだ。だったらかなり重症ね」

「どういう事ですか」

「真君の言動ってね。ヒューマンはこれまで女神と好き勝手やってきたんだから痛い目を見ても仕方がない、って意識が端々でチラついてるの」

「そりゃ、ヒューマンが随分好きにやってきたのは事実でしょ？」

　それは差別じゃなくて事実だ。

「ええ。でもそれで反対に彼らを冷遇するのはどうかしら。差別ではないの？」

「ヒューマンはこの世界の圧倒的な多数を占める強者ですよ。どうして彼らに差別なんて言葉を当てはめるんですか」

　差別は、社会的な強者が弱者にするものじゃないか。

「だから？」

「え？」

「支配者層に向けてなら差別的な扱いをしても差別ではないと言うつもり？　ヒューマンが亜人に向ける視線は独特なものがあるけれど……気付いてるかしら、真君も時折ヒューマンにそんな視線を送ってたわよ。ここでも、ロッツガルドでもね」

「う……」

　視線と言われても自覚はない。

　ただ、強い層に向けてなら差別的な扱いをしていいのかと聞かれると、それは駄目だと思う。

「ねえ、私や真君はこの世界の仕組み的に言えば部外者よね。なら、それまでの歴史的な経緯は無視して、ヒューマンにも亜人にも平等に接するのが、差別しない人の態度なんじゃないの？　目の前に困っている人がいたなら、それまでの暮らしぶりや社会的な地位とは関係なく手を差し伸べるべきじゃないの？　ヒューマンは今まで良い思いをしてきたから我慢しろ、亜人はかわいそうだから助ける──それって、ヒューマン差別って言わないかしら」

「でもヒューマンは、亜人を都合の良い奉仕者として扱い続け、それを省かえりみる事もなく生きています。大体、そんな聖人みたいな目で、あいつらを見られません」

「だから。私達の常識で考えるから、そんな風に思ってしまうの。ここは日本じゃなくて異世界なの。この世界の常識が、ヒューマンにとっても亜人にとってもそうなってる。そもそも魔族は、その常識と喧嘩して戦争を起こしてるのよ？」

「……間違った常識です」

「日本人としては、ね。貴方がヒューマンを冷遇する根拠はヒューマンにとっては至って常識的な事で、何故批判されるかも理解できない人がほとんどのはず。ヒューマンだって、亜人への態度や美への執着を除く場面であれば、彼ら同士の間で差別を憎む感情をちゃんと持っているわ」

「除いちゃいけないものを除いて話をされても、納得なんてできませんよ」

「だから。皆の根本の認識を変えていくには、戦争を終わらせてからの時間が必要なのよ。だけど、それも女神を力ずくで、なんて考える真君がいたら、全部ぶち壊しになってしまう」

「別に、僕が勝つと決まったわけじゃありません。先輩は先輩で戦争すればいいじゃないですか。少なくとも、僕は僕の考えで動きます。いくら先輩の言葉でも、なんでも肯定して従うってわけにはいきません」

「負けてくれたなら、どれだけ……」

　先輩は渡り廊下の手て摺すりに体を預け、膝を折る。

「……可能性は十分ありますよ。相手はあんなんでも一応神様なんですから」

　先輩から漏れた呟きの内容は多少ショックはあるけど、仕方ない。

　それが先輩にとって嬉しい流れなのは分かる。先輩は女神と僕が戦うのには全面的に反対の立場みたいだからな。

　かといって、後の世界になんの影響も出ないようにしてからあいつと戦おうとは考えられない。

　こんな世界の管理なんてお断りだし、神様にだってなりたくもない。

　そんな無駄な事を心配するよりも、元の世界に巴達と戻りながら亜空とも行き来できる方法を探す方が余程大事だ。

「貴方が負けるところを想像できないのよ」

　どこか恨みがましそうでもあり、拗すねたようでもある顔を僕に向ける先輩。

「そ、それはどうも」

「距離が遠すぎるとか、範囲が広すぎるとか、数が多すぎるとか。そういう要素なら私自身がどうにもできないのも分かるけど。直接斬りかかれる相手で全くどうにもできる気がしなかったのは初めてだもの。……それも、今の私が全力でやっても、なんてね」

　今の先輩が全力でやって、か。

　やっぱ、界みたいな能力を獲得してる線が濃厚かなあ。いずれにしても何かあるな。

「や、先輩も強かったですよ？　流石勇者って感じで」

「全く本気じゃなかったくせに。じゃあ、魔王とどっちが強かった？」

「……魔王と戦っていれば答えられるんですけど」

「なら、魔将のイオとは？　実際王都で戦ったでしょ、白い人」

　白い人って、前にリミアに来た時のあのスーツの事かぁ……。

　先輩に指摘されて恥ずかしい記憶が蘇よみがえる。

　アレが僕だってことも、もうお見通しですか。参るね。

「……。手合わせの時に見たあの凄い攻撃力なら、イオにも勝てるんじゃないですか？」

　イオと戦うって事は、あの巨人の再生をいかに上回るかだろうからなあ。

　向こうの再生切れなんて待っていたらとんでもない持久戦になる。どこかで一気に攻めきらないといけない。

　先輩は何度かあいつに痛い目見てるんだっけか。

　確かに、相性は最悪っぽい。でも、今の先輩ならイオを破りそうだ。

　あの強面こわもての巨人よりも更に強いって考えると、おっかない人だよな。

「白い人からのお墨付きなら自信つくわねー。……あいつには、どうしても勝たなきゃいけないし」

「はあ」

　何度も戦場で会っていれば、因いん縁ねんの一つもできるってとこだろうか。

　僕にはそういうのはあまりないな。あの女神以外には。

　不意に、先輩が手摺りを放し、背筋をピンと伸ばして直立した。

　剣道をやっていたからか、思わず見惚れるほど姿勢がいい。

　こういうとこはあの頃の先輩のままなんだな。

「クズノハ商会とライドウは、困っている皆の味方、って事ね。うん、分かった」

「は？」

　い、いいのか。

　助かるけど。

　どれだけリミアにだけ協力しろって迫られても頷けやしないわけだし。

「その上、反女神全開の困った人だと。まあ、こっちは秘密にしておいてあげるけど」

「……どうも」

「多分、女神も聞いちゃいないでしょうしね。王都襲撃あたりから、祝福や加護はともかく、全くといっていいくらい反応がないもの。今何を考えているのかも謎だわ」

　女神の反応がない。

　つまり、神殿からの声にも、勇者の声にも応えてない？

　王都襲撃……そうか、スサノオ様達が女神と会った辺りからだ。

　僕は聞かされていないけど、あの時、何か動けないような約やく定じょうがなされた？

「妙な話をしちゃったかな。でもそうね、私も一応、将来的には女神の世界への影響や歪みを排していきたいとは思っているんだって、真君が知ってくれたら、今日のところは十分」

「大分遠い将来としては考えているんだ、とは感じました」

　僕らが死んだずっと後、くらいには。

　だから先輩が遠く感じたのか。

　この人は、必ずしも自分が掲げた目的を自分自身で達成しようとはしていない。

　一つずつ確実に、自分の代で無理なら未来に先送りしようとしている。

「人は想いを繋いでいける動物だもの。そうやって時間を上手く味方につける事ができる種族でもある。何もかもを自分だけで自分の世代だけでやろうというのは、無用な痛みと目的の歪みをもたらしかねないわ」

「自らがやろうと決めた事はなんとしても己でやり遂とげる。僕はそれを素晴らしいと思います。時間は確実に記憶を薄れさせますし、死後、先の世代がどれだけ自分と同じ気持ちでいてくれるかなんて、分かりませんから」

「全体を、この世界の社会を信じて動こうとは……思えない、のよね」

「先輩が教えてくれたように、僕の根底にはどこかヒューマンを差別する意識があるんだと思います。頭では先輩の話が分かっていても心に入っていかないのは、そういう事だと。今すぐヒューマンや彼らの変化を信じろと言われても……無理です。すみません」

「……分かってもすぐに消せるものでもないわ。謝ってもらう事でもない。これからはお客さんの一人として、よろしくね真君」

「はい……こちらこそ」

　僕と先輩は近いようで遠い。

　分かりたくなかったけど、分かってしまった。

　智樹に感じた嫌悪とは違う、こうあってほしくなかった差異を感じた。

　先輩は、今の女神の世界そのものを受け入れている。

　その上で日本人として受けた違和感を世界に伝えて、ゆっくりと変えていこうとしている。

　膨大な時間がかかるのも承知の上なんだ。

　僕は、そんな事は関係なくあの女神に反省させて、すぐにでもヒューマンと亜人が対等な関係になるのが自然だと考えている。

　たとえそれで、どれだけの被害が出ようと関係ない。

　この世界や女神から見たら、僕こそが一番凶悪なテロリストなのかもしれないな……。

　それでも、僕が望む形で元の世界に帰れる手段さえ見つかれば、僕は動くと思う。

　女神と一戦交えるために。

　その時は先輩とも戦うんだろうか。

　僕と先輩の間で戦闘が成立するとは思えないけど、できれば剣を向けられるのは避けたいな。
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「分かってる？　真君は今、私に託されている数千万もの人の想いの力を本気にもならずにあしらった。直接見せつけられた分、あの女神よりもずっと恐ろしく感じた」

　真が去った後の渡り廊下に一人残った響は、誰もいない空間に向けてそう語りかけた。

　彼女の口からどこか自虐的な呟きが漏れる。

「ホント、私って正しょう念ねん場ばでこけるタイプだ」

　イオとの戦い、あるいは澪やライムの勧誘を思い出して、響は苦にが笑わらいする。

　肝心なものに限って腕の中からすり抜けていくような、もどかしい感覚。

　広げた手の指の間を抜けていく風にどこか似ている──彼女はそう感じた。

　独どく白はくは続く。

「魔族に負けたら終わり、智樹との戦争に負けても終わり、真君が暴走しても終わりか。凄い状態よね。辛うじて最後のだけは、まだその後に少しだけ希望はあるけど。女神なき世界か……。現状に鑑かんがみれば、十じっ中ちゅう八はっ九く、小国乱立の戦国時代が待っているでしょうから、少なくとも今より絶望的なのは間違いないわね」

　響の頭の中で悲惨な想像が生まれては消える。

　魔族に勝ち、帝国を黙らせ、その上で真を力以外の何かで押さえつける。

　それが全部できて初めて、響の目的は始まるといっていい状態だ。

　彼女自身が〝凄い状態〟と口にしたように、およそ不可能に近い。

　しかし、響は退ひくわけにはいかない。

「それでも最後まで頑張らなきゃ、ね。私を信じて大勢の人が死んだ。私が目指すもののために大勢殺した。ナバールみたいに身を呈して守ってくれた人もいる。私は諦めちゃいけない。私は、死の間ま際ぎわまで足あ掻がかなくちゃいけない」

　響は世界転移の覚醒者として、他者からの想念を力に変える能力を得た。

　それもあって、彼女は自身にかけられ続ける無数のたすきのような想いを一層自覚している。

　差し出された命と、奪った命を常に自覚しながら戦っている。

　新たに得た力と引き換えに、自分は最後の一瞬まで全力を尽くす義務を負ったのだと、響は感じていた。

　だから退けない。たとえ相手が大勢の想いの力すら容易くバラバラにするような力を持っていても。

「本当に……勇者っていうのはやり甲斐のある立場ね」

　響にとって女神とは、この環境を与えてくれた存在だ。

　だから彼女に対して一定の感謝の念はある。

　──が、それだけでもある。

　たとえるなら、最初に自分を見出してくれた人という認識だった。

　残念ながらその上司は、尊敬し難いタイプで、問題も諸もろ々もろある。しかし、数字上は確かに優れた利益は上げるので、なんとか上手くやっていくしかない。

　そんなものだ。

　そこまで考えて、響はため息をつく。

「はぁ……担ぐ神み輿こしを好きに変えられるなら、女神より真君の方が楽だと私も思う。神様扱いしたとしても、祭っておくって建前でいくらでも隔離できそうだもの。でもあれだけ無茶苦茶な事を言ったのに、彼は女神や……あとはヒューマン差別の部分くらいにしか強い反応を示さなかった。彼にその意思はない。今のあの子には建国の意思すらない」

　いっそ国でも作ってくれたなら、未来の選択肢は相当に広がるのが響には分かった。

　真が王になり、国を立てると宣言したなら、ヒューマンも魔族も絶対に無視できない。

　憎しみに染まった戦争を停滞させてでも優先して取り組まなければならない大問題だからだ。

　彼の力を見た者なら誰でも分かる。

　それは、今存在する全ての国を上回る軍事力を持つ国家が突然誕生するという事なのだ。

　少なくとも真や彼の側近が存命の間は、その国抜きでの全面戦争などできなくなるだろう。

「王になる気も、神になる気もない。そのくせ権威には無意識に下した手てに出て、女神は対等の相手みたいに考えてる。わけが分からないわよ……っ」

　すとん、と響は冷たい廊下にへたり込む。

「腰、抜けた。……そりゃそうよね。下手したら私、今ここで冷たくなってたかもしれないんだし。精神だけじゃなくて、体も恐怖に堪たえてたんだなあ」

　絶対的な強者。

　今の響にとって深澄真はまさにそれだった。

　張り詰めていた気持ちがふと緩んだ瞬間、体がそれを響に思い出させた。

　聞きたい事、勧誘、そして危惧していた対立。

　響にとって先ほどまでの会話は、薄はく氷ひょうの上に立つ想いで臨んだものでもある。

（もう彼は人の括りで考えるような次元にいない。地震、津波、噴火、竜巻……そういう代物に近い。戦うというのは、あまり現実的ではないのだけど……意思を持って動く以上放置もできない。まったく、とんでもない化け物になったものだわ）

　ふと響は気付く。

　自分の中に二つの〝引っかかり〟が生まれていた事を。

（なら、どうして私は彼に従わないのだろう？　あれは戦力だけなら個にして国を上回る、人の皮を被った化け物だ。おそらくリミアがどう頑張っても彼には勝てない。ならば身も蓋ふたもないけれど、媚こびる他ないはずなのに）

　一つにはすぐに思い至った。

　自分の感情だったからだ。

　眼下の街の光が少なく、まばらになっているのを見つめて、響は黙り込んだ。

（……そうか。憎しみだ。私は魔族を許せない。沢山の村を焼き、人を殺した。そして私の仲間、ナバールも。ああ、だからか）

　響は何度か頷いた。

　自分の感情と向き合い、それを制御する。

　重要な事だが難しい。

　その感情が当たり前になりすぎて、奥深くに横たわるほど、より難しくなる。

　仲間の死を乗り越えるのとは、また別の問題だ。

　彼女はようやく、何故自分が真に対して徹底的に媚びるという選択肢を選ばなかったのかを悟った。

（もちろん、私だって彼らを大勢殺した。その人達にだって仲間や家族、恋人がいたはず……。それでも、私は魔族が憎いんだ……。そっか、これが当事者になるっていう事なんだ。戦争の憎悪、こんなに厄介なものなの……）

　自分の奥底にもいつの間にか積もっていた魔族への深い憎悪に、響は驚く。あまりに自然に心に住み着いていたその感情は響自身も気付かぬうちに大きく成長を遂げていた。

　確かに魔族は敵だし、憎い相手に違いないが、それでもここまで自分自身が縛しばられているとは思っていなかった。

　ある程度制御できていると考えていただけに、衝撃的だった。

（真君に媚びるという事は、彼の思想を表面上だけでも肯定しなくちゃいけない。つまり、戦争の継続が困難になる。だから私は……）

　彼女は戦争の継続を望んでいる。

　口元に手を当てた響は双そう眸ぼうを大きく見開いた。

（できないわけだ。私は……仇かたきを討ちたい。そう、イオを殺すまでは……）

　何故戦争を継続させたいのかを考え、響はその答えに至った。

　結局、ひどく個人的な理由だと自身に呆れる。

　まったくおかしくはないのに、喉の奥から笑いが漏れた。

　しばらくして笑いは止まったが、彼女は座り込んだままだった。

　彼女は続けて、もう一つの〝引っかかり〟が何かを、思考の海で探していく。

（私は、何に違和感を覚えた？　真君が化け物だと思った少し前、何かを確かに感じた。……そうだ、避難！　彼は世界が混乱する、世紀末になると言った後に〝しばらく避難すればいい〟と言った。それだわ。何故避難する必要があるの？　女神が倒された世界に大混乱が起こるのは間違いない。でもそれは、力ある個人や組織にとってはチャンスでこそあれ避難するような状況じゃない。クズノハ商会なら機に乗じて世界一の商会になる事だって現実的なはずよ。なのに彼は、避難すると口にした）

　響にはそれが、強者の口から出る言葉として不自然に感じられた。

（ただ、真君の口から出てもあまり不思議は感じない。避難、か。……安全な場所。つまり、彼には世界中が混乱に陥おちいっても安全を確保できる場所があるって事よね。店てん舗ぽはそれにあたらない。ロッツガルドの変異体事件ではクズノハ商会の店も破壊されてしまっている。それにロッツガルドもツィーゲも、世界の混乱から逃れられはしない……）

　響は真と関連がある場所を候補に挙げて、可能性を考える。

　少しでも彼の情報や傾向を把握しておきたかったからだ。

（──!!　ある。彼がこの世界で最初に訪れた場所。世界の果て。もしあの荒野の奥深くに彼の拠点があるというなら、世界の混乱とも切り離されて何年でも穏やかに暮らしていられる。自ら混乱を収めようとも思わない彼なら、十分にあり得るわ）

　彼女は一時期修練のために訪れたツィーゲでの記憶を掘り起こす。

　荒野にベース以外の拠点があるという話がなかったかを、可能な限り思い出していく。

　そして、彼女は到達する。

　元々そんな話題自体が珍しい事もあり、彼女が消去法で〝そこ〟に辿り着くのは十分に可能だった。

「……蜃しん気き楼ろう都市。考えたくはないけど、それが真君の、クズノハ商会の拠点？」

　ツィーゲで幾いく度どか耳にした幻の都市。

　結局、響はその都市を訪れる機会を得ぬままリミアに戻った。

　しかし、考えれば考えるほどクズノハ商会と蜃気楼都市の関係性が深まっていくように彼女は感じていた。

「荒野のどこかにある幻の都市。それが彼らの拠点なら、第一号店がツィーゲにあるというのも、これ以上ない囮おとりになっている気さえする。荒野が本拠で、ツィーゲが出で店みせ。そう、彼が荒野からツィーゲに出てくるまでの間に既に拠点を得ていたなら……!?」

　もう一つ、響は恐ろしい事に気が付いて息を呑む。

（けれど荒野はあまりにも遠い。遠すぎる！　拠点にするなら、短時間で苦もなく戻れる必要がある。ロッツガルドから戻った陛下とヨシュア王子は言っていた。〝クズノハ商会が頼りにしていた長距離転移の力を駄目にしてしまった〟と。……嘘だ。駄目になってない。彼らは商品の輸送じゃなく〝戻る〟手段として、安定した長距離の転移を手に入れている。だって、避難できるんだから）

　響は亜空を知らない。故に、蜃気楼都市は広大な世界の果てのどこかにある都市だと認識していた。

　異空間とまで読むのは到底不可能だとすれば、響は真の拠点を可能な限り正確に言い当てたと言える。

（もし転移を自在に操って距離を完全に無視した商売ができるなら、店舗を持ちながら世界中で行商なんてさせているのも頷ける。……うん。クズノハ商会もまた女神と同じ、住む次元が違う存在として扱えば……。彼らは戦争に興味がないと明言してくれているし、やりようはまだある）

　響はクズノハ商会との付き合い方を考え、同時に魔族との戦争の進み方も予測していく。

（リュカの頼みとは少し違うけれど、真君に世界を壊させないのが妥協できるギリギリなら、まだ動く事はできる。彼とクズノハ商会のもたらす利益がヒューマンと魔族でイーブンになるように持っていく……、あとは女神が無事な間に魔族が大きく動いてくれれば、彼女の助力を得られる分だけ私達に有利に推移させられるかもしれない。もっとも、魔族は女神をも敵視しているのだから、こっちはあまり心配はいらないか）

　響は立ち上がり、渡り廊下を後にする。

　真が去った方向とは反対側に。

　真とクズノハ商会の実力をある程度知ってなお、その目に諦めの光はない。むしろ力強さを感じさせた。

　真と響の対話、そして響の独白。一幕が終わった。




　渡り廊下とは相当離れた城の尖塔の一つに、人影が座っていた。

　本来なら人などいるはずのない屋根の上。

　真と響の会話の一部始終を盗み聞きしていた彼女は、まず口元、次いで目元まで、その顔を笑みで染めた。

　真の従者、澪だった。

「うふふふふ、決裂。当然です。若様と響は偶然現状に対する考えが似ていただけなのですから。上手くいきました」

　澪は真と響が対話に至る流れを作り、誘導した。

　だが結果までは操作していないし、干渉もしていない。

　二人が主張をぶつければどうなるのか、澪にはなんとなく読めていたのだった。

「巴さんから響の評価を聞いた時にピンときました。大丈夫、絶対に若様とは相あい容いれないと。下を知らない響と、ある意味下からしか見ていない若様ですもの。当然の結果です」

　澪が巴から聞いた響の評価。

　それは響が未だ自覚できていない無意識の部分に触れたものだった。

　──響は弱者の立場を知らない。

　あやつは絶対的な弱者の立場を理解できぬ。何故なら、あの娘自身が人は頑張れば結果を出せると信じて疑わないからじゃ。どう足掻いても愚ぐ者しゃ、弱者にしかなれん者もおるという事を知らん。まあ、自分がやればできてしまうのじゃから、若いあやつがそう考えるのは致し方ない事でもあるがのう──巴は響をそう評した。

　死ぬ気で頑張れば、人はそれなりの成果を出せる。響は実際、そう考えている。

　もちろん〝それなりの〟という範囲内でできる者もいるが、世の中にはそれでもどうしようもない層もいる。環境や才能だけでなく、如何いかんともし難い外圧が関係する場合もある。

　しかし、その当事者になったわけでもなく、地球でも明らかに恵まれた環境下にある日本育ちで能力も高い響が、それを身をもって理解できるかといえば、巴の言葉通り、できなくとも致し方ない部分はあるだろう。

　対して、真は強者の視点を持たない。

　立場や責任という面でも、彼は自らが本来どのステージにいなければいけないのかを理解できていないのだ。そういったバランス感覚にとにかく疎うとい。

　冗談でも誇こ張ちょうでもなく、力に見合う責任というのなら、今の真は世界の全てを考えて動かなくてはいけないのだから。

「知れば知るほどに分からなくなるからこそ、響は若様を警戒する。そして内側に引き入れられないなら、今あれらがやっている戦争からできるだけ若様を除外しようとする。でも、若様は納得しない」

　澪は実に満足そうに、クスクス笑う。

　月明かりの下で無邪気に笑う彼女の姿は、どこか狂気すら漂ただよう危うい美しさを感じさせた。

「だって若様は、ヒューマンだろうと亜人だろうと関係ありませんもの。並んで困っていれば亜人から助けるでしょうけど、その程度。あの方にとって大事なのは個人。そして、これまでご覧になった中でヒューマンの方が阿呆が多かったから、亜人寄りになっているだけ。こんなに簡単な事なのに、皆、それが分からないのだから、おかしいですわ」

　澪は真の本質をそう見ている。

　それは正しい。

　だからこそ真はまだヒューマンとも関わっているし、同時にいつまでたっても彼が一定以上の広い視点を持てていない要因にもなっている。

「戦争に関わらないなんて不可能。それで困る人が出るなら、若様は動きます。それらの将来がどうなるかなんて面倒な事、お考えになるわけがない。未来だの世界だのばかり考えている響と歩調を合わせるなんて……そもそも夢物語です。若様もこれで気付いてくださったでしょう。大体、未来など未来の者が考えれば良いのです。今を生きる若様が何をしようと、それで世界がどうなろうと、その先に生まれた者にとっては不可避の運命でしかありません」

　彼女もまた無茶な論理を口にする。

　だが、澪は本来、真以外のものなどどうでもいいのだ。

　だから、真が喜ぶ事が彼女にとって正しい。

　雑音が擦すり寄ってきて主人が悩んでいるのなら、その悩みの種を取り除きたい。

　今回の澪の行動も、理由などそれだけにすぎない。

　ただ、真は不必要なまでに周囲を気にしすぎるところがある。

　だから澪も少しだけ、間接的に動いてみたのだった。

「ヒューマンも魔族も、上の方が本当に鬱うっ陶とうしい。若様は興味がないと仰ってるんですから、若様の目の届かないところで好きに殺しあっていればいいのです。まったく」

　尖塔から澪が消えるのと、その言葉が吐かれたのは、ほぼ同時だった。




◇◆◇◆◇




「あれ、巫女さん、あ──いや、巫女様じゃないですか」

「……」

　部屋に到着する前、思わぬ人物に会った。

　先輩のパーティの一員、ローレルの巫女……確か名前はチヤ。

　見た目からすると十二、三歳だろうか。

　もうかなり夜も更けたというのに、彼女は僕を待ち構えるように立っていた。

　服装も多分、寝る時のものじゃない。

「ええっと、何か僕に御用でしょうか」

　無言のまま僕をずっと見つめている彼女に尋ねる。

「ローレルの巫女、チヤと申します。……まずは貴方への数々の非礼をお詫わびいたします。申し訳ございませんでした」

　彼女はきっちり腰を折って、深々と頭を下げた。

「いきなり倒れた件だったら、あまり気になさらないでください。少しですが事情はお聞きしましたから。その、できる範囲で何が見えたか教えてもらえると嬉しいですけど」

「倒れた件だけではありません。夕食にも一度も同席できませんでした」

「体調が優れないというのに気分を害したりしませんよ。仕方ない事じゃないですか」

　確かに、先輩やヨシュア王子は結構一緒に食事したけど、巫女さんは一回も同席しなかった。

　明らかに食事の用意までしてあったのに来なかった事も一度あった。

　多分あの時のはドタキャン的な何かだろうと思うけど、それにしたって、体調不良で食事できないなら責任なんてないだろうに。

　小さいのにしっかりした子だな。

「ありがとう、ございます。私の非礼はローレルの非礼と受け取られても仕方ないので、そう言って頂けると助かります」

　しかし硬い。歳相応の雰囲気じゃない。

　謝罪の件は全然問題ないんだけど、この子が僕に何を見たのかはやっぱり気になるんだよな。

　こんな子が取り乱して卒倒するような何を見たのかってね。

　だから僕は、黙って次の言葉を待つ。

「……私は、クズノハ商会の皆様の本質を無遠慮に覗こうといたしました。巫女の力とはいえ、軽けい蔑べつされても仕方ない行為です。貴方が望むなら、その結果をお伝えするのが私の義務かもしれません」

「いや、軽蔑とかそういうのはあまり……」

　大体、先輩がやらせたらしいし。

　それに、もしこんな年頃の子が人の中身を見る力なんて貰ったら、使ってみたくなっても不思議ではないとも思う。

　この巫女さんはあんまり子供として括れない気もするけど。

「ライムさんに見たのは、優しい巨木でした。雨に濡れた、青々とした葉がキラキラ輝いていて……住すみ処かにしているのか、幼い竜の姿も見えました。暗示するものまでは私には分かりませんが、あの方がとても好ましく思える、そんなイメージでした」

　優しい巨木。それに幼い竜、ね。

　なるほど。

　この子は本当に、この子にしか分からないものを見ているんだな。

　でもそれは、真実を多く含む、本質に触れるようなものである可能性が高い。

「澪さんは、黒くて大きな蜘蛛でした。災害の蜘蛛、です。首には大きな首輪がついていて、蜘蛛はその鎖付きの首輪を愛おしいものとして扱っている様子でした」

　澪は正体をばっちり見抜かれたのか。

　多分その首輪って契約を暗示しているんだろうな。

　って事は……この子には鎖が僕に繋がっていると見えた？

「ああ、澪については色々ありまして。ご覧の通り、今は見境のない怪物ではありません。大概の場合、以前よりは安全なので……」

「……騒いだところで、状況は何一つ好転しないと理解しています。ご安心ください」

「そうですか。……よかった」

「そして、貴方は……大きくて綺麗な弓を携たずさえた、全身真っ白な無貌の人型でした」

　白い人形って事か？

　いや、それだけじゃないよな。だったら倒れるほどじゃないだろう。

「白い、顔のない人型ですか。それはまた……あいにく僕にはどういう意味があるのかよく分かりませんね。何かの暗示でしょうか」

　思っていたよりもずっと抽象的で、分かりにくい表現だ。

「すみません。私自身もこの力に目覚めたのは最近で、見えたものが何を意味するのか、まだ正確に把握する事はできません」

「いえ、責めているわけじゃありませんから」

　僕が宥めると、巫女さんは躊躇いがちに続けた。

「ただ、その白い人型にはヒビがありました。小さなヒビ」

「ヒビ……」

「そこには……っ。失礼しました。そこには、とてもおぞましいものが存在しているように、私には、見えました。あの……目が……」

　目だけでおぞましいって、どんだけ。

「見ただけで倒れるほど気持ち悪いものなんですか？」

「分かりません。長い時間直視したわけではありませんから」

「はあ……」

　少しばかりの沈黙の後、巫女さんが切迫した表情で詰め寄ってきた。

「お願いです！　私には、できる事はないかもしれませんが！　どうか、アレを、表に出さないでください！　貴方がご自分を商人だと仰るなら！　どうか！」

「うお、えっと、ちょっと落ち着いてください」

　大体その、〝アレ〟ってなんだ？

　目か？　眼球がでろーんと出てくるのか？

　それは怖い。

　けど、流石に自分でもなんかよく分からないものを、表に出すも出さないもないぞ？

　なんとか巫女さんを落ち着かせながらも、頷けない頼まれ事に困惑する。

　我に返った巫女さんは、肩で息をしながら相変わらず緊張しきった表情。全身も硬くなったままだ。

「も、申し訳ございませんでした」

「あの、よくは分かりませんが、僕もそれなりに頑張りますので、あまり気にしない方が……。物騒なものをご覧になったかもしれませんけど、未来予知などではないんですよね？」

「おねえ──いえ……響様から伺ったのですが、貴方は女神様を信仰していないとか。あ、責めているのではありません。精霊様でも学問でもお金でも魔術でも剣でも、なんであっても構いませんが、後こう学がくのために、貴方が拠より所とする教えや考えをお聞かせ願えませんか？」

「は？　教えや考えですか？」

「はい。女神様の教えや、そこから派生した四属性の精霊様の教え、そして一部の学者が信奉する学問の真理。そういったものです」

「……ありませんねえ。僕は宗教にはあまり興味がありませんし、かといって、科学が全てかといわれるとそれも違うと思いますから……。拠り所ですか、うーん」

「……」

　巫女さんは僕を見て唖然としている。

　すぐに何かしらの答えが返ってくると思っていたんだろうか。

　そんな無茶な。

「一応、弓道という武道を学んだ経験から、自分の中にルールはあります。それでも？」

「お聞かせください」

「やると決めた事は己の力でやり遂げる、というものです。自分が決めた事なんですから誰かに頼るのではなく、己の規律として遵じゅん守しゅする。色々曖昧ではあるんですが、そんな感じです。とはいえ、今まで生きてきてそう決めた事なんて、未だ一つしかありませんけど」

「その一つとは、どのような事でしょうか」

　人の話を聞き慣れているのか、なんかこの巫女さんは話しやすいな。

　……子供だっていうのも原因の一つかもしれないけど。

「弓を続けるって事です。僕が今後どんな進路を選んで、どんな職に就ついて、どんな場所で生活する事になっても。一生、弓は続けると決めています。ただそれだけです」

「……そうですか。継続するという事はなんにせよ強い意思を必要とします。困難ですが素晴らしいお考えかと」

「ありがとうございます。なんか僕が慰なぐさめられた気がしますが」

「やると決めたら、絶対にやる……」

　巫女さんは僕の言葉を噛みしめるように小さく繰り返す。

「巫女様？　ところで、お加減はいかがです？　まだ病やみ上がりで体調が優れないなら、念のため薬を差し上げますが」

「は？　あ……け、結構です」

「そうですか。でしたら、もう夜も遅いですから部屋にお戻りになっては？　よろしければ途中までご一緒します」

「一人で戻れますので、お気持ちだけ頂いておきます。夜分に失礼いたしました。お休みなさいませ、ライドウ様」

　僕はいくつの女の子と話していたのか。大人びた子だったな。

　そんな印象が最後まで残った。




「あ、旦那。おかえりなさい。さっきまでチヤ──巫女が来てましたぜ？　そこでお会いになったんじゃありやせんか？」

　部屋に入ると、ライムが待ち構えていた。

「ああ、会ったよ。一人でこの部屋に来たんだ、彼女」

「ええ。旦那に謝りたいって言ってやした。気にする人じゃねえし、伝えておくから戻って寝てろと言ったんですが、聞きやせんでしたので」

「そ。まあ話もそんな感じだったよ。優しい巨木さん」

「は？」

「白いのっぺらぼうは寝るよ。お休み」

「はあ。お休みなさいませ、旦那」

　リミアから帰る日も近い。

　響先輩のホーム、リミア王国。

　居心地はそれなりに好いだろうなんて思っていたところもあったけど……結局想像していたよりしんどい訪問になったなあ。

　僕には先輩のように国や世界全体の未来なんて考える力はない。

　一人一人でさえその思惑を見通せないのに、何百万の人の意思、種族の意思の結晶である国の事なんて分かるわけがない。

　魔王や先輩、各国の王様とかはそれが分かった上で舵かじ取りをしているんだろうけどさ。

　商会の従業員全ての事情や動向も把握しきれてない僕には、荷が重い話だ。

　できないけど取り組むべきか。

　できる事を追求するべきか。

　亜空に戻ったら、巴や識にも話を聞いてみよう……あ、ついでじゃないけど、帰りにケリュネオンにも顔を出すか。

　……あと、魔王ゼフにもちょっと話を……。

　考え事をしているから、というか。

　色々あった上に、もういい時間だったせいもあって、僕の思考はそこで途切れた。

　睡魔最強。いいや、とりま、寝よ！
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